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このドキュメントの使用法

■ 概要 – Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースへの移行に関するトピックに
ついて説明します。

■ 対象読者 – 技術者、システム管理者、および認定サービスプロバイダ。
■ 必要な知識– Oracle Solaris の基礎知識。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=E62101-01 で入手可能です。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお聞かせください。

このドキュメントの使用法 11

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01
http://www.oracle.com/goto/docfeedback
http://www.oracle.com/goto/docfeedback


12 Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11.3 への移行 • 2015 年 10 月



 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリー
スへの移行について

この章では、Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースへの移行に関する概要情
報を説明します。
この章の内容は次のとおりです。

■ 13 ページの「Oracle Solaris 11.3 へようこそ」
■ 14 ページの「Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の機能の比較」
■ 19 ページの「旧バージョンのシステム管理コマンド、ファイル、およびサービ

スの削除」
■ 21 ページの「Oracle Solaris 10 システムから Oracle Solaris 11 リリースへの移

行」
■ 22 ページの「インストールツールおよび方法」
■ 23 ページの「ソフトウェア管理機能」
■ 24 ページの「ネットワーク機能」
■ 25 ページの「システム構成と SMF の機能」
■ 26 ページの「ストレージとファイルシステムの機能」
■ 27 ページの「セキュリティー機能」
■ 27 ページの「仮想化機能」
■ 27 ページの「ユーザーアカウント管理とユーザー環境の機能」
■ 28 ページの「可観測性、デバッグ、およびチューニング機能」
■ 29 ページの「デスクトップ機能」

Oracle Solaris 11.3 へようこそ
Oracle Solaris 11 はエンタープライズレベルのオペレーティングシステム (OS) である
だけでなく、完全なクラウドプラットフォームでもあります。最新リリースの Oracle
Solaris 11.3 は、Oracle のハードウェアとソフトウェアの統合されたポートフォリオに
不可欠な部分です。Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースに移行する場合に
はおそらく、疑問がいくつか出てきます。このガイドの目的は、そのような疑問のい
くつかに答えを提供することです。

第 1 章 Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースへの移行について 13



Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の機能の比較

注記 - このドキュメントでは、Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースへ移行す
る方を対象とした累積的な情報について説明します。特定の Oracle Solaris 11 リリース
でどの機能がサポートされるかに関する具体的な情報は、製品ドキュメントを参照し
てください。

Oracle Solaris 10 のほとんどのアプリケーションは、Oracle Solaris 11 で動作することが
知られています。サポートされているアプリケーションはそのままで実行できます。
Oracle Solaris 10 のアプリケーションを Oracle Solaris 11 で実行する準備ができている
かどうかを確認するには、http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/
solaris11/downloads/preflight-checker-tool-524493.html にある Oracle Solaris
11 互換性チェックツールを使用します。

または、Oracle Solaris 11 で除外された機能に依存するアプリケーションを Oracle
Solaris 10 の仮想環境で実行することもできます。第10章「仮想化機能の管理」を参照
してください。

http://www.oracle.com/technetwork/articles/systems-hardware-
architecture/o10-015-s11-isv-adoption-198348.pdf も参照してください。

このガイドでは、Oracle Solaris 11 のすべての新機能について説明するわけでも、
Oracle Solaris 11 から除外されているすべての機能に言及するわけでもありません。

■ 新機能の詳細については、『Oracle Solaris 11.3 新機能 』を参照してください。
■ 除外された機能の詳細については、http://www.oracle.com/technetwork/

systems/end-of-notices/index.htmlを参照してください。
■ 使用しているシステムから Oracle Solaris 11.3 への更新については、『Oracle Solaris

11.3 への更新 』を参照してください。
■ Oracle の Sun ハードウェアプラットフォームおよび対応する Oracle Solaris

オペレーティングシステムの要件については、http://www.oracle.com/
technetwork/systems/software-stacks/stacks/index.html を参照してくださ
い。

Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の機能の比較

次の表では、Oracle Solaris 10 の機能と Oracle Solaris 11 の機能を比較しています。

注記 - 機能はアルファベット順に示されています。

表 1 Oracle Solaris 10 の機能と Oracle Solaris 11 の機能の比較

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

x86: ブートローダー (GRUB) GRUB Legacy (0.97) GRUB 2
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Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の機能の比較

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11
123 ページの「GRand Unified
Bootloader の変更」

ブートローダー (管理) SPARC: installboot

x86: installgrub

bootadm install-bootloader
(SPARC および x86)

ブート (ルートデバイスから) ZFS、UFS、または Solaris
Volume Manager ルートデバイス
から

ZFS ルートファイルシステムから

122 ページの「ブート、復旧、
プラットフォーム、ハードウェ
ア、およびディスクのラベル付
けの変更」

ブート (ネットワークから) SPARC: OpenBoot PROM (OBP)
の ok プロンプトから: boot net
[:dhcp] または boot net[:
rarp]

x86: ネットワークからの PXE
(Preboot eXecution Environment)
ブートをサポートする DHCP
サーバーが必要です。

SPARC: boot net:dhcp

x86: PXE ブートプロセスは UEFI
ファームウェアについてのみ変
更されています

『Oracle Solaris 11.3 システムの
ブートとシャットダウン 』の
「UEFI および BIOSファーム
ウェアを搭載するシステムの
ネットワークからのブート」

ブート (復旧) SPARC: OBP の ok プロンプトか
ら: boot -F failsafe

x86: ブート時に GRUB メニュー
でフェイルセーフブートエント
リを選択します

フェイルセーフモードは、x86 お
よび SPARC プラットフォーム上
ではサポートされなくなりまし
た。

122 ページの「ブート、復旧、
プラットフォーム、ハードウェ
ア、およびディスクのラベル付
けの変更」

Oracle Solaris 統合アーカイブ

132 ページの「Oracle Solaris 統
合アーカイブ機能によるシステ
ムの復旧とクローニング」

クラッシュダンプディレクトリ
の場所

/var/crash/system-name /var/crash

データベース管理システム
(MySQL)

リリースシリーズ 5.1 リリースシリーズ 5.1 およびリ
リースシリーズ 5.5

MySQL 5.1 から 5.5 へのアップグ
レード。『Oracle Solaris 11.3 ご使
用にあたって 』の「MySQL 5.1
から MySQL 5.5 への更新」を参
照してください。

デスクトップ環境 共通デスクトップ環境 (CDE) (デ
フォルト) と GNOME 2.6 (オプ
ション)

Oracle Solaris デスクトップ
(GNOME 2.30)

第12章「Oracle Solaris 11 デスク
トップの管理」
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Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の機能の比較

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

ディスクラベル UFS ルートディスクは SMI
(VTOC) です。UFS 非ルートディ
スクは SMI または EFI です

ZFS ルートディスクは SMI
(VTOC) です。ZFS 非ルートディ
スクは SMI または EFI です (推
奨)

GPT 対応ファームウェアを搭
載した x86 および SPARC: ZFS
ルートディスクは EFI (GPT) です

SPARC: ZFS ルートディスクは
SMI (VTOC) です

SPARC および x86: ZFS 非ルート
ディスクは SMI または EFI です
(推奨)

システムがセキュアに構成され
ることの保証

Solaris Security Toolkit (SST)

netservices limited

sysconfig プロファイル

デフォルトでのセキュリティー
保護 (SBD)

compliance コマンド

ファイルシステム (デフォルト) ZFS、UFS、または Solaris
Volume Manager のルートファイ
ルシステム

ZFS ルートファイルシステム (デ
フォルト)

第5章「ファイルシステムの管
理」

x86: ファームウェアサポート BIOS UEFI と BIOS

第3章「デバイスの管理」

GRUB 構成ファイル (デフォル
ト)

menu.lst grub.cfg

123 ページの「GRand Unified
Bootloader の変更」

GRUB 構成ファイル (カスタム) menu.lst custom.cfg

GRUB パスワード保護 使用できません 使用可能です (Oracle Solaris 11.3
以降)。GRUB 2 メニューのロー
ド、メニューエントリの変更、
およびメニューエントリブート
用のパスワード保護オプション
があります。

123 ページの「GRand Unified
Bootloader の変更」

インストール (グラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI))

DVD または CD 上の GUI インス
トールプログラム

Live Media (x86 のみ)

インストール (対話式テキスト) ZFS ルートプール用の対話式テキ
ストインストールと対話式テキ
ストインストーラ

テキストインストーラ (スタンド
アロンおよびネットワークイン
ストール)

インストール (自動) Oracle Solaris 10 の JumpStart 機能 Oracle Solaris 11 の Automated
Installer (AI) 機能

Oracle VM Manager Ops Center

インストール （自動化されたク
ライアント構成）

JumpStart プロファイルファイル AI マニフェスト

インストール (その他) Oracle Solaris フラッシュアーカイ
ブインストール

Oracle Solaris 統合アーカイブ
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Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の機能の比較

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11
132 ページの「Oracle Solaris 統
合アーカイブ機能によるシステ
ムの復旧とクローニング」

国際化とローカリゼーションの
構成

localeadm nlsadm

135 ページの「国際化とローカ
リゼーションの変更」

Java バージョン (デフォルト) Java 6 Java 8

ネットワーク管理 (固定モード) ifconfig

/etc/hostname.* を編集します

プロトコル (チューニング可能値)
を構成するには ndd

データリンクには dladm、IP 構
成には ipadm

第7章「ネットワーク構成の管
理」および ifconfig(5)

ネットワーク管理 (リアクティブ
モード)

該当なし netcfg および netadm

第7章「ネットワーク構成の管
理」

ネットワーク管理 (DHCP) Sun DHCP およびその他のネーム
サービス構成

ISC DHCP および旧バージョンの
Sun DHCP

ネットワーク管理 (IP ネットワー
クマルチパス (IPMP))

ifconfig、plumb、および
umplumb

dladm、ipadm

ifconfig(5)

ネットワーク管理 (TCP/IP プロ
パティーまたはチューニング可
能値)

ndd

driver.conf

dladm および ipadm

99 ページの「ndd コマンドと
ipadm コマンドの比較」および
100 ページの「ndd コマンドお
よび driver.conf 構成と dladm
コマンドの比較」

ネットワーク管理 (ワイヤレス) wificonfig 固定モード: dlpadm と ipadm

リアクティブモード: netcfg と
netadm

デスクトップから: ネットワーク
管理 GUI

パッケージング (ソフトウェア管
理)

SVR4 パッケージおよびパッチコ
マンド

IPS pkg(1) コマンドとユーティリ
ティー

印刷サービス (デフォルト) LP 印刷サービス、lp 印刷コマ
ンド、Solaris 印刷マネージャー
GUI

CUPS

132 ページの「プリンタの構成
と管理の変更」

セキュリティー管理 システムアカウントとしての
root

root を役割とする

第9章「セキュリティーの管理」

Sun Oracle サーバーの管理 SPARC および x86: Oracle
Hardware Management Pack: Sun
Oracle サーバーの管理のための一
連のコマンドとエージェント (個

Oracle Hardware Management Pack:
Sun Oracle サーバーを管理するた
めの一連のコマンドとエージェ
ント (Oracle Solaris 11.2 以降、
パッケージが含まれます)
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Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の機能の比較

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11
別のダウンロードとして入手可
能なパッケージ)

http://www.oracle.com/goto/
ohmp/solarisdocs

システムのクラスタリング Oracle Solaris Cluster 3.3 Oracle Solaris Cluster 4

システムの構成と再構成 sysidtool、sys-
unconfig、sysidconfig 、およ
び sysidcfg

sysconfig、SCI ツール、SC プ
ロファイル

システムの構成 (Oracle Solaris
カーネル構成)

/etc/system に追加 /etc/system および /etc/
system.d 内のファイルに追加さ
れます

システム構成 (ネームサービス) /etc および /var 内のさまざま
なファイルで構成される

サービス管理機能 (SMF) コマン
ドによって管理される

システム構成 (ホスト名の設定) /etc/nodename を編集します hostname コマンド

111 ページの「システム構成の
変更」

システム管理 (集中型) Ops Center のすべてのバージョン
が Oracle Solaris 10 をサポートし
ています

http://docs.oracle.com/en/.

システム復旧とクローニング (自
動)

Oracle Solaris フラッシュアーカイ
ブ機能

Oracle Solaris 統合アーカイブ

132 ページの「Oracle Solaris 統
合アーカイブ機能によるシステ
ムの復旧とクローニング」

システム登録およびサービスリ
クエストのサポート

自動登録機能

Oracle Configuration Manager
(Oracle Solaris 10 1/13 以降)

Oracle Configuration Manager と
Oracle Auto Service Request ユー
ティリティー

システムアップグレードと BE 管
理

lu および SVR4 パッケージコマ
ンド

pkg コマンド

ブート環境の管理用の beadm

第6章「ソフトウェアおよびブー
ト環境の管理」

ユーザーアカウントの管理 useradd、 usermod、 userdel、
groupadd、 groupmod、
groupdel、 roleadd、
rolemod、および roledel

Solaris Management Console GUI
および同等のコマンド行

useradd、 usermod、 userdel、
groupadd、 groupmod、
groupdel、 roleadd、
rolemod、および roledel

ユーザーマネージャー GUI

163 ページの「ユーザーアカウ
ントを管理するためのコマンド
とツール」

ユーザー環境の管理 Korn シェル (ksh)

MANPATH 変数が必要です

デフォルトシェル: ksh93

デフォルト ksh パス: /usr/bin/
ksh。/bin/sh も ksh93 です

デフォルトの対話式シェル:
bash。デフォルトの bash パス:
/usr/bin/bash
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旧バージョンのシステム管理コマンド、ファイル、およびサービスの削除

機能またはコマンド Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11
MANPATH 変数は必要なくなりま
した

ZFS ルートプールディスク
(SPARC および x86)

ルートプールディスクには SMI
(VTOC) ディスクラベルとスライ
ス 0 が必要です

51 ページの「ZFS ルートプー
ルディスクおよびブート管理」

ゾーン環境 Oracle Solaris 10 ブランドゾー
ン、旧バージョンのブランド
ゾーン

サポートされている Oracle Solaris
10 と Oracle Solaris 11 のゾーン機
能、および Oracle Solaris 11.2 以
降の Oracle Solaris カーネルゾー
ン (solaris-kz ブランドゾーン)

旧バージョンのシステム管理コマンド、ファイル、およびサー
ビスの削除

次の表に、非推奨または削除されたコマンド、ファイル、およびサービスを (アル
ファベット順に) 示します。

表 2 旧バージョンのシステム管理コマンド、ファイル、およびサービス

旧バージョンのコマンド、ファイル、ま
たはサービス

代わりのコマンド、ファイル、またはサービス 詳細情報

bsmconv および bsmunconv audit audit(1M)

crypt および des encrypt encrypt(1)

/etc/defaultrouter (非推奨) route route(1M)

graph および spline gnuplot gnuplot(1)
注記 - image/gnuplot
パッケージをインス
トールしてください。

SPARC: installboot

x86: installgrub (非推奨であるた
め、GRUB Legacy をサポートする
システムにブートブロックをイン
ストールする場合にのみ使用する
ようにしてください)

bootadm install-bootloader (SPARC
および x86)

51 ページの「ZFS
ルートプールディスク
およびブート管理」

localeadm nlsadm コマンド 135 ページの「国際
化とローカリゼーショ
ンの変更」

印刷コマンド:

download、 lpfilter、 lpforms、
lpget、 lpset、 lpsched、
lpshut、 lpsystem、 lpusers、
printmgr (Solaris 印刷マネージャー
を起動)、 print-service、および
ppdmgr

cancel、 cupsaccept、 cupsreject、
cupsdisable、 cupsenable、 lp、
lpadmin、 lpc、 lpinfo、 lpmove、
lpoptions、 lpq、 lpr、 lprm、
lpstat、および system-config-
printer (CUPS Print Manager を起動)

132 ページの「プリ
ンタの構成と管理の変
更」

第 1 章 Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースへの移行について 19

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=REFMAN1Maudit-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=REFMAN1encrypt-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=REFMAN1Mroute-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=REFMAN1gnuplot-1


旧バージョンのシステム管理コマンド、ファイル、およびサービスの削除

旧バージョンのコマンド、ファイル、ま
たはサービス

代わりのコマンド、ファイル、またはサービス 詳細情報

印刷 (LP) ファイルおよび記述:

■ ~/.printers
■ /etc/printers.conf

■ /etc/lp/printers

■ /var/spool/lp

■ /var/lp/logs

CUPS 印刷ファイルおよび記述:

■ ~/.cups/lpoptions
■ /etc/cups/printers.conf

■ /etc/cups

■ /var/spool/cups

■ /var/log/cups

lpoptions(1)

旧バージョンの SMF 印刷サービス:

■ svc:/application/print/ppd-cache-update:default

■ svc:/application/print/server:default

■ svc:/application/print/rfc1179:default

■ svc:/network/device-discovery/printers:snmp

■ svc:/application/print/ipp-listener:default

■ svc:/application/print/service-selector:default

置き換え先の SMF 印刷サービス:

■ svc:/application/cups/scheduler

■ svc:/application/cups/in-lpd

132 ページの「プリ
ンタの構成と管理の変
更」

pmconfig および /etc/power.conf poweradm poweradm(1M)

rdist rsync または scp rsync(1) および scp(1)

rstart および rstartd ssh ssh(1)

listen、 nlsadmin、 pmadm、
sac、 sacadm、 saf、および
ttyadm

/usr/include/
listen.h、getty、/usr/lib/
saf/nlps_server、/var/
saf、/etc/saf、ttymon (sac お
よび getty モードのみ)、および
ports (sac 機能)

次の SMF サービスでは、ttymon
express モードが引き続きサポートされ
ます:

■ svc:/system/console-login:terma

■ svc:/system/console-login:termb

119 ページの「シス
テムコンソールとター
ミナルサービスの変更
点」

ネットワーク SMF サービス:

svc:/network/physical:default

svc:/network/physical:nwam
(Oracle Solaris 11 では非推奨です
が、このサービスは svcs -a コマン
ドの出力に引き続き表示されます)

svc:/network/physical:default 第7章「ネットワーク構
成の管理」

smosservice および smdiskless 代替はありません 該当なし

sysidtool、sys-unconfig、およ
び sysidcfg

sysconfig、SCI ツール、およびプロ
ファイルによる SC 構成

120 ページの「シス
テム構成ツールの変
更」

ユーザーアカウントの管理: useradd、 usermod、 userdel、
groupadd、 groupmod、 groupdel、
roleadd、 rolemod、 roledel

164 ページの「Oracle
Solaris のユーザーアカ
ウントの管理」
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Oracle Solaris 10 システムから Oracle Solaris 11 リリースへの移行

旧バージョンのコマンド、ファイル、ま
たはサービス

代わりのコマンド、ファイル、またはサービス 詳細情報

Solaris Management Console の
GUI、smc、smuser、smgroup、お
よび passmgmt

Oracle Solaris 11.1 以降: ユーザーマネー
ジャー GUI

vold デーモン volfs および rmvolmgr 第3章「デバイスの管
理」

サポートされなくなった旧バージョンのコマンドの詳細は、http://www.oracle.
com/technetwork/systems/end-of-notices/index.html を参照してください。

Oracle Solaris 10 システムから Oracle Solaris 11 リリースへ
の移行

Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースに移行する場合は、次の重要な点に注
意してください。

■ Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースに移行するために使用できるアップ
グレード方法またはツールはありません。インストーラを使用して、Oracle Solaris
10 から Oracle Solaris 11 にアップグレードすることはできません。この章に説明さ
れているインストールオプションのいずれかを使用して、新規インストールを実行
する必要があります。
ただし、Oracle Solaris 10 OS のインスタンスまたはゾーンおよびデータを Oracle
Solaris 11 システムに移行することはできます。詳細は、表3 を参照してくださ
い。

■ Oracle Solaris 11 リリースでは次の Oracle Solaris 10 インストール機能は使用できま
せん。Oracle Solaris インストールアップグレードオプション、Oracle Solaris フラッ
シュアーカイブインストール方法、JumpStart、および Oracle Solaris Live Upgrade 機
能 (一連の lu コマンド)。

■ JumpStart は Automated Installer (AI) に置き換えられ、beadm ユーティリティーは lu
コマンドに似た機能を提供しています。36 ページの「JumpStart から AI への移
行」および 81 ページの「ブート環境の管理用ツール」を参照してください。

■ Oracle Solaris のシステムアーカイブとクローニングの機能は、Oracle
Solaris フラッシュアーカイブのインストール方法と同様の機能を提供しま
す。132 ページの「Oracle Solaris 統合アーカイブ機能によるシステムの復旧とク
ローニング」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11 には Image Packaging System (IPS) が含まれ、これは、Oracle Solaris
10 以前のリリースで使用されているレガシー SVR4 パッケージコマンドとは異な
るメカニズムです。第6章「ソフトウェアおよびブート環境の管理」を参照してく
ださい。
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インストールツールおよび方法

次の表では、Oracle Solaris 11 リリースへの移行に使用できるツールや機能について説
明します。

表 3 Oracle Solaris 11 への移行ツールおよび機能

ツールまたは機能 説明 詳細情報

JumpStart マイグレーションユー
ティリティー (js2ai)

Oracle Solaris 10 JumpStart の
ルール、プロファイル、および
sysidcfg ファイルを、AI マニ
フェストのエントリと互換性の
ある形式に変換するために使用
されます。

『Oracle Solaris 10 JumpStart から
Oracle Solaris 11.3 自動インストー
ラへの移行 』

ZFS シャドウマイグレーション機
能

データを既存のファイルシステ
ムから新しいファイルシステ
ムに移行するために使用されま
す。

第4章「ストレージ機能の管理」

Oracle Solaris 11 での Oracle
Solaris 10 ゾーンのサポート

Oracle Solaris 10 のアプリケー
ション環境を Oracle Solaris 11 シ
ステムに移行するために使用さ
れます。

第10章「仮想化機能の管理」

NFS ファイル共有およびプール
の移行

Oracle Solaris 11 システム上で
Oracle Solaris 10 システムの共有
ファイルにアクセスするために
使用されます。

また、ZFS ストレージプールを
Oracle Solaris 10 システムから
Oracle Solaris 11 システムにイ
ンポートするために使用されま
す。

第5章「ファイルシステムの管
理」

インストールツールおよび方法

次のインストール方法が使用可能です。

■ x86: Live Media を使用した GUI インストール – GUI インストーラは、x86 プラッ
トフォーム上での Oracle Solaris 11 のインストールにのみ使用できます。この GUI
インストーラは、最小 1.5G バイトのメモリーで機能できます。正確な最小要件
は、システムの仕様によって異なります。詳細については、34 ページの「イ
ンストールメディアを使用した Oracle Solaris のインストール」を参照してくださ
い。

■ 対話式テキストインストール (メディアから、またはネットワーク経由で) – テキス
トインストーラを使用すると、メディアから、またはネットワーク経由で SPARC
および x86 ベースのシステムに Oracle Solaris 11 をインストールできます。

■ 単一または複数システムへの自動インストール – Automated Installer (AI) は、ネッ
トワーク上のインストールサーバーから単一または複数のクライアントシステムに
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ソフトウェア管理機能

Oracle Solaris 11 をインストールします。AI は JumpStart と同様に、ハンズフリー
インストールを提供します。メディアからブートする自動インストールも実行でき
ます。37 ページの「AI を使用した Oracle Solaris のインストール」を参照して
ください。
AI ではゾーンのインストールもサポートしています。156 ページの「Oracle
Solaris Zones Features」を参照してください。

■ ディストリビューションコンストラクタによるカスタマイズされたインストールイ
メージの作成 – ディストリビューションコンストラクタツールでは、事前構成され
たインストールイメージを作成します。『Oracle Solaris 11.3 カスタムインストール
イメージの作成 』を参照してください。

次のインストールツールおよび方法は使用できなくなりました。

■ Oracle Solaris フラッシュアーカイブインストール – Oracle Solaris 統合アーカイブ
機能を使用して、システムのクローニングと復旧の操作を実行できます。Oracle
Solaris 統合アーカイブは、OS のアーカイブインスタンスを 1 つ以上含めることが
できるシステムアーカイブです。各インスタンスは個別に参照されるシステムで
す。132 ページの「Oracle Solaris 統合アーカイブ機能によるシステムの復旧とク
ローニング」を参照してください。

■ Oracle Solaris の JumpStart 機能 – Oracle Solaris 11 で JumpStart は AI に置き換えら
れました。37 ページの「AI を使用した Oracle Solaris のインストール」を参照
してください。

■ Oracle Solaris Live Upgrade 機能 – Oracle Solaris Live Upgrade 機能の一部である一
連のコマンド (lu) はサポートされなくなりました。Oracle Solaris pkg コマンドは
同様の機能を提供します。beadm コマンドを使用して、Oracle Solaris 11 のブート
環境を管理する詳細については、81 ページの「ブート環境の管理用ツール」を
参照してください。

第2章「Oracle Solaris 11 インストール方法への移行」を参照してください。

ソフトウェア管理機能

Oracle Solaris 11 ソフトウェアは IPS パッケージとして配布され、多くのアプリケー
ションを IPS パッケージとして使用できます。OS をインストールしたあと、パッケー
ジリポジトリにアクセスして追加のソフトウェアパッケージまたは更新されたソフト
ウェアパッケージをシステムにインストールできます。IPS コマンドを使用すると、
ソフトウェアパッケージの一覧表示、検索、インストール、更新、および削除を行う
ことができます。
ソフトウェア管理には、次のコンポーネントが含まれます。

■ IPS コマンド行ユーティリティー – IPS には、コマンド行からパッケージをインス
トールおよび管理する pkg コマンドが含まれています。IPS コマンドを使用する
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ネットワーク機能

と、パッケージパブリッシャーの管理やパッケージリポジトリのコピーまたは作成
を行うこともできます。

■ IPS リポジトリ – IPS リポジトリとは、ソフトウェアパッケージのインストール元
である場所です。

注記 - Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 へのアップグレードパスはありません。新
規インストールを実行する必要があります。表3 の移行機能を確認してください。た
だし、pkg update コマンドを使用すると、特定の Oracle Solaris 11 バージョンから新
しい Oracle Solaris 11 バージョンに更新できます。

第6章「ソフトウェアおよびブート環境の管理」を参照してください。

ネットワーク機能

次の主要機能の変更は、ネットワーク管理に関連しています。

■ 総称のデータリンク名 – Oracle Solaris 11 は、net0、net1、netN の命名規則を使
用して、システム上の各データリンクに総称名を割り当てます。『Oracle Solaris
11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の第 2 章「Oracle Solaris で
のデータリンク構成の管理」を参照してください。

■ ネームサービスとディレクトリサービスの構成 – この構成は、Oracle Solaris 10 以
前のリリースとは異なり、/etc ディレクトリ内のさまざまなファイルを編集する
のではなく、SMF を使用して管理されます。107 ページの「ネームサービスと
ディレクトリサービスの構成」を参照してください。

■ ネットワーク管理コマンド – 次の 3 つのコマンドは、主に永続的なネットワーク構
成の管理に使用されます。
■ dladm コマンド – 物理データリンクとアグリゲーションなどのその他のタイプ

のデータリンクの両方のデータリンク構成を管理します。dladm コマンドは、
特定のネットワークプロパティーおよびパラメータ (チューニング可能) を構成
するための ndd コマンドと driver.conf ファイルも置き換えます。

■ ipadm コマンド – IP インタフェースとアドレスの永続的な構成を作成します。
このコマンドは実質的に、IP 構成のための ifconfig コマンドを置き換えるも
のです。ifconfig(5) のマニュアルページを参照してください。ipadm コマン
ドは、特定のネットワークプロパティーおよびパラメータ (チューニング可能)
を構成するための ndd コマンドも置き換えます。『Oracle Solaris 11.3 カーネル
のチューンアップ・リファレンスマニュアル 』の第 5 章「インターネットプロ
トコル群のチューニング可能パラメータ」を参照してください。

■ route コマンド – 永続的なルートを構成します。このコマンドは、システム
ルート構成を管理するための /etc/defaultrouter ファイルを置き換えま
す。/etc/defautrouter コマンドは Oracle Solaris 11 で非推奨になりました。
94 ページの「ネットワーク管理コマンドの変更」を参照してください。
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システム構成と SMF の機能

■ ネットワークセキュリティー機能 – Oracle Solaris は、いくつかの新し
いセキュリティー機能と既存のセキュリティー機能の拡張を提供しま
す。142 ページの「ネットワークセキュリティー機能」を参照してください。

■ ネットワーク仮想化機能 – Oracle Solaris 11 には、高可用性の向上、ネットワーク
リソースの管理、およびネットワークパフォーマンス全体の向上に使用できるいく
つかのネットワーク仮想化機能が備えられています。これらの機能の一部にはアグ
リゲーション、ブリッジテクノロジ、仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN)、
仮想ネットワークインタフェースカード (VNIC)、エラスティック仮想スイッチ
(EvS) 機能などがあります。88 ページの「ネットワーク仮想化および高度な
ネットワーク機能」を参照してください。

第7章「ネットワーク構成の管理」を参照してください。

システム構成と SMF の機能
次のシステム構成および SMF 機能が変更されています。

■ Oracle Auto Service Request ユーティリティー – このユーティリティーは、サービ
スリクエストを自動的に記録するための有効な My Oracle Support アカウントを持
つお客様が使用できます。122 ページの「システム登録とカスタマサポートの変
更」を参照してください。

■ 定期的なタスク  – cron コマンドを使用する代わりに、スケジュールされたサービ
スを作成してシステム構成タスクを定期的に実行できます。『Oracle Solaris 11.3 で
のシステムサービスの開発 』の第 3 章「定期的に実行するサービスの作成」を参
照してください。

■ SMF 層 – この機能により、プロパティー、プロパティーグループ、インスタン
ス、およびサービスのソースを記録できます。この情報を使用すると、SMF プロ
ファイルまたは SMF マニフェストによって提供された設定に対して、どの設定
が管理カスタマイズであるかを判断できます。116 ページの「SMF 管理上の変
更」および『Oracle Solaris 11.3 でのシステムサービスの開発 』を参照してくださ
い。

■ SMF マニフェスト作成ツール – svcbundle コマンドを使用すると、SMF マニフェ
ストやプロファイルを生成できます。svcbundle(1M) を参照してください。

■ SMF ステンシルサービス – アプリケーションでプロパティーの読み取りに libscf
ライブラリインタフェースを使用できない場合は、ステンシルを使用して構成ファ
イルを作成できます。ステンシルサービスは、ステンシルファイルと、ステンシル
サービスに定義されたプロパティー値を使用して構成ファイルを作成します。詳細
については、『Oracle Solaris 11.3 でのシステムサービスの開発 』の第 6 章「ステ
ンシルを使用した構成ファイルの作成」を参照してください。

■ 対話式システム構成 (SCI) ユーティリティー – SMF を介して構成情報を
集中管理します。Oracle Solaris 10 で使用される sys-unconfig および
sysidtool ユーティリティーは sysconfig ユーティリティーに置き換えられま
す。120 ページの「システム構成ツールの変更」を参照してください。

第 1 章 Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースへの移行について 25

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVCDVperiodicsvc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVCDVperiodicsvc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVCDV
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=REFMAN1Msvcbundle-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVCDVstencilsvcs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVCDVstencilsvcs


ストレージとファイルシステムの機能

■ Oracle Configuration Manager によるシステム登録 – 構成情報を収集して、イン
ストール後の初回システムリブート時にそれを Oracle リポジトリに匿名でアップ
ロードします。122 ページの「システム登録とカスタマサポートの変更」を参照
してください。

第8章「システム構成の管理」を参照してください。

ストレージとファイルシステムの機能
次の主要機能の変更は、ストレージとファイルシステムの管理に関連しています。

■ デバイス管理 – ストレージデバイスを物理的な位置によって見つけられるようにす
るため、新しいコマンドが使用できるようになり、既存のコマンドが更新されまし
た。

■ ストレージソリューション – Oracle の Sun ZFS Storage Appliance は、ブラウザベー
スの管理およびモニタリングツールによって、低コストのストレージソリューショ
ンと管理の簡素化を提供します。このアプライアンスは、Oracle Solaris 10 システ
ムと Oracle Solaris 11 システムの間でデータを共有するために使用します。Solaris
10 リリースと同様に、Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 のシステム間でのデー
タ共有には NFS プロトコルが使用されます。Oracle Solaris 11 リリースでは、サー
バーメッセージブロック (SMB) プロトコルを使用して、Oracle Solaris と Windows
が動作するシステム間でファイルを共有することもできます。

■ ZFS ファイルシステムがデフォルトのファイルシステムである – ZFS は Oracle
Solaris でファイルシステムの管理方法を根本的に変えます。ZFS には、現在使用可
能なほかのどのファイルシステムにもみられない機能や利点が含まれています。
次の機能は、UFS ファイルシステムまたは ZFS ストレージプールを、Oracle Solaris
11 リリースが動作するシステムに移行する際に役立ちます。
■ ZFS シャドウマイグレーションを使用した UFS データの移行 – ZFS シャドウマ

イグレーション機能を使用すると、データを既存のファイルシステムから新し
いファイルシステムに移行できます。ローカルファイルシステムを新しいファ
イルシステムに移行することも、NFS ファイルシステムを新しいローカルファ
イルシステムに移行することもできます。21 ページの「Oracle Solaris 10 シ
ステムから Oracle Solaris 11 リリースへの移行」を参照してください。

■ Oracle Solaris 10 のストレージプールの移行 – Oracle Solaris 10 システム上の
ZFS ストレージプールを含むストレージデバイスをエクスポートおよび切断
し、それを Oracle Solaris 11 システムにインポートできます。

■ UFS データを移行するその他の方法 – Oracle Solaris 10 システムの UFS ファ
イルシステムを Oracle Solaris 11 システムにリモートでマウントできます。ま
た、ufsrestore コマンドを使用して、UFS データ (ufsdump) を ZFS ファイル
システムに復元することもできます。

第4章「ストレージ機能の管理」および第5章「ファイルシステムの管理」を参照して
ください。
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セキュリティー機能

セキュリティー機能

次の領域でセキュリティー機能が強化されました。

■ 監査
■ 封じ込めセキュリティー
■ 暗号化セキュリティー
■ FIPS 140
■ ネットワークセキュリティー
■ 権利管理
■ システムのコンプライアンス

第9章「セキュリティーの管理」を参照してください。

仮想化機能

次の仮想化機能がサポートされています。

■ OpenStack 配布 (Juno バージョン)
■ Oracle Solaris ゾーンおよび Oracle Solaris カーネルゾーン
■ Oracle VM Server for SPARC
■ Oracle VM Server for x86
■ Oracle VM テンプレート
■ Oracle VM VirtualBox

第10章「仮想化機能の管理」を参照してください。

ユーザーアカウント管理とユーザー環境の機能

ユーザーアカウント管理とユーザー環境の変更には、次が含まれます。

■ 管理コマンドの場所
■ ユーザーアカウントの作成および管理
■ デフォルトのユーザーシェルとパスの変更
■ 開発ツールの場所

第11章「ユーザーアカウントとユーザー環境の管理」を参照してください。
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可観測性、デバッグ、およびチューニング機能

可観測性、デバッグ、およびチューニング機能
可観測性、デバッグ、およびチューニング機能の変更には、次のものがあります。

■ DTraces 機能 – DTrace 機能の変更には、次が含まれます。
■ errexit オプション – エラーが発生したときに DTrace スクリプトを終了する

かどうかを指定する追加の DTrace コンシューマオプションが追加されました。
この拡張機能により、エラーが報告されるが、スクリプトは終了しないという
以前の DTrace の動作が変更されます。

■ llquantize() アクション – 新しい線形対数量子化集約アクションに対す
るサポートが追加されました。この集約アクションを使用すると、既存の
lquantize() アクションに似た線形ステップバケット内のデータを複数の等級
で同時に収集できます。

■ スケーラビリティーの改善 – DTrace の内部処理では、より大規模なシステムで
のパフォーマンスの向上をサポートするスケーラビリティーがいくつか改善さ
れています。

■ 構造体とビットフィールドの拡張 – ユーザー定義の構造体とビットフィール
ドの予測される動作が、パディングのための適切な ABI 仕様に準拠するよう
に変更されました。この変更により、以前に回避方法として導入された変数を
DTrace スクリプトからすべて削除することが必要になる場合があります。

■ tracemem() の拡張 – このアクションには、表示するバイト数 (トレースされた
バイト数より少ない可能性があります) を指定する追加の引数が含まれていま
す。

詳細は、『Oracle Solaris 11.3 DTrace (Dynamic Tracing) Guide 』を参照してくださ
い。

■ ユーザーとプロセスの監視 – ネットワーク接続に関与しているユーザーとプロセス
を監視するには、netstat コマンドで -u オプションを使用します。netstat(1M)
および『Oracle Solaris 11.3 での TCP/IP ネットワーク、IPMP、および IP トンネル
の管理 』の「ユーザーとプロセスの情報の表示」を参照してください。

■ システムチューニング機能 – 次のシステムチューニング機能が強化されました。
■ NFS 関連の SMF 構成パラメータの変更 – network/nfs/server サービスに

は、nfs-props プロパティーグループが含まれており、これにより、NFS 認
証キャッシュおよび mountd ネットグループキャッシュのリフレッシュを制御
する構成可能なパラメータを提供しています。『Oracle Solaris 11.3 カーネルの
チューンアップ・リファレンスマニュアル 』の第 4 章「NFS チューニング可能
パラメータ」を参照してください。

■ Oracle Solaris ZFS チューニング可能パラメータのフラッシュストレージの変
更 – フラッシュストレージで ZFS を使用している場合、次に関連する更新情報
については、『Oracle Solaris 11.3 カーネルのチューンアップ・リファレンスマ
ニュアル 』の第 3 章「Oracle Solaris ZFS チューニング可能パラメータ」を参照
してください。
■ F20 PCIe Accelerator カード
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デスクトップ機能

■ F40 PCIe Accelerator カード
■ F80 PCIe Accelerator カード
■ F5100 フラッシュストレージアレイ
■ フラッシュ SSD

デスクトップ機能

デフォルトのデスクトップは Oracle Solaris デスクトップです。これには、GNOME
Foundation の GNOME 2.30、Firefox Web ブラウザ、Thunderbird 電子メールクライアン
ト、および Mozilla Foundation の Lightning カレンダマネージャーが含まれています。

注記 - ログインマネージャーが CDE から GNOME デスクトップマネージャー (GDM)
に変更されました。Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 リリースに移行する際、こ
れまでに CDE ログインをカスタマイズしている場合は、ディスプレイ管理構成を確認
してください。GDM 構成が必ず期待どおりに機能するように、GDM 構成を一部変更
する必要がある場合があります。177 ページの「デスクトップ移行の問題のトラブ
ルシューティング」を参照してください。

第12章「Oracle Solaris 11 デスクトップの管理」を参照してください。
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 2 ♦  ♦  ♦        第    2    章 

Oracle Solaris 11 インストール方法への移行

Oracle Solaris 11 には、システム管理者のために新しいインストール機能および方法
が導入されています。この章では、概念情報、およびこれらの新しい方法に習熟する
ためのいくつかの簡単な例を提供します。このリリースの新しいインストール機能に
ついては、『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「インストールの新機
能」を参照してください。

Oracle Solaris 11.3 の詳細なインストール手順については、『Oracle Solaris 11.3 シス
テムのインストール 』を参照してください。別の Oracle Solaris 11 リリースのインス
トールの詳細な手順については、そのリリースの関連 Oracle Solaris 11 インストールド
キュメントを参照してください。

使用しているシステムから Oracle Solaris 11.3 へのアップグレードについて
は、『Oracle Solaris 11.3 への更新 』を参照してください。

Oracle VM VirtualBox での Oracle Solaris 仮想イメージのインストールについて
は、http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/
downloads/virtual-machines-1355605.htmlを参照してください。
この章の内容は次のとおりです。

■ 31 ページの「Oracle Solaris のインストール機能および方法」
■ 32 ページの「Oracle Solaris のインストール要件」
■ 34 ページの「インストールメディアを使用した Oracle Solaris のインストー

ル」
■ 36 ページの「JumpStart から AI への移行」
■ 37 ページの「AI を使用した Oracle Solaris のインストール」
■ 41 ページの「追加のインストールタスク」

Oracle Solaris のインストール機能および方法

次の表に、このリリースで使用可能なインストール機能および方法の要約を示しま
す。Automated Installer (AI) の方法を除き、これらのインストール方法はすべて、単一
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Oracle Solaris のインストール要件

のシステムをインストールするために使用されます。AI を使用した場合は、ネット
ワークを介して単一のシステムまたは複数のシステムをインストールできます。

表 4 サポートされるインストール方法

インストール方法 準備 ? サーバーのインストール ? 単一または複数
のシステム

Live Media GUI インストール (x86 の
み)

最小限 いいえ 単一

テキストインストール 最小限 いいえ 単一

ネットワーク経由のテキストインス
トール

はい はい、サーバーからインストー
ルイメージを取得するためで
す。

単一

メディアからブートする自動インス
トール

はい カスタマイズされたメディアを
準備する場合は、はい。インス
トールの場合は、いいえ。

単一

複数クライアントの自動インストー
ル

はい はい 単一または複
数

注記 - Live Media (x86 のみ) とテキストのインストール方法を除き、これらの各インス
トール方法では Oracle Solaris Image Packaging System (IPS) リポジトリからソフトウェ
アパッケージをインストールします。

次のインストール機能はサポートされなくなりました。

■ Oracle Solaris フラッシュアーカイブのインストール – Oracle Solaris 統合アーカイ
ブの機能を使用します。132 ページの「Oracle Solaris 統合アーカイブ機能による
システムの復旧とクローニング」を参照してください。

■ Oracle Solaris の JumpStart 機能 – AI 機能を使用します。『Oracle Solaris 10
JumpStart から Oracle Solaris 11.3 自動インストーラへの移行 』を参照してくださ
い。

Oracle Solaris のインストール要件
Oracle Solaris 11 リリースをインストールする前に、次の要件を参照してください。

■ メモリー – インストールのための最小メモリー要件は 1.5G バイトです。Live
Media ISO イメージと、GUI インストーラおよびテキストインストーラの両方は限
られた大きさのメモリーで動作できます。正確な要件は、システムの具体的な仕
様によって異なります。詳細は『Oracle Solaris 11.3 ご使用にあたって 』の「Oracle
Solaris 11.3 をインストールするためのシステム要件」を参照してください。

■ ハードウェア – サポートされているすべての SPARC または x86 プラットフォー
ム。http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/hcl/index.html を参照
してください。
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Oracle Solaris のインストール要件

■ 仮想メモリー – Oracle VM VirtualBox に Oracle Solaris 11 仮想イメージをインス
トールする場合は、http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/
solaris11/downloads/virtual-machines-1355605.html に記載されているメモ
リー要件を参照してください。

ZFS ルートプールのインストール要件

Oracle Solaris 11 は、ルートプールと呼ばれる ZFS ストレージプールにインストールさ
れます。ルートプールのインストール要件は次のとおりです。

■ ディスク容量 - 13G バイト以上のディスク容量が推奨されます。容量は次のように
消費されます。
■ スワップ領域およびダンプデバイス - Oracle Solaris インストールプログラムに

よって作成されるスワップおよびダンプボリュームのデフォルトサイズは、
システム上にあるメモリーのサイズおよびその他の変動要素によって異なりま
す。
インストールのあと、システムの動作が新しいサイズによってサポートされる
かぎり、スワップボリュームやダンプボリュームのサイズを独自に選択したサ
イズに調整できます。『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファイルシステムの管理 』
の「ZFS スワップおよびダンプデバイスの管理」を参照してください。

■ ブート環境 (BE) – BE のサイズは約 6 – 8G バイトですが、ダンプデバイスのサ
イズによって大きく異なる場合があります。ダンプデバイスのサイズは、シ
ステムの物理メモリーのサイズに基づきます。また、BE を更新すると、更新
の量に応じて新しい BEのサイズが増えることも考慮してください。システム
上のすべての BE によるディスク容量の使用状況をモニターする必要がありま
す。同じルートプール内のすべての BE は、同じスワップおよびダンプデバイ
スを使用します。

■ Oracle Solaris OS コンポーネント – /etc、/bin、/usr などのルートファイル
システムのすべての OS 関連サブディレクトリは、ルートデータセットと別
のデータセットとして作成することはできません。唯一の例外は /var で、イ
ンストーラはデフォルトで個別のデータセットとして作成します。さらに、
スワップデバイスとダンプデバイス以外の OS コンポーネントはすべて、ルー
トプール内に存在している必要があります。具体的なディスク要件について
は、第3章「デバイスの管理」を参照してください。

■ 複数のオペレーティングシステムの実行のサポート (x86 のみ) - インストール前
またはインストール時に、OS を格納するディスクをパーティション化できま
す。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「システムのパーティショ
ン分割」を参照してください。
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インストールメディアを使用した Oracle Solaris のインストール

Oracle Solaris のインストール前のタスク

Oracle Solaris 11 リリースをインストールする前に、次の情報を確認してください。

■ x86: ブート環境を準備する (複数のオペレーティングシステムを実行する x86 ベー
スのシステムに適用される) – 『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の
「複数のオペレーティングシステムをインストールするためのシステムの準備」を
参照してください。

■ 適切なデバイスドライバがあることを確認する - Oracle Solaris をインストールする
前に、システム上のデバイスがサポートされるかどうかを判断します。デバイス
ドライバユーティリティーを使用して、システムに適切なデバイスがあることを
確認できます。デバイスドライバユーティリティーには、テキストインストーラの
メニューオプションを通じてアクセスできます。『Oracle Solaris 11.3 システムのイ
ンストール 』の「適切なデバイスドライバがあることの確認」を参照してくださ
い。http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/hcl/index.html のハー
ドウェア互換リスト (HCL) も参照してください。

■ x86: システムの日付と時間を構成する (AI のみでインストールされる x86 プラッ
トフォームに適用される) - Oracle Solaris はリアルタイムクロック (RTC) を協定世
界時 (UTC) 形式で保持します。x86 プラットフォームでの動作は Oracle Solaris 10
での動作と異なります。AI はインストール時に RTC の日付と時間を調整しませ
ん。インストール後に日付と時間を再構成するには、41 ページの「インストー
ル前後の日付と時間の再構成」を参照してください。

インストールメディアを使用した Oracle Solaris のインストー
ル

次のいずれかのインストール方法を使用すると Oracle Solaris 11 リリースをインストー
ルできます。

■ x86: Live Media
Live Media ISO イメージ上のインストーラは、x86 プラットフォーム専用です。
Live Media は GUI デスクトップをインストールします。また、Live Media にはテ
キストインストーラよりも大きいメモリーが必要です。正確なメモリー要件は各
システムによって異なります。32 ページの「Oracle Solaris のインストール要
件」を参照してください。
x86 プラットフォームにインストールして複数のオペレーティングシステムを
実行する場合は、インストール処理時にディスクをパーティション分割できま
す。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「システムのパーティショ
ン分割」を参照してください。
デフォルトの GUI インストーラ設定の説明は、『Oracle Solaris 11.3 システムのイ
ンストール 』の「GUI インストーラでのデフォルト設定」に記載されています。
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インストールメディアを使用した Oracle Solaris のインストール

Live Media またはテキストインストーラを使用して OS をインストールするに
は、http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/
downloads/index.html からインストールメディアをダウンロードします。
ダウンロードしたイメージは、USB ドライブなどのリムーバブルメディアにコ
ピーしたり、DVD に書き込んだりできます。USB イメージは、ブート可能な ISO
イメージを USB フラッシュドライブにコピーするのに usbcopy ユーティリティー
を必要とします。このリリースでは、USB インストールメディアは SPARC プラッ
トフォームにも使用できます。usbcopy ユーティリティーを使用するには、まず
pkg:/install/distribution-constructor パッケージをインストールします。
SPARC ベースのシステム上で USB スティックの永続的なデバイス別名を作成する
手順については、『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「SPARC シス
テムに USB フラッシュドライブの永続的なデバイス別名を作成する方法」を参照
してください。

■ 対話型テキストインストーラ
テキストインストールメディアには、汎用用途サーバーにより適した一連のソフト
ウェアが含まれています。テキストインストーラは、既存の Oracle Solaris x86 パー
ティションまたは SPARC スライスでのインストールを実行できます。または、テ
キストインストーラはディスク全体を使用できます。ディスク全体のオプションが
選択された場合、ターゲットデバイスに対応するためにパーティションまたはスラ
イスが作成されます。いずれの場合も、ターゲットパーティションまたはスライス
内のすべてがインストールによって上書きされます。『Oracle Solaris 11.3 システム
のインストール 』の「テキストインストールを実行する方法」を参照してくださ
い。テキストインストーラを使用する場合は、あとで追加のソフトウェアパッケー
ジをインストールする必要がある場合があります。『Oracle Solaris 11.3 システムの
インストール 』の「テキストインストール後のソフトウェアの追加」を参照して
ください。

注記 - テキストインストーラは solaris-large-server パッケージセットをインス
トールします。ただし、ネットワーク経由でテキストインストーラを使用する場合
は、これとは別の、solaris-autoinstall パッケージセットがインストールされ
ます。インストールされたシステムをブートしたあとで、solaris-large-server
パッケージセットをインストールしてください。

ネットワーク経由で自動インストールを実行するように設定する場合は、ネット
ワーク経由で対話型テキストインストールを実行することもできます。この方法
を使用するときは、一度に単一システムのみをインストールできます。ただし、
対話型選択を使用することにより、インストールの指定を変更できます。『Oracle
Solaris 11.3 システムのインストール 』の「ネットワーク経由でテキストインス
トールを開始する方法」を参照してください。

■ メディアからブートする自動インストール
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JumpStart から AI への移行

メディアまたは USB デバイスから AI イメージをブートして、そのシステムだけ
のハンズフリーインストールを開始できます。AI マニフェストがシステムのイン
ストール手順を提供します。対話式の AI マニフェストウィザードを使用すると AI
マニフェストの作成を簡単にできます。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストー
ル 』の「AI マニフェストウィザードを使用した AI マニフェストの作成」を参照
してください。システムには、必要最小限のメモリーと十分なディスク領域が必
要です。また、ソフトウェアパッケージをインターネットまたはローカルネット
ワーク上の IPS リポジトリから取得できるように、システムからネットワークにア
クセスできる必要があります。この手順は、インストールを完了するために必要で
す。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「AI メディアを使用したイ
ンストール」を参照してください。

カスタムの Live Media イメージ、テキストインストーライメージ、および AI イメー
ジを作成することもできます。『Oracle Solaris 11.3 カスタムインストールイメージの
作成 』を参照してください。

注記 - システムをインストールしたあと、Oracle Solaris 10 のアップグレード方法と同
様の方法を使用してシステムを更新することはできません。Oracle Solaris システム
は、pkg コマンドを使用して、希望の保守スケジュールに基づいて更新されます。詳
細は、『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追加と更新 』および『Oracle Solaris 11.3 へ
の更新 』を参照してください。

Oracle Solaris 11.3 に更新する前に、『Oracle Solaris 11.3 ご使用にあたって 』の
「Oracle Solaris 11.3 への更新時の問題」を参照してください。

Oracle Solaris 11.3 インストーラのメディアパスは次のとおりです。

■ x86 のみ: Live Media – sol-11_3-live-x86.iso、sol-11_3-live-x86.usb
■ SPARC: 対話式テキストインストーラ – sol-11_3-text-sparc.iso、sol-11_3-

text-sparc.usb
■ x86: 対話式テキストインストーラ – sol-11_3-ai-x86.iso、sol-11_3-ai-x86.

usb
■ SPARC: Automated Installer – sol-11_3-ai-sparc.is、sol-11_3-ai-sparc.usb
■ x86: Automated Installer – sol-11_3-text-x86.iso、sol-11_3-text-x86.usb

注記 - メディアパスは、My Oracle Support や Oracle Software Delivery Cloud など Oracle
Technical Network 以外の場所からダウンロードする場合、異なることがあります。

JumpStart から AI への移行
AI はネットワークシステムの自動 (ハンズフリー) インストールを実行します。この
インストール方法が、Oracle Solaris 10 で使用されている JumpStart インストール方法
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に置き換わります。js2ai ユーティリティーは JumpStart インストール方法から AI へ
の移動で役立つ移行ツールとして使用できます。js2ai ユーティリティーを使用する
と、いくつかの移行タスクを実行できます。ユーティリティーを使用するには、まず
適切なソフトウェアパッケージをインストールする必要があります。『Oracle Solaris
10 JumpStart から Oracle Solaris 11.3 自動インストーラへの移行 』および js2ai(1M) の
マニュアルページを参照してください。

AI を使用した Oracle Solaris のインストール

AI のインストール方法を使用して、単一または複数のシステムで Oracle Solaris のハ
ンズフリーインストールを実行できます。このインストール方法には、インストール
サーバーの設定が必要です。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』のパー
ト III「インストールサーバーを使用したインストール」を参照してください。また、
インストール対象の各システムは、インストール処理中にネットワーク上の IPS リポ
ジトリから必要なパッケージを取得するために、ネットワークにアクセスできる必要
があります。
AI を使用するときには、次の重要な点を確認してください。

■ AI は、ネットワークを介して単一または複数のクライアントをインストールする
場合に使用できます。

■ AI サーバーはマルチプラットフォームインストールをサポートします。ただし、
インストールする予定のクライアントアーキテクチャー (SPARC および x86) と
Oracle Solaris OS バージョンごとに個別のインストールサービスを作成する必要が
あります。

■ インストールに必要なソフトウェアパッケージを取得するには、クライアントから
IPS ソフトウェアパッケージリポジトリにアクセスできる必要があります。

■ Universal Resource Identifier (URI) で指定される IPS パッケージリポジトリの場所
は、インストールサーバーの場合も、ローカルネットワーク上にあるサーバーの場
合も、インターネット上の場合もあります。『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追
加と更新 』の「パブリッシャーの構成」を参照してください。

■ ディスクレイアウトやソフトウェア選択などの特定のインストールパラメータを使
用して、インストールクライアントをオプションでカスタマイズできます。

■ ホスト名、ネットワーク構成、ユーザーアカウント情報などの特定のシステム構成
パラメータを使用して、クライアントをオプションでカスタマイズできます。

■ カスタマイズはクライアントごとに実行でき、大企業の環境に合わせた大規模なカ
スタマイズも可能です。

AI プロセスと新しい AI 機能に関する追加情報については、『Oracle Solaris 11.3 シ
ステムのインストール 』のパート III「インストールサーバーを使用したインストー
ル」を参照してください
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AI によるプリインストールタスク

AI でシステムをインストールする前に、特定のタスクを実行する必要があります。最
低限、AI インストールサーバーを設定し、少なくとも 1 つのインストールサービス
を作成する必要があります。このシナリオは、すべてのクライアントが同じアーキテ
クチャーであり、かつ同じバージョンの Oracle Solaris とともにインストールされる状
況で適切に機能します。このタイプのインストールでは、どのクライアント条件にも
関連付けられていないデフォルトの AI マニフェストを使用します。新しい AI インス
トールサービスを作成すると、/install-service-image-path/auto_install/manifest/
default.xml がそのインストールサービスの初期のデフォルト AI マニフェストにな
ります。デフォルトの AI マニフェストは、IPS パッケージリポジトリ (http://pkg.
oracle.com/solaris/release) から利用できる最新バージョンの Oracle Solaris 11 リ
リースを指定します。

インストールするクライアントマシンに対し、AI は DHCP を使用して IP アドレス、
サブネットマスク、ルーター、ネームサービスサーバー、およびインストールサー
バーの場所を提供します。SPARC クライアントは、オプションで、オープンブート
PROM (OBP) で設定された network-boot-arguments 変数からネットワーク構成とイ
ンストールサーバーの場所を取得できます。DHCP サーバーと AI インストールサー
バーは、同じシステムにすることも、2 台の別のシステムに置くこともできます。AI
インストールサーバーの設定の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 システムのインストー
ル 』の第 8 章「AI サーバーの設定」を参照してください。
AI インストールのカスタマイズ、クライアントシステムのプロビジョニング、および
クライアントシステムの構成に関する詳細については、次のドキュメントを参照して
ください。

■ 『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の第 9 章「インストールのカスタ
マイズ」

■ 『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の第 10 章「クライアントシステム
のプロビジョニング」

■ 『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の第 11 章「クライアントシステム
の構成」

インストールクライアントを設定する

インストールサーバーを最初に設定する場合は、クライアントアーキテクチャーご
と、およびインストールを予定している Oracle Solaris のバージョンごとに少なくとも
1 つのインストールサービスを作成する必要があります。異なるクライアントアーキ
テクチャー用に作成したインストールサービスごとに、カスタマイズしたインストー
ル手順とシステム構成手順を作成する必要もあります。各クライアントは、続いて、
正しいインストールサービスに関する情報のほか、AI マニフェストおよびそのインス
トールサービス内のシステム構成プロファイルにアクセスするために AI インストー
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ルサーバーに接続されます。インストールの前に十分なシステム構成手順を指定しな
かった場合は、インストール後の最初のブート中に対話式のツールが開き、不足して
いるシステム構成情報を入力するよう求められます。

インストールクライアントの設定には、インストールサーバー上で installadm
create-client コマンドを実行して、特定のクライアントを特定のインストールサー
ビスに関連付ける必要があります。たとえば、次のように SPARC インストールク
ライアントを設定し、そのクライアントを MAC アドレス 00:14:4f:a7:65:70 と
solaris11_2-sparc インストールサービスに関連付けます。

# installadm create-client -n solaris11_2-sparc -e 00:14:4f:a7:65:70

この特定の例では、create-service コマンドを使用して SPARC wanboot-cgi ブー
トファイルがすでに構成されているので、DHCP サーバーは構成を必要としませ
ん。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「インストールサービスの作
成」を参照してください。

x86 インストールクライアントの設定については、『Oracle Solaris 11.3 システムのイ
ンストール 』の「x86 クライアントの設定」を参照してください。

クライアントのブートと Oracle Solaris インストー
ルの開始

AI を使用するために必要な前提条件のタスクに加え、オプションのカスタマイズタス
クを実行した後で、クライアントシステムをインストールできます。ネットワークを
介してクライアントシステムをブートするとインストールが開始します。

SPARC クライアントを次のようにブートします。

1. システムを ok OBP プロンプトに切り替えてから、システムをブートします。

ok boot net:dhcp - install

注記 - Oracle Solaris 11 では、ネットワークから SPARC ベースシステムをブートす
る構文が変更されました。

DHCP を使用していない場合は、次のコマンドを使用します。

ok setenv network-boot-arguments host-ip=client-ip,

router-ip=router-ip,subnet-mask=subnet-mask,hostname=hostname,

file=wanboot-cgi-file

network-boot-arguments 変数を使用するときは、SPARC クライアントに DNS
の構成情報がありません。このクライアントで使用されている AI マニフェスト
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に、IPS パッケージリポジトリの場所やマニフェスト内のその他の URI として、ホ
スト名ではなく IP アドレスが指定されていることを確認してください。

2. システムをブートします。

ok boot net - install

SPARC クライアントのインストール中に行われるイベントのリストについて
は、『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「SPARC クライアントのイ
ンストール」を参照してください。

x86 クライアントの PXE ブートを次のように実行します。

1. クライアントシステムをブートします。
2. クライアントがブートしたら、ファームウェア (BIOS または UEFI) 画面が表示

されたときに特定のキーシーケンスを入力することによって、ファームウェアに
ネットワークからブートするよう指示します。
x86 プラットフォームでの UEFI ファームウェアサポートの詳細は、『Oracle
Solaris 11.3 システムのブートとシャットダウン 』の「UEFI および BIOSファーム
ウェアを搭載するシステムのネットワークからのブート」を参照してください。

3. GRUB メニューが表示されたら、2 番目のエントリ (自動インストール) を選択
し、続いて Return キーを押してそのイメージをインストールします。

Oracle Solaris 11.3 Text Installer and command line

Oracle Solaris 11.3 Automated Install

x86 クライアントのインストール中に行われるイベントのリストについて
は、『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「x86 クライアントのイン
ストール」を参照してください。
異なるタイプのインストールシナリオの例については、『Oracle Solaris 11.3 シス
テムのインストール 』の「自動インストーラの使用事例」を参照してください。

AI プロセス中のゾーンのインストールおよび構成

非大域ゾーンは、大域ゾーンのインストール後の初回リブート時にインストールさ
れ、構成されます。AI では、AI マニフェストで定義された構成要素を使用して、非
大域ゾーンをシステムにインストールできます。大域ゾーンのインストール後に最
初にブートする間に、ゾーンの自己アセンブリ SMF サービス (svc:/system/zones-
install:default) によって、大域ゾーンの AI マニフェストに定義されている各非
大域ゾーンが構成され、インストールされます。ゾーンが auto-boot プロパティー
を true (autoboot=true) に設定して構成されている場合、そのゾーンは system/
zones-install サービスによってインストール後にブートされます。『Oracle Solaris
11.3 システムのインストール 』の第 12 章「ゾーンのインストールと構成」を参照し
てください。
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AI ファイルのダウンロード先
AI インストール中、複数の重要な AI ファイルが次の場所にダウンロードされます。

■ インストールログファイル – /system/volatile/install_log
■ AI サーバーからダウンロードされた AI クライアントマニフェスト – /system/

volatile/ai.xml
■ AI クライアント派生マニフェスト (使用されている場合) – /system/volatile/

manifest.xml
■ AI サーバーからダウンロードされた SC プロファイル – /system/volatile/

profile/*
■ AI サービスのリスト – /system/volatile/service_list

追加のインストールタスク
インストール前またはインストール後に、次の追加タスクを実行する必要がある場合
があります。

インストール前後の日付と時間の再構成
Oracle Solaris 11 はリアルタイムクロック (RTC) を協定世界時 (UTC) 形式で保持しま
す。x86 プラットフォームでの動作は、このリリースと Oracle Solaris 10 とで異なり
ます。対話型インストーラを使用することで、インストール時に日付と時間を構成
できます。そのプロセスの一環として、RTC が UTC 形式の時間で更新されます。た
だし、AI はインストール時に RTC の日付と時間を調整しません。インストールさ
れるファイルのタイムスタンプが正しいことを保証するには、インストールを開始
する前に、BIOS の時間を UTC 形式で構成してください。x86 プラットフォームで
は、pkg update コマンドを使用するときに、OS は RTC の時間をローカル時間の形
式で引き続き保持します。この方法は、Oracle Solaris 11 の BE と以前のリリースから
の BE との間で時間の不一致を回避するために使用されます。

注記 - Oracle Solaris 11 を Oracle VM VirtualBox ゲストとして実行している場合は、仮
想マシンのシステム設定の「ハードウェアクロックを UTC にする」時間設定をオンま
たはオフにします。

ローカル時間形式から UTC 形式への切り替え

ローカル時間形式から UTC 形式に切り替えるには、次のようにカーネルと RTC の間
の時間差を 0 に設定します。
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# rtc -z GMT

日付/時間を調整する必要がある場合は、date コマンドを使用します。date(1)を参照
してください。

UTC 形式からローカル時間形式への切り替え

UTC からローカル時間への切り替えが完了したら、sysconfig コマンドを使用してタ
イムゾーン設定を再構成するたびに、次のように rtc timezone コマンドを -z オプショ
ンで実行します。

# rtc -z timezone

RTC 時間をローカル時間として保持する複数のオペレーティング
システムを実行しているシステムでのローカル時間の保守

いくつかのオペレーティングシステムを同じ Oracle Solaris 11 システム上で保守して
ブートするときに、それらのオペレーティングシステムが RTC 時間をローカル時間と
して保持している場合、RTC 時間の観点からそれらのオペレーティングシステムが共
存できる方法がいくつかあります。

■ RTC 時間をローカル時間形式で保持している OS で、ローカル時間を UTC 形式に
切り替えます。
たとえば、Windows 7 をデュアルブートしている場合は、次のようにレジストリ
キーを設定します。

[HKEY_LOCAL_MACHINESYSTEM\CurrentControlSet\Control\TimeZoneInformation] \

"RealTimeIsUniversal"=dword:00000001

■ 新しくインストールした Oracle Solaris 11 システムで、UTC 形式からローカル時間
に切り替えます。

■ RTC 形式がローカル時間で動作しているとみなすオペレーティングシステムで時
間情報プロトコル (NTP) を有効にします。この場合、時間は自動的に同期されま
す。

Live Media 起動プロセスのモニタリング

システム起動プロセスが正常に進行していない可能性がある場合は、テキストブート
画面に切り替えると役に立ちます。このテキスト画面には、情報メッセージまたは
ユーザー入力の要求が含まれている場合があります。テキストブート画面に切り替
えても、画面上での情報の表示方法以外には、ブート手順に影響はありません。オペ
レーティングシステムの初期化が続行され、通常どおりに完了します。
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テキストブートに切り替えるには、GUI ブート画面が表示されて数秒以内にいずれか
のキーを押すと、進捗アニメーションが開始されます。GUI ブートからテキストブー
トに切り替えたあとは、GUI ブート画面に戻すことはできません。

x86: インストール後の GRUB メニューへのカスタム
エントリの追加
Oracle Solaris 11.1 以降、GRUB 2 が x86 プラットフォーム上のデフォルトのブート
ローダーです。GRUB 2 は、GRUB Legacy によって使用される menu.lst ファイルと
は異なる構成ファイル (grub.cfg) を使用します。grub.cfg ファイルには、すべての
Oracle Solaris メニューエントリを含む GRUB 構成の大部分が含まれています。menu.
lst ファイルとは異なり、grub.cfg ファイルは、bootadm コマンドでのみ管理しま
す。このファイルを直接編集しないでください。

また、grub.cfg ファイルにはカスタムメニューエントリも含まれていません。
カスタムメニューエントリには、追加の構成ファイル (custom.cfg) を使用できま
す。custom.cfg にカスタムメニューエントリをはじめて追加する前に、まずこの
ファイルを作成し、次にそれを grub.cfg および menu.conf ファイルと同じ場所
(/pool-name/boot/grub/) に格納する必要があります。

ブートプロセス中、GRUB は、boot/grub サブディレクトリ内で、ルートプールの
最上位データセット内の custom.cfg ファイルの存在をチェックします。このファイ
ルが存在する場合、GRUB はこのファイルをソースとし、その内容がメインの grub.
cfg ファイルにテキストで挿入されたかのように、ファイル内のすべてのコマンドを
処理します。

たとえば、64 ビットの UEFI ファームウェアを搭載するシステムでは、custom.cfg
ファイルのエントリは次のようになります。
menuentry "Windows (64-bit UEFI)" {
insmod part_gpt
insmod fat
insmod search_fs_uuid
insmod chain
search --fs-uuid --no-floppy --set=root cafe-f4ee
chainloader /efi/Microsoft/Boot/bootmgfw.efi
}

BIOS ファームウェアを搭載するシステムで、このファイルのエントリは、次のよう
になります。
menuentry "Windows" {
insmod chain
set root=(hd0,msdos1)
chainloader --force +1
}

『Oracle Solaris 11.3 システムのブートとシャットダウン 』の「GRUB 構成のカスタマ
イズ」を参照してください。
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インストールに関する追加のトラブルシューティング
情報

Oracle Solaris 11 のインストール中またはインストール後に発生する可能性のある問題
について、次の追加のトラブルシューティング情報を参照してください。

■ Oracle Solaris をインストールする前に、『Oracle Solaris 11.3 ご使用にあたって 』
の「インストールの考慮事項」を確認してください。

■ インストール中に発生する可能性のある問題のトラブルシューティングについて
は、『Oracle Solaris 11.3 ご使用にあたって 』の「Oracle Solaris 11.3 のインストー
ル時の問題」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.3 へのアップグレード時に発生する可能性のある問題のトラブル
シューティングについては、『Oracle Solaris 11.3 ご使用にあたって 』の「Oracle
Solaris 11.3 への更新時の問題」を参照してください。

■ インストール後のシステムのブートに関する問題のトラブルシューティングについ
ては、『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「システムがコンソール
モードでブートした場合に実行する操作」を参照してください。
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 3 ♦  ♦  ♦        第    3    章 

デバイスの管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでのデバイスの管理方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。

■ 45 ページの「Oracle Hardware Management Pack によるデバイスの管理」
■ 45 ページの「デバイスおよびドライバの管理の変更」
■ 47 ページの「ZFS ストレージプールのディスクの準備」
■ 51 ページの「スワップデバイスおよびダンプデバイスの構成の変更点」

Oracle Hardware Management Pack によるデバイスの管理

Oracle Solaris 11 には Oracle Hardware Management Pack が含まれます。以前のリリー
スでは、このパッケージは個別のダウンロードとしてのみ使用できました。イン
ストールされている機能は system/management ソフトウェアパッケージに含まれ
るものの一部です。詳細については、 http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/sys-mgmt-networking-190072.html#hwmgmt. を参照してくださ
い。

デバイスおよびドライバの管理の変更

デバイスおよびドライバの識別情報と構成が次のように変更されています。

■ Oracle Solaris 10 リリースと同様に、インストール時にシステムに接続されている
サポート対象のすべてのデバイスには、インストール後にアクセスできるようにな
ります。デバイスは cfgadm コマンドを使用して構成することができ、ほとんどの
デバイスはホットプラグ可能です。つまり、システムがブートされている間にデバ
イスを追加したり、削除したりできます。

■ hotplug コマンドは、PCI Express (PCIe) および PCI SHPC (Standard Hot Plug
Controller) デバイスのためのオフライン/オンライン機能や有効化/無効化操作を
提供します。ホットプラグ可能な USB および SCSI デバイスの管理には引き続き
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cfgadm コマンドを使用できます。『Oracle Solaris 11.3 でのデバイスの管理 』の第
2 章「デバイスの動的構成」を参照してください。

■ croinfo コマンドを使用すると、物理デバイスの場所の情報をより簡単に識別で
きます。
システム上のデバイスのシャーシ、受容体、および占有装置の値に関する情報を表
示するには、次のコマンドを使用します。
■ diskinfo – 物理ディスクの場所に関する一般情報を表示します。
■ format - パーティションテーブルの確認時またはラベルの変更時に、ディスク

の物理ディスクの場所に関する情報を表示します。
たとえば、次の format の出力は、このシステム上の /dev/chassis/SYS/HDO
と /dev/chassis/SYS/HD1 の下にある 2 台の内蔵ディスクを識別します。

# format

Searching for disks...done

AVAILABLE DISK SELECTIONS:

0. c1t0d0 <FUJITSU-MAY2073RCSUN72G-0401 cyl 8921 alt 2 hd 255 sec 63>

/pci@0,0/pci1022,7450@2/pci1000,3060@3/sd@0,0

/dev/chassis/SYS/HD0/disk

1. c1t1d0 <FUJITSU-MAY2073RCSUN72G-0401-68.37GB>

/pci@0,0/pci1022,7450@2/pci1000,3060@3/sd@1,0

/dev/chassis/SYS/HD1/disk

前の出力によって 2 台の内蔵システムディスクが識別されますが、ストレージ
アレイのディスクは一般に、そのストレージアレイ名で識別されます。

■ prtconf -l – 物理ディスクの場所の情報を含むシステム構成情報を表示しま
す。

■ zpool status -l – プールデバイスの物理ディスクの場所の情報を表示しま
す。
さらに、fmadm add-alias コマンドを使用すると、次の例に示すように、環境
内のディスクの物理的な場所を識別するのに役立つディスクの別名を含めるこ
とができます。

# fmadm add-alias SUN-Storage-J4200.0912QAJ001 J4200@RACK10:U26-27

# fmadm add-alias SUN-Storage-J4200.0905QAJ00E J4200@RACK10:U24-25

■ ディスクの場所を確認するには、diskinfo コマンドを次のように使用します。

% diskinfo -c c0t24d0

D:devchassis-path                                    t:occupant-type  c:occupant-compdev

---------------------------------------------------  ---------------  ------------------

/dev/chassis/J4200@RACK10:U26-27/SCSI_Device__9/disk  disk             c0t24d0         

  

前の例では、/dev/chassis のディスク名に、環境内のデバイスの場所を見つける
ために役立つ別名が含まれています。
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次の例は、特定のディスクの物理的な場所を表示する方法を示しています。

$ diskinfo -c c0t24d0 -o cp

c:occupant-compdev  p:occupant-paths

------------------  --------------------------------------------------------

c0t24d0             /devices/pci@0,600000/pci@0/pci@9/LSILogic,sas@0/sd@18,0

注記 - diskinfo コマンドでは、シャーシが SES 診断ページ 0xa (追加要素ステータ
ス) をサポートし、EIP (Element Index Present) ビットを 1 に設定する必要がありま
す。この条件を満たさない格納装置は完全には列挙されないため、適切に表示され
ません。

■ ドライバのカスタマイズは以前のリリースのように /kernel ディレクトリでは
なく /etc/driver/drv ディレクトリで行います。この改善により、システムを
アップグレードしてもドライバのカスタマイズが上書きされることがなくなりま
す。/etc/driver/drv ディレクトリ内のファイルは、アップグレード時に保持さ
れます。通常、ドライバ構成をカスタマイズすると、デバイスごとのパラメータま
たはすべてのデバイスに影響を及ぼすグローバルプロパティーが追加または変更さ
れます。『Oracle Solaris 11.3 でのデバイスの管理 』の「ドライバ構成のカスタマ
イズ方法」を参照してください。

ZFS ストレージプールのディスクの準備
Oracle Solaris 11 での ZFS ストレージプールの作成は、Oracle Solaris 10 でのプールの
作成と似ています。次のセクションでは、ZFS ルートプールおよびルート以外のプー
ルに対してディスクを準備するためのサマリー情報を提供します。
プールデバイスの構成に関する次の全般的な推奨事項を確認してください。

■ ルート以外のプールはディスク全体を使用して作成します。これは、ディスクスラ
イスよりも簡単に管理できます。たとえば、4 つのデバイスを持つミラー化された
ストレージプールを次のように簡単に作成できます。

# zpool create tank mirror c0t1d0 c0t2d0 mirror c1t1d0 c1t2d0

■ ZFS ストレージプールをディスク全体を使用して作成した場合、そのディスクは
SMI ラベルではなく EFI ラベルでラベル付けされます。EFI ラベルは、次の例に示
すように、フォーマットユーティリティーで表示されるディスクラベルにシリンダ
情報がないことによって識別できます。

partition> print

Current partition table (original):

Total disk sectors available: 286478269 + 16384 (reserved sectors)

Part      Tag    Flag     First Sector         Size         Last Sector
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0        usr    wm               256      136.60GB          286478302

1 unassigned    wm                 0           0               0

2 unassigned    wm                 0           0               0

3 unassigned    wm                 0           0               0

4 unassigned    wm                 0           0               0

5 unassigned    wm                 0           0               0

6 unassigned    wm                 0           0               0

8   reserved    wm         286478303        8.00MB          286494686    

■ 可能な場合は常に、ディスク全体で非ルートプールを作成します。

Oracle Solaris リリースでは、従来の 512n ディスクに加えて、Advanced Format ディス
クをサポートしています。『Oracle Solaris 11.3 でのデバイスの管理 』の「Advanced
Format ディスクの使用」を参照してください。

ZFS ルートプールのインストールの改善点
ルートプールのインストールに関する次の改善点を確認してください。

■ ディスクのラベル付けの変更 – ディスクラベルまたは OS を含めることを意図した
ラベルが不明な場合、そのディスクのラベルは適切なディスクラベルに自動的に変
更されます。
GPT 対応ファームウェアを搭載した SPARC ベースのシステムおよびほとんどの
x86 ベースのシステムは、1 つまたは複数のルートプールディスクに EFI (GPT) ラ
ベル付きでインストールされます。詳細な手順については、『Oracle Solaris 11.3 ご
使用にあたって 』の「SPARC: GPT ラベル付きディスクのサポート」を参照して
ください。
また、AI インストーラでは whole_disk キーワード構文が改善され、whole_disk
が true に設定されている場合は、既存のパーティションまたはスライスがあって
も、ディスクの内容が置き換えられるようになりました。

■ ミラー化されたルートプールの AI インストール – Oracle Solaris 10 のインストール
機能を使用すると、インストール中にミラー化されたルートプールを作成できま
す。Oracle Solaris 11 の自動インストール時には、AI マニフェストのキーワード構
文を使用して、ミラー化されたルートプールを作成できます。たとえば、次の構文
はディスク全体を使用して、ミラー化されたルートプールを作成します。

<!DOCTYPE auto_install SYSTEM "file:///usr/share/install/ai.dtd.1">

.

.

.

<target>

<disk whole_disk="true" in_zpool="rpool" in_vdev="mirrored">

<disk_name name="c1t0d0" name_type="ctd"/>

</disk>

<disk whole_disk="true" in_zpool="rpool" in_vdev="mirrored">
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<disk_name name="c2t0d0" name_type="ctd"/>

</disk>

<logical>

<zpool name="rpool" is_root="true">

<vdev name="mirrored" redundancy="mirror"/>

<!--

Subsequent <filesystem> entries instruct an installer to create

following ZFS datasets:

<root_pool>/export         (mounted on /export)

<root_pool>/export/home    (mounted on /export/home)

.

.

.       </zpool>

</logical>

</target>

.

.

.

ZFS ルートプールのデバイスの要件

通常、システムのインストール時に、ルートプールのデバイスのラベルが変更され
て、ルートプールが作成されます。
ZFS ルートプールデバイスに関する次の追加情報を確認します。

■ Oracle Solaris 11 では、次の例に示すように、SPARC ベースのシステムと x86 ベー
スのシステムの両方へのインストール中に 1 つまたは複数のルートプールディスク
に SMI (VTOC) ラベルが自動的に適用されます。

# zpool status rpool

pool: rpool

state: ONLINE

scan: none requested

config:

NAME        STATE     READ WRITE CKSUM

rpool       ONLINE       0     0     0

c7t0d0s0  ONLINE       0     0     0

■ Oracle Solaris 11.2 以降、GPT 対応ファームウェアを搭載した SPARC ベースの
システム (124 ページの「ファームウェア、ディスクのラベル付け、およびの
EEPROM の変更」を参照) およびほとんどの x86 ベースのシステムへのインストー
ル中に 1 つまたは複数のルートプールディスクに EFI ラベルが自動的に適用されま
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す。それ以外の場合、VTOC ディスクラベルは、次の例に示すようにルートプール
ディスクにインストールされます。

# zpool status rpool

pool: rpool

state: ONLINE

scan: none requested

config:

NAME      STATE     READ WRITE CKSUM

rpool     ONLINE       0     0     0

c7t0d0  ONLINE       0     0     0

ディスクをアタッチして、ミラー化されたルートプールを作成するときに、次のよ
うにディスク全体構文を使用します。

# zpool attach rpool c7t0d0 c7t2d0

Make sure to wait until resilver is done before rebooting.

次の例に示すように、プールは新しいディスクが再同期化されるまで、DEGRADED
状態のままです。

# zpool status rpool

pool: rpool

state: DEGRADED

status: One or more devices is currently being resilvered.  The pool will

continue to function in a degraded state.

action: Wait for the resilver to complete.

Run 'zpool status -v' to see device specific details.

scan: resilver in progress since Thu Jan 24 08:15:13 2013

224M scanned out of 22.0G at 6.59M/s, 0h56m to go

221M resilvered, 0.99% done

config:

NAME        STATE     READ WRITE CKSUM

rpool       DEGRADED     0     0     0

mirror-0  DEGRADED     0     0     0

c7t0d0  ONLINE       0     0     0

c7t2d0  DEGRADED     0     0     0  (resilvering)

■ プールは、ディスクスライスとミラー化されているディスクスライスのいずれかに
存在している必要があります。beadm 操作中に、サポートされていないプール構成
を使用しようとすると、次のようなメッセージが表示されます。

ERROR: ZFS pool name does not support boot environments

■ x86 ベースのシステムでは、ディスクに Oracle Solaris fdisk パーティションが含ま
れている必要があります。Oracle Solaris fdisk パーティションは、x86 ベースのシ
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ステムのインストール時に自動的に作成されます。『Oracle Solaris 11.2 でのデバイ
スの管理 』の「fdisk オプションの使用」を参照してください。

ZFS ルートプールの管理に関する詳細については、『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファ
イルシステムの管理 』の第 6 章「ZFS ルートプールの管理」を参照してください。

ZFS ルートプールディスクおよびブート管理

次の ZFS ルートプールディスクとブート管理のサマリーは Oracle Solaris 11.1 以上を
実行しているシステムに関連しています。Oracle Solaris 11 11/11 を実行している場合
は、そのリリースに特別に関連する情報について、ZFS 製品ドキュメントを参照して
ください。

■ SPARC: OBP は SMI (VTOC) ラベルの付いたルートプールディスクを必要としま
す。

■ SPARC: zpool replace コマンドでルートプールディスクを置き換える場合は、
次のようにブートブロックを手動で適用します。

# bootadm install-bootloader

■ SPARC: zpool attach コマンドでルートプールディスクをアタッチして、ミラー
化したルートプールを作成するには、次のスライス構文が必要です。

# zpool attach rpool c0t5000CCA03C5A5314d0s0 c0t5000CCA03C5A5340d0s0

■ x86: GRUB 2 およびルートプールディスクには、ほとんどの場合 EFI ラベルが付い
ています。

■ x86: zpool replace コマンドでルートプールディスクを置き換える場合は、次の
ようにブートブロックを手動で適用します。

# bootadm install-bootloader

■ x86: zpool attach コマンドでルートプールディスクをアタッチして、ミラー化し
たルートプールを作成するには、次の例に示すように、ディスク全体構文が必要で
す。

# zpool attach rpool c0t5000CCA03C5A5314d0 c0t5000CCA03C5A5340d0 

スワップデバイスおよびダンプデバイスの構成の変更点

スワップ領域は、Oracle Solaris OS ソフトウェアやアプリケーションソフトウェアが一
時ストレージとして使用できる、ディスクの予約領域です。スワップ領域は、実行さ
れている現在のプロセスを処理するだけの十分な物理メモリーがシステムにない場合
に、仮想メモリーストレージ領域として使用されます。Oracle Solaris 10 の UFS ルート
環境では、スワップデバイスおよびダンプデバイスに対して 1 つのディスクスライス
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が提供されます。Oracle Solaris 11 では、2 つの個別のボリュームがスワップデバイス
とダンプデバイスとして作成されます。ZFS ルートファイルシステムの場合、スワッ
プ用に予約されるディスク領域は、ZFS ボリュームになります。これらの情報を表示
するには、dumpadm コマンドを次のように使用します。

# dumpadm
Dump content: kernel pages
Dump device: /dev/zvol/dsk/rpool/dump (dedicated)
Savecore directory: /var/crash
Savecore enabled: yes
Save compressed: on

# swap -l
swapfile             dev    swaplo   blocks     free
/dev/zvol/dsk/rpool/swap 182,2         8  4061176  4061176

スワップとダンプのボリューム名およびサイズの情報を次のように表示します。

# zfs list -t volume -r rpool
NAME         USED  AVAIL  REFER  MOUNTPOINT
rpool/dump  4.13G  51.6G  4.00G  -
rpool/swap  4.13G  51.6G  4.00G  -

次の例に示すように、スワップ領域のサイズを人間が読むことのできる形式で表示で
きます。

# swap -sh
total: 1.4G allocated + 227M reserved = 1.6G used, 432G available
# swap -lh
swapfile                   dev    swaplo   blocks     free
/dev/zvol/dsk/rpool/swap 285,2        8K     4.0G     4.0G

ZFS のスワップボリュームおよびダンプボリュームの管理方法は、UFS のスワップデ
バイスおよびダンプデバイスの単一スライスの管理方法とは次の点で異なります。

■ ZFS ルート環境では、スワップデバイスおよびダンプデバイスの両方のために単一
ボリュームを使用することはできません。

■ ZFS ルート環境では、ファイルをスワップデバイスとして使用することはできませ
ん。

■ ダンプデバイスのサイズは、物理メモリーのおよそ 1/2 から 3/4 であることがシス
テムによって要求されます。ダンプデバイスが小さすぎる場合は、次のようなエ
ラーが表示されます。

# dumpadm -d /dev/zvol/dsk/rpool/dump

dumpadm: dump device /dev/zvol/dsk/rpool/dump is too small to hold a system dump

dump size 36255432704 bytes, device size 34359738368 bytes

次の例に示すように、ダンプデバイスのサイズはボリュームの volsize プロパティー
を増加することによって簡単に増やすことができます。ボリュームの再初期化にはい
くらかの時間がかかることがあります。

# zfs get volsize rpool/dump
NAME        PROPERTY  VALUE  SOURCE
rpool/dump  volsize   1.94G  local
# zfs set volsize=3g rpool/dump
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# zfs get volsize rpool/dump
NAME        PROPERTY  VALUE  SOURCE
rpool/dump  volsize   3G     local

スワップデバイスが使用中の場合は、スワップボリュームのサイズを変更することは
困難です。次のように、2 つ目のスワップボリュームを作成して、スワップデバイス
として追加することを検討してください。

# zfs create -V 3G rpool/swap2
# swap -a /dev/zvol/dsk/rpool/swap2
# swap -l
swapfile             dev    swaplo   blocks     free
/dev/zvol/dsk/rpool/swap 182,2         8  4061176  4061176
/dev/zvol/dsk/rpool/swap2 182,4         8  6291448  6291448

さらに、次のように、新しいスワップデバイスのエントリを /etc/vfstab ファイルに
追加します。

/dev/zvol/dsk/rpool/swap2    -        -       swap    -       no      -

遅延ダンププロセスを使用したシステムクラッシュの管理に関する情報について
は、111 ページの「システム構成の変更」を参照してください。スワップ領域とダ
ンプデバイスの構成の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのファイルシステムの管理 』の
「スワップ空間について」を参照してください。
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 4 ♦  ♦  ♦        第    4    章 

ストレージ機能の管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでのストレージ管理の変更について説明しま
す。
この章の内容は次のとおりです。

■ 55 ページの「Solaris Volume Manager の構成と ZFS 構成の比較」
■ 56 ページの「ZFS ストレージプールのベストプラクティス」
■ 59 ページの「COMSTAR による iSCSI ターゲットデーモンの置き換え」

Solaris Volume Manager の構成と ZFS 構成の比較

Oracle Solaris 10 では、Solaris Volume Manager を使用して UFS ファイルシステム用に
冗長なボリュームを作成できます。Solaris Volume Manager とは、ボリューム管理層と
ファイルシステム管理層を備えた従来のボリューム管理製品です。

ZFS は、Oracle Solaris 10 および Oracle Solaris 11 リリースで使用でき、ボリューム管
理全体を廃止しています。ZFS では、仮想化されたボリュームを作成する代わりに、
複数のデバイスを 1 つのストレージプールに集約します。ストレージプールは、スト
レージの物理特性 (デバイスのレイアウト、データの冗長性など) を記述したもので、
ファイルシステムを作成できる任意のデータストアとして機能します。ファイルシス
テムが個々のデバイスに制約されなくなるため、それらのディスク領域をプール内の
すべてのファイルシステムで共有できます。

Oracle Solaris 11 では、1 つのコマンドで冗長な ZFS ストレージプールを作成できま
す。ZFS には、ミラー化プールと RAID-Z プールの 2 種類の冗長構成が備わっていま
す。RAID-Z 構成は RAID-5 構成と似ています。
ZFS では、すべての非冗長構成、ミラー化構成、および RAID-Z 構成にわたってデー
タを動的にストライプ化します。次の追加情報を確認してください。

■ Solaris Volume Manager RAID-0 (ストライプおよび連結) は、ZFS RAID-Z 構成では
使用できません。

■ 次の例に示すように、Solaris Volume Manager RAID-1 (ミラー) を ZFS ミラー化構成
として使用できます。
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# zpool create tank mirror c1t0d0 c2t0d0 mirror c1t1d0 c2t1d0

■ 次の例に示すように、Solaris Volume Manager RAID-5 (分散パリティー) は、ZFS
RAID-Z (raidz1) 構成として使用できます。

# zpool create rzpool raidz1 c1t0d0 c2t0d0 c1t1d0 c2t1d0

■ Solaris Volume Manager では RAID-6 を提供していませんが、ZFS では RAIDZ-2 と
RAIDZ-3 の両方のパリティー構成を提供しており、これは、RAIDZ-2 構成が 2 台
のディスクの障害に耐えられることを意味します。次の例に示すように、RAIDZ-3
構成は 3 台のディスクの障害に耐えられます。

# zpool create rzpool raidz2 c0t1d0 c1t1d0 c4t1d0 c5t1d0 c6t1d0 c7t1d0

raidz2 c0t2d0 c1t2d0 c4t2d0 c5t2d0 c6t2d0 c7t2d0

ZFS ストレージプールのベストプラクティス

ZFS では、複数のストレージデバイスが 1 つのストレージプールに集約されるプール
型ストレージモデルを使用します。ストレージプール内のファイルシステムは、プー
ル内のすべてのストレージを使用します。

ZFS ストレージプール作成のベストプラクティス

■ 特定のルートプールのデバイスおよびブートディスク要件
次を参照してください。
■ 49 ページの「ZFS ルートプールのデバイスの要件」
■ 51 ページの「ZFS ルートプールディスクおよびブート管理」

■ 一般的なルートプール作成のベストプラクティス
■ ルートプールは、ミラー化構成または単一ディスク構成として作成する必要が

あります。RAID-Z もストライプ化構成もサポートされていません。zpool add
コマンドを使用して、ディスクを追加して複数のミラー化された最上位仮想デ
バイスを作成することはできません。ミラー化された仮想デバイスを拡張する
には、zpool attach コマンドを使用します。

■ ルートプールに別個のログデバイスを使用することはできません。
■ プールプロパティーは、AI でのインストール中に pool_options キーワード構

文を使用して設定できますが、gzip 圧縮アルゴリズムはルートプールではサ
ポートされません。

■ ルートプールを初期インストールによって作成したあとは、ルートプールの
名前を変更しないでください。ルートプールの名前を変更すると、システムを
ブートできなくなる可能性があります。
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■ ルートプールディスクは連続的な操作に重要であるため (特にエンタープライ
ズ環境で)、本稼働システムのルートプールを USB スティック上に作成しない
でください。ルートプールにシステムの内蔵ディスクを使用することを検討す
るか、または、少なくとも非ルートデータに使用するものと同品質のディスク
を使用してください。また、USB スティックは、物理メモリーの少なくとも
1/2 のサイズに等しいダンプボリュームサイズをサポートするのに十分な大き
さではない可能性があります。

■ ルートプールのコンポーネントをルート以外のプールのデータと分けておくこ
とを考えてください。

■ 非ルートプール作成のベストプラクティス
d* 識別子を使用して、ディスク全体で非ルートプールを作成します。p* 識別子を
使用しないでください。
■ ZFS は、追加のボリューム管理ソフトウェアを一切使わないで最適に機能しま

す。
■ パフォーマンスを向上させるために、個々のディスクを使用するか、または少

なくともほんの少数のディスクで構成される論理ユニット番号 (LUN) を使用し
ます。ZFS での LUN 設定に対する可視性を向上させることで、より適切な入
出力スケジューリングを ZFS で決定できるようになります。

■ ミラー化ストレージプール – 次の例に示すように、多くのディスク領域を消費
しますが、一般に、小さなランダム読み取りによってパフォーマンスが向上し
ます。

# zpool create tank mirror c1d0 c2d0 mirror c3d0 c4d0

また、プール内の既存のデバイスの切り離し、接続、および交換が可能である
という点で、ミラー化ストレージプールにはより高い柔軟性もあります。

■ RAID-Z ストレージプール
3 つのパリティー方式を使って RAID-Z ストレージプールを作成できます。こ
の場合、パリティーは 1 (raidz)、2 (raidz2)、または 3 (raidz3) に等しくなり
ます。
■ RAID-Z 構成は、ディスク容量を最大化し、通常、データが大きなチャンク

(128K 以上) で読み取りおよび書き込みされるときに、パフォーマンスが高
くなります。3 台のディスク (2+1) でシングルパリティーの RAIDZ (raidz)
構成を作成します。

■ RAIDZ-2 構成では、データの可用性が向上し、RAID-Z と同様の性能が提供
されます。RAIDZ-2 は、RAID-Z または双方向ミラーよりもデータ損失まで
の平均時間 (MTTDL) がかなり短縮されます。6 台のディスク (4+2) でダブ
ルパリティーの RAID-Z (raidz2) 構成を作成します。

■ RAIDZ-3 構成では、ディスク容量が最大となり、3 台のディスク障害に耐え
られるため、優れた可用性が提供されます。8 台のディスク (5+3) でトリプ
ルパリティーの RAID-Z (raidz3) 構成を作成します。

■ 冗長性のないプール
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冗長性のないプールを作成する場合は、次のようなメッセージが表示されます。

# zpool create pond c8t2d0 c8t3d0

'pond' successfully created, but with no redundancy; failure of one

device will cause loss of the pool

デバイス障害はデータが回復不可能であることを意味することがあるため、冗長性
のないプールの作成は推薦されていません。次のようにした冗長性のある ZFS ス
トレージプールの作成を考えてください。

# zpool create pond mirror c8t2d0 c8t3d0

ZFS ストレージプールのモニタリングのベストプラ
クティス

ZFS ストレージプールをモニタリングするための次のベストプラクティスを参照して
ください。

■ パフォーマンスを最適にするために、必ずプール使用率がプール容量の 90% を下
回るようにします。
zpool list コマンドでは RAID-Z パリティーは使用済み領域としてカウントされ
ず、プール容量からも減算されません。RAID-Z プール容量は、ほとんどいっぱい
でも 90% を下回ることがあります。確認するには、zfs list pool コマンドを使用
します。64 ページの「ZFS ファイルシステムの情報を表示する」を参照してく
ださい。

■ zpool scrub コマンドを定期的に実行して、データ整合性の問題を特定します。
■ 消費者品質のドライブがある場合は、スクラブを週に 1 回行うスケジュールを

考慮します。
■ データセンター品質のドライブがある場合は、スクラブを月に 1 回行うスケ

ジュールを考慮します。
■ また、デバイスを交換する場合は、その前にスクラブを実行して、すべてのデ

バイスが現在動作していることを確認する必要があります。
■ zpool status コマンドを毎週使用して、プールとプールデバイスのステータスを

モニターします。また、fmdump または fmdump -ev コマンドを使用して、デバイス
の障害またはエラーが発生しているかどうかを判断します。
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ZFS ストレージプールの問題のトラブルシューティ
ング
次の新しい診断の説明と機能を確認してください。

■ 障害の発生したデバイス – zpool status -l の出力を確認して障害の発生したデバ
イスの物理的な位置を特定し、それを交換します。障害の発生したディスクの交換
については、『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファイルシステムの管理 』の「破損し
たデバイスを交換または修復する」を参照してください。

■ 障害の発生したデバイスの通知 – ハードウェアコンポーネントが障害と診断された
場合など、さまざまな障害管理イベントに応じて電子メール通知を送信するように
smtp-notify サービスを構成できます。smf(5) の通知パラメータのセクションを
参照してください。
デフォルトで、いくつかの通知が root ユーザーに送信されるように自動的に設定
されます。/etc/aliases ファイルに自分のユーザーアカウントの別名を root と
して追加すると、電子メール通知を受け取ります。

■ デバイスの移動 – ZFS ストレージプールの一部であるデバイスには、デバイス ID
が含まれています (デバイスドライバでデバイス ID が作成されたか、または組み
立てられた場合)。すべてのファイルシステムと同様に、ZFS はそのベースとなる
デバイスと非常に密接な関係を持っています。システムのファームウェアのアップ
グレード、別のコントローラへのプールデバイスの移動、またはデバイスのケーブ
ル接続の変更を試行する場合、最初にプールをエクスポートすることも検討できま
す。デバイス ID がデバイスの変更を追跡しない (これは Oracle 以外のハードウェ
アで起こる可能性があります) 場合、そのプールとプールデータは使用できなくな
る可能性があります。これらのドライバではデバイス ID が完全にサポートされる
ため、通常、使用中のプールでデバイスが変更された場合、Oracle の Sun ハード
ウェアは復元可能です。ただし、ハードウェアの変更を行う前に、プールをエクス
ポートすることも検討できます。

『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファイルシステムの管理 』の第 12 章「Oracle Solaris
ZFS のトラブルシューティングとプールの回復」を参照してください。

COMSTAR による iSCSI ターゲットデーモンの置き換え
Oracle Solaris 10 では、iSCSI ターゲットデーモン、iscsitadm コマンド、および ZFS
shareiscsi プロパティーを使用して iSCSI LUN を構成します。
COMSTAR (Common Multiprotocol SCSI Target) 機能によって次のコンポーネントが提
供されます。

■ iSCSI プロトコルだけでなく、さまざまなタイプの SCSI ターゲットのサポート。
■ COMSTAR でサポートされる 1 つ以上のプロトコルを使用することで、ZFS ボ

リュームが SCSI ターゲットのバッキングストアデバイスとして使用されます。
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注記 - COMSTAR の iSCSI ターゲットは iSCSI ターゲットデーモンの機能を置き換えた
ものですが、使用している iSCSI LUN を COMSTAR LUN に変換するためのアップグ
レードパスまたは更新パスは存在しません。

Oracle Solaris 11 では、iSCSI ターゲットデーモンと shareiscsi プロパティーはどち
らも使用できなくなりました。
次のコマンドを使用して、iSCSI ターゲットおよび LUN を管理します。

■ itadm – SCSI ターゲットを管理します。
■ srptadm – SRP (SCSI RDMA Protocol) ターゲットポートを管理します。
■ stmfadm – SCSI LUN を管理します。ZFS ボリュームで特別な iSCSI プロパティー

を設定するのではなく、ボリュームを作成し、stmfadm コマンドを使用して LUN
を作成します。

『Oracle Solaris 11.3 でのデバイスの管理 』の第 8 章「COMSTAR を使用したストレー
ジデバイスの構成」を参照してください。
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ファイルシステムの管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでのファイルシステムの管理について説明しま
す。
この章の内容は次のとおりです。

■ 61 ページの「ファイルシステムの変更」
■ 63 ページの「ZFS ファイルシステムの管理」
■ 70 ページの「ZFS ファイルシステムへのファイルシステムデータの移行」

ファイルシステムの変更

Oracle Solaris 11 のファイルシステムは Oracle Solaris 10 のファイルシステムと非常に
似ています。次の表に、今回のリリースでサポートされているファイルシステムを示
します。

表 5 Oracle Solaris 11 でサポートされているファイルシステム

ファイルシステムタイプ サポートされるファイルシステム

ディスクベースのファイルシステム HSFS、PCFS、UDFS、UFS、および ZFS

ネットワークベースのファイルシステム NFS および SMB

仮想ファイルシステム CTFS、FIFOFS、MNTFS、NAMEFS

OBJFS、SHAREFS、SPECFS、および SWAPFS

一時ファイルシステム TMPFS

ループバックファイルシステム LOFS

プロセスファイルシステム PROCFS

全般的なファイルシステムの相違点は次のとおりです。

■ CacheFS は Oracle Solaris 11 では利用できません。
■ ZFS はデフォルトのルートファイルシステムです。
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■ UFS はサポートされる旧バージョンのファイルシステムですが、ブート可能な
ルートファイルシステムとしてはサポートされません。

■ 旧バージョンの Solaris Volume Manager 製品はサポートされますが、Solaris Volume
Manager のルートデバイスからブートすることはできません。

■ ZFS はスワップデバイスとダンプデバイスに個別の ZFS ボリュームを使用しま
す。UFS はスワップデバイスとダンプデバイスの両方に単一のスライスを使用で
きます。

ルートファイルシステムの要件

ルートファイルシステムの階層は、ZFS ルートファイルシステムで Oracle Solaris 10 を
実行しているシステムとほぼ同じです。ZFS ルートプールには、システム関連のコン
ポーネントの個別のディレクトリ (etc、usr、var など) が存在する ZFS ファイルシス
テムが含まれており、これらのディレクトリはシステムが正常に機能するために利用
可能である必要があります。

■ システムのインストール後、Oracle Solaris ファイルシステムのルートがマウントさ
れます。これは、ファイルおよびディレクトリにアクセスできることを意味しま
す。

■ ルートファイルシステムのすべてのサブディレクトリのうち、Oracle Solaris OS の
一部となっているもの (/var を除く) は、ルートファイルと同じファイルシステム
に含まれている必要があります。

■ Oracle Solaris 11 では、大域ゾーンおよび非大域ゾーンに個別の /var ファイルシス
テムが自動的に作成されます。

■ rpool/VARSHARE ファイルシステムはデフォルトで /var/share にマウントされま
す。このファイルシステムの目的は、ブート環境の間でファイルシステムを共有し
て、すべての BE で必要となる /var ディレクトリ内の容量を減らすことです。

# ls /var/share

audit  cores  crash  mail

互換性のために、前に示した /var コンポーネントから /var/share コンポーネン
トへのシンボリックリンクが自動的に作成されます。/var コンポーネントでルー
トファイルシステムがいっぱいにならないように確認することを除き、このファ
イルシステムは一般に、管理を必要としません。システムアップグレード中、元の
/var ディレクトリから /var/share ディレクトリへのデータの移行にいくらか時
間がかかる可能性があります。

■ さらに、スワップデバイスとダンプデバイス以外の Oracle Solaris OS コンポーネン
トはすべて、ルートプール内に存在している必要があります。

■ システムのインストール時に、デフォルトのスワップデバイスとダンプデバ
イスが、ルートプール内の ZFS ボリュームとして自動的に作成されます。ス
ワップデバイスおよびダンプデバイスの両方に同じボリュームを使用するこ
とはできません。また、ZFS ルート環境ではスワップファイルは使用できませ
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ん。51 ページの「スワップデバイスおよびダンプデバイスの構成の変更点」を参
照してください。

ファイルシステムのマウント
ファイルシステムをマウントする場合は、次の考慮事項を確認してください。

■ Oracle Solaris 10 リリースと同様に、ZFS ファイルシステムは作成時に自動的にマ
ウントされます。ローカル ZFS ファイルシステムをマウントするために、/etc/
vfstab ファイルを編集する必要はありません。

■ ブート時にマウントされる旧バージョンのローカル UFS ファイルシステムを作成
してマウントする場合、以前の Oracle Solaris リリースの場合と同様に、エントリ
を /etc/vfstab ファイルに追加する必要があります。

■ ブート時にリモートファイルシステムをマウントする場合、エントリを /etc/
vfstab ファイルに追加して、次のサービスを開始する必要があります。

# svcadm enable svc:/network/nfs/client:default

それ以外の場合、ファイルシステムはブート時にマウントされません。

ZFS ファイルシステムの管理
次の ZFS ファイルシステムの機能は (Oracle Solaris 10 リリースでは利用できませんが)
Oracle Solaris 11 では利用できます。

■ ZFS ファイルシステムの暗号化 – ZFS ファイルシステムを作成時に暗号化できま
す。第9章「セキュリティーの管理」を参照してください。

■ ZFS ファイルシステムの複製解除 – システム環境が ZFS データの複製
解除をサポートできるかどうかを判断するための重要な情報について
は、69 ページの「ZFS データの複製解除の要件」を参照してください。

■ ZFS ファイルシステム共有構文の変更 – NFS および SMB のファイルシステムの共
有への変更点が含まれています。68 ページの「ZFS ファイルシステムの共有の
変更点」を参照してください。

■ ZFS のマニュアルページの変更 – zfs.1m のマニュアルページは、ZFS ファイルシ
ステムの主要な機能が zfs.1m のページ内に残るように改訂されていますが、委任
管理、暗号化、および共有の構文と例については次のページに記載されています。
■ zfs_allow(1M)
■ zfs_encrypt(1M)
■ zfs_share(1M)

■ ZFS ルートプール設定の簡素化 – Oracle Solaris での統合アーカイブのサポート
により、ルートプールの回復の設定が以前のリリースよりはるかに簡単になりま
す。『Oracle Solaris 11.3 でのシステム復旧とクローン 』を参照してください。
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■ ZFS 送信ストリームのモニタリング – ZFS ストリーム送信の進捗状況をリアルタ
イムにモニタリングできます。『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファイルシステムの
管理 』の「ZFS プール操作をモニターする」を参照してください。

■ ZFS の一時的なプール名 – 共有ストレージまたは復旧シナリオでは、一時的な
プール名でプールを作成またはインポートできます。『Oracle Solaris 11.3 での ZFS
ファイルシステムの管理 』の「一時的な名前でプールをインポートする」を参照
してください。

ZFS ファイルシステムの情報を表示する

システムのインストールのあとで、ZFS ストレージプールと ZFS ファイルシステムの
情報を確認します。

zpool status コマンドで ZFS ストレージプールの情報を表示します。

zfs list コマンドで ZFS ファイルシステムの情報を表示します。

81 ページの「インストール後の最初の BE の確認」を参照してください。

ZFS ファイルシステム領域の報告に関する問題の解決

利用可能なプールおよびファイルシステムの領域を特定するための zpool list およ
び zfs list コマンドは、df および du コマンドより改善されています。旧バージョ
ンのコマンドでは、プールおよびファイルシステムの領域を簡単に識別できず、下位
のファイルシステムまたはスナップショットによって消費される領域の詳細を表示で
きません。

たとえば、次のルートプール (rpool) には 5.46G バイトが割り当て済みで、68.5G バ
イトが空き領域です。

# zpool list rpool
NAME   SIZE  ALLOC   FREE  CAP  DEDUP  HEALTH  ALTROOT
rpool   74G  5.46G  68.5G   7%  1.00x  ONLINE  -

次の例に示すように、個々のファイルシステムの USED 列を確認することにより、
プール領域の数値とファイルシステム領域の数値を比較すると、プールの領域が占め
る割合がわかります。

# zfs list -r rpool
NAME                      USED  AVAIL  REFER  MOUNTPOINT
rpool                    5.41G  67.4G  74.5K  /rpool
rpool/ROOT               3.37G  67.4G    31K  legacy
rpool/ROOT/solaris       3.37G  67.4G  3.07G  /
rpool/ROOT/solaris/var    302M  67.4G   214M  /var
rpool/dump               1.01G  67.5G  1000M  -
rpool/export             97.5K  67.4G    32K  /rpool/export
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rpool/export/home        65.5K  67.4G    32K  /rpool/export/home
rpool/export/home/admin  33.5K  67.4G  33.5K  /rpool/export/home/admin
rpool/swap               1.03G  67.5G  1.00G  -

ZFS ストレージプール領域の報告に関する問題の解決

zpool list コマンドによって報告される SIZE 値は、通常、プール内の物理ディスク
領域の大きさですが、プールの冗長性レベルに応じて異なります。zfs list コマン
ドは、使用可能な領域のうち、ファイルシステムで利用できる領域を示します。これ
は、ディスク領域から ZFS プール冗長性メタデータオーバーヘッド (ある場合) を差し
引いたものです。詳細は、次の例を参照してください。

■ 非冗長性ストレージプール – 136G バイトの 1 つのディスクで作成されていま
す。zpool list コマンドは SIZE および初期 FREE 値を 136G バイトとして報告し
ます。次の例に示すように、zfs list コマンドによって報告される初期 AVAIL 領
域は、プールメタデータオーバーヘッドが少量あるため 134G バイトです。

# zpool create tank c0t6d0

# zpool list tank

NAME   SIZE  ALLOC   FREE    CAP  DEDUP  HEALTH  ALTROOT

tank   136G  95.5K   136G     0%  1.00x  ONLINE  -

# zfs list tank

NAME   USED  AVAIL  REFER  MOUNTPOINT

tank    72K   134G    21K  /tank

■ ミラー化されたストレージプール – 136G バイトの 2 つのディスクで作成されてい
ます。zpool list コマンドは SIZE を 136G バイトおよび初期 FREE 値を 136G バ
イトと報告します。この報告は、デフレートされた領域値と呼ばれます。次の例に
示すように、zfs list コマンドによって報告される初期 AVAIL 領域は、プールメ
タデータオーバーヘッドが少量あるため 134G バイトです。

# zpool create tank mirror c0t6d0 c0t7d0

# zpool list tank

NAME   SIZE  ALLOC   FREE    CAP  DEDUP  HEALTH  ALTROOT

tank   136G  95.5K   136G     0%  1.00x  ONLINE  -

# zfs list tank

NAME   USED  AVAIL  REFER  MOUNTPOINT

tank    72K   134G    21K  /tank

■ RAID-Z ストレージプール – 136G バイトの 3 つのディスクで作成されていま
す。zpool list コマンドは SIZE を 408G バイトおよび初期 FREE 値を 408G バイ
トと報告します。この報告は、インフレートされたディスク領域値と呼ばれます。
パリティー情報などの冗長性オーバーヘッドが含まれています。zfs list コマン
ドによって報告される初期 AVAIL  領域は、プール冗長性オーバーヘッドのため
133G バイトです。次の例は RAIDZ-2 プールを作成しています。

# zpool create tank raidz2 c0t6d0 c0t7d0 c0t8d0

# zpool list tank
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NAME   SIZE  ALLOC   FREE    CAP  DEDUP  HEALTH  ALTROOT

tank   408G   286K   408G     0%  1.00x  ONLINE  -

# zfs list tank

NAME   USED  AVAIL  REFER  MOUNTPOINT

tank  73.2K   133G  20.9K  /tank

ZFS ファイルシステムを利用可能にする

ZFS ファイルシステムを利用可能にする方法は、Oracle Solaris 10 リリースと次の点で
似ています。

■ ZFS ファイルシステムは、作成時に自動的にマウントされ、システムのブート時に
自動的に再マウントされます。

■ ZFS ファイルシステムに旧バージョンのマウントを作成する場合を除き、ZFS ファ
イルシステムをマウントするために /etc/vfstab ファイルを変更する必要はあり
ません。旧バージョンのマウントを使用するよりも、ZFS ファイルシステムを自動
マウントすることを推奨します。

■ ファイルシステムを共有するために、/etc/dfs/dfstab ファイルを変更する必要
はありません。68 ページの「ZFS ファイルシステムの共有の変更点」を参照し
てください。

■ UFS ルートと同様に、スワップデバイスは /etc/vfstab ファイルにエントリを持
つ必要があります。

■ NFS 共有を使用することで、Oracle Solaris 10 システムと Oracle Solaris 11 システム
の間でファイルシステムを共有できます。

■ NFS または SMB 共有を使用することで、Oracle Solaris 11 システム間でファイルシ
ステムを共有できます。

■ Oracle Solaris 10 システムから ZFS ストレージプールをエクスポートしたあと、そ
れを Oracle Solaris 11 システムにインポートできます。

ファイルシステムのモニタリング

ファイルシステムのモニタリングおよびファイルシステム操作に関するレポート
に、fsstat コマンドを使用できます。異なる種類のアクティビティーをレポートす
るいくつかのオプションがあります。たとえば、マウントポイント別またはファイル
システムタイプ別に情報を表示できます。次の例では、fsstat コマンドは、ZFS モ
ジュールが最初にロードされた時点からの ZFS ファイルシステムのすべての操作を表
示します。

$ fsstat zfs
new  name   name  attr  attr lookup rddir  read read  write write
file remov  chng   get   set    ops   ops   ops bytes   ops bytes
268K  145K 93.6K 28.0M 71.1K   186M 2.74M 12.9M 56.2G 1.61M 9.46G zfs
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その他の例については、fsstat(1M) を参照してください。

ZFS とアプリケーションの間でのメモリーの管理
user_reserve_hint_pct tunable パラメータは、アプリケーションのメモリー使用
に関するヒントをシステムに提供します。このヒントは、アプリケーションでより多
くのメモリーを使用できるように、ZFS Adaptive Replacement Cache (ARC) の増加を制
限するために使用されます。このパラメータの使用については、https://support.
oracle.com/ にある Oracle Solaris 11.2 での ZFS とアプリケーションの間でのメモ
リーの管理に関するドキュメント (Doc ID 1663862.1) を参照してください。

NFS nfsmapid 構文の変更
nfsmapid サービスを変更するための構文 (/etc/nsswitch.conf ファイル内の
passwd および group エントリを使用して NFSv4 ユーザーおよびグループ ID をマッ
ピングする) が変更されています。

nfsmapid サービスは次のとおりです。
# svcs mapid
STATE          STIE    FMRI
online         Apr_25   svc:/network/nfs/mapid:default

次のようにサービスインスタンスを変更します。
# svccfg -s svc:/network/nfs/mapid:default
svc:/network/nfs/mapid:default> listprop
nfs-props                          application
nfs-props/nfsmapid_domain         astring     fooold.com
general                            framework
general/complete                  astring
general/enabled                   boolean     false
restarter                          framework            NONPERSISTENT
restarter/logfile                 astring     /var/svc/log/network-nfs-mapid:default.log
restarter/contract                count       137
restarter/start_pid               count       1325
restarter/start_method_timestamp  time        1366921047.240441000
restarter/start_method_waitstatus integer     0
restarter/auxiliary_state         astring     dependencies_satisfied
restarter/next_state              astring     none
restarter/state                   astring     online
restarter/state_timestamp         time        1366921047.247849000
general_ovr                        framework            NONPERSISTENT
general_ovr/enabled               boolean     true
svc:/network/nfs/mapid:default> setprop nfs-props/nfsmapid_domain = newfoo.com
svc:/network/nfs/mapid:default> listprop
nfs-props                          application
nfs-props/nfsmapid_domain         astring     foonew.com
.
.
.
svc:/network/nfs/mapid:default> exit
# svcadm refresh svc:/network/nfs/mapid:default
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ZFS ファイルシステムの共有の変更点
Oracle Solaris 10 では、sharenfs または sharesmb プロパティーを設定して ZFS ファ
イルシステム共有を作成して公開します。または、レガシーの share コマンドを使用
できます。Oracle Solaris 11 11/11 では、ファイル共有が強化され、コマンド構文が変
更されました。この変更の詳細については『Oracle Solaris 11.2 での ZFS ファイルシス
テムの管理 』の「旧バージョンの ZFS 共有の構文」を参照してください。
Oracle Solaris 11.1 以降、ZFS ファイル共有の次の機能拡張が行われました。

■ 共有の構文は簡素化されています。ファイルシステムを共有するには、share.nfs
または share.smb プロパティーを次のように設定します。

# zfs set share.nfs=on tank/home

■ 子孫ファイルシステムへの共有プロパティーの継承の向上をサポート。前の例の
share.nfs プロパティー値は、次の例に示すように、すべての子孫ファイルシス
テムに継承されます。

# zfs create tank/home/userA

# zfs create tank/home/userB

■ 次のように、追加のプロパティー値を指定するか、既存のファイルシステム共有の
既存のプロパティー値を変更します。

# zfs set share.nfs.nosuid=on tank/home/userA

これらの追加のファイル共有の改善は、プールバージョン 34 と関連していま
す。『Oracle Solaris 11.2 での ZFS ファイルシステムの管理 』の「新しい ZFS 共有
構文」を参照してください。

ZFS 共有の移行の問題
次の共有の移行の問題を確認してください。

■ Oracle Solaris 11 システムの後続の Oracle Solaris 11 リリースへのアップグレード
– このリリースでのプロパティーの変更のために古い BE にブートする場合、ZFS
共有は正しくなくなります。ZFS 以外の共有は影響を受けません。古い BE でブー
トする予定がある場合は、ZFS データセットで共有構成を復元できるように、pkg
update 操作の前に既存の共有構成のコピーを保存してください。
次の追加情報を確認してください。
■ 古い BE で、sharemgr show -vp コマンドを使用して、すべての共有およびそ

れらの構成を一覧表示します。
■ zfs get sharenfs filesystem コマンドおよび zfs sharesmb filesystem コマンド

を使用して、共有プロパティーの値を取得します。
■ 古い BE でブートする場合は、sharenfs および sharesmb プロパティーを元の

値にリセットします。
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■ 旧バージョンの共有解除動作 – unshare -a コマンドまたは unshareall コマンド
を使用すると、共有の公開が解除されますが、SMF 共有リポジトリは更新されま
せん。既存の共有を再度共有しようとすると、共有リポジトリの競合がチェックさ
れ、エラーメッセージが表示されます。

ZFS データの複製解除の要件
複製解除 (dedup) プロパティーを使用して、ZFS ファイルシステムから冗長なデータ
を削除できます。ファイルシステムで dedup プロパティーが有効になっている場合、
重複データブロックが同期的に削除されます。次の例に示すように、結果は一意の
データのみが格納され、共通のコンポーネントはファイル間で共有されます。
# zfs set dedup=on tank/home

次の手順を実行してシステムがデータの複製解除をサポートできるかどうかを判断す
るまでは、本稼働システムに常駐するファイルシステムで dedup プロパティーを有効
にしないでください。

1. 複製解除による領域の節約がデータに有益であるかどうかを判断します。データ
を複製解除できない場合、dedup を有効にしても無駄です。次のコマンドを実行
すると、著しく大量のメモリーが使用されます。

# zdb -S tank

Simulated DDT histogram:

bucket              allocated                       referenced

______   ______________________________   ______________________________

refcnt   blocks   LSIZE   PSIZE   DSIZE   blocks   LSIZE   PSIZE   DSIZE

------   ------   -----   -----   -----   ------   -----   -----   -----

1    2.27M    239G    188G    194G    2.27M    239G    188G    194G

2     327K   34.3G   27.8G   28.1G     698K   73.3G   59.2G   59.9G

4    30.1K   2.91G   2.10G   2.11G     152K   14.9G   10.6G   10.6G

8    7.73K    691M    529M    529M    74.5K   6.25G   4.79G   4.80G

16      673   43.7M   25.8M   25.9M    13.1K    822M    492M    494M

32      197   12.3M   7.02M   7.03M    7.66K    480M    269M    270M

64       47   1.27M    626K    626K    3.86K    103M   51.2M   51.2M

128       22    908K    250K    251K    3.71K    150M   40.3M   40.3M

256        7    302K     48K   53.7K    2.27K   88.6M   17.3M   19.5M

512        4    131K   7.50K   7.75K    2.74K    102M   5.62M   5.79M

2K        1      2K      2K      2K    3.23K   6.47M   6.47M   6.47M

8K        1    128K      5K      5K    13.9K   1.74G   69.5M   69.5M

Total    2.63M    277G    218G    225G    3.22M    337G    263G    270G

dedup = 1.20, compress = 1.28, copies = 1.03, dedup * compress / copies = 1.50

推定される dedup 率が 2 より大きい場合は、複製解除によって領域が節約される
可能性があります。
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ZFS バックアップ機能の検討

この例では、dedup 率 (dedup = 1.20) が 2 より小さいため、複製解除の有効化は
推奨されません。

2. システムに複製解除をサポートするための十分なメモリーがあることを次のよう
に確認します。
■ コア内の各複製解除テーブルエントリは、およそ 320 バイトです。
■ 割り当てられているブロック数に 320 を掛けます。

in-core DDT size = 2.63M x 320 = 841.60M

3. 複製解除のパフォーマンスは、複製解除テーブルがメモリーに収まる場合に最適
になります。テーブルをディスクに書き込む必要がある場合は、パフォーマンス
が低下します。十分なメモリーリソースがない状態でファイルシステムに対する
複製解除を有効にすると、ファイルシステム関連の操作時にシステム性能が低下
する可能性があります。たとえば、十分なメモリーリソースがない状態で、dedup
が有効になっている大容量のファイルシステムを削除すると、システム性能に影
響が出る可能性があります。

ZFS バックアップ機能の検討

■ ufsdump および ufsrestore コマンドに相当する機能はありません - 機能を組み合
わせることにより、ファイルシステムのバックアップ機能を提供できます。

■ 必要に応じて、あとで変更できる重要なファイルシステムおよびクローンファイル
システムの ZFS スナップショットを作成します。

■ ZFS スナップショットをリモートシステムに送受信します。
■ tar、cpio、pax などのアーカイブユーティリティーまたはエンタープライズバッ

クアップ製品を使用して ZFS データを保存します。

ZFS ファイルシステムへのファイルシステムデータの移行

Oracle Solaris 11 を実行しているシステムにデータを移行する場合は、次の推奨される
ベストプラクティスを検討してください。

UFS から ZFS へのデータ移行のベストプラクティス

次のガイドラインに従ってください。

■ UFS ディレクトリおよび ZFS ファイルシステムを同じファイルシステム階層に混
在させないでください。このモデルを管理および保守するのは困難です。
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ZFS ファイルシステムへのファイルシステムデータの移行

■ NFS の旧バージョンの共有 ZFS ファイルシステムおよび ZFS の NFS 共有ファイル
システムを混在させないでください。このモデルを保守するのは困難です。ZFS の
NFS 共有ファイルシステムのみを使用することを検討してください。

■ 既存の UFS データを NFS 経由で ZFS ファイルシステムに移行するには、シャドウ
マイグレーション機能を使用します。

ZFS シャドウマイグレーションを使用したデータ移
行
ZFS シャドウマイグレーションツールを使用すると、データを既存のファイルシステ
ムから新しいファイルシステムに移行できます。シャドウファイルシステムが作成さ
れ、次に、必要に応じてそのファイルシステムが次元のソースからデータを取得しま
す。
シャドウマイグレーション機能を使用すると、次のようにファイルシステムを移行で
きます。

■ ローカルまたはリモート ZFS ファイルシステムからターゲット ZFS ファイルシス
テムへ

■ ローカルまたはリモート UFS ファイルシステムからターゲット ZFS ファイルシス
テムへ

シャドウマイグレーションは、移行するデータを取得したあと、次の操作を実行する
プロセスです。

■ 空の ZFS ファイルシステムを作成します。
■ 次の例に示すように、ターゲット (またはシャドウ) ファイルシステムである空の

ZFS ファイルシステムで、移行先のファイルシステムを指すように shadow プロパ
ティーを設定します。

# zfs create -o shadow=nfs://system/export/home/ufsdata users/home/shadow2

■ 移行するファイルシステムからのデータが、シャドウファイルシステムにコピーさ
れます。詳細な段階については、『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファイルシステム
の管理 』の「ZFS ファイルシステムを移行する」を参照してください。

ファイルシステムを移行する場合は、次の考慮事項を確認してください。

■ 移行するファイルシステムを読み取り専用に設定する必要があります。ファイルシ
ステムが読み取り専用に設定されていない場合、進行中の変更が移行されない可能
性があります。

■ ターゲットファイルシステムは、完全に空である必要があります。
■ 移行中にシステムがリブートされた場合、移行はリブート後に継続されます。
■ 完全に移行されていないディレクトリコンテンツへのアクセス、または完全に移行

されていないファイルコンテンツへのアクセスは、コンテンツ全体が移行されるま
でブロックされます。
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ZFS ファイルシステムへのファイルシステムデータの移行

■ NFS での移行時に、UID、GID、および ACL 情報をシャドウファイルシステムに
移行する場合は、ネームサービス情報がローカルおよびリモートシステムの間でア
クセス可能であることを確認してください。NFS 経由で大規模なデータ移行を実
行する前に、すべての ACL 情報が適切に移行されるかどうかを確認するテスト用
に、移行するファイルシステムデータのサブセットをコピーすることを考慮しても
かまいません。

■ ネットワーク帯域幅によっては、NFS 経由のファイルシステムデータの移行は低
速になる場合があります。

■ shadowstat コマンドを使用して、ファイルシステムのデータ移行をモニターしま
す。

UFS データの ZFS ファイルシステムへの移行

次の例に示すように、ufsrestore コマンドを使用して以前の ufsdump ダンプを復元
することもできます。

# mount -F nfs rsystem:/export/ufsdata /tank/legacyufs
# ls /tank/legacyufs
ufsdump-a
# zfs create tank/newzfs
# cd /tank/newzfs
# ufsrestore rvf /tank/legacyufs/ufsdump-a

元の UFS ファイルシステムデータに POSIX ドラフト ACL が含まれている場合、それ
は NFSv4 ACL に変換されます。『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファイルシステムの管
理 』の第 9 章「ACL および属性を使用した Oracle Solaris ZFS ファイルの保護」を参
照してください。
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 6 ♦  ♦  ♦        第    6    章 

ソフトウェアおよびブート環境の管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでソフトウェアおよびブート環境 (BE) を管理
する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。

■ 73 ページの「ソフトウェアのパッケージの変更」
■ 74 ページの「Oracle Solaris 10 SVR4 パッケージと IPS パッケージの比較」
■ 76 ページの「IPS インストールパッケージグループ」
■ 77 ページの「ソフトウェアパッケージに関する情報の表示」
■ 78 ページの「Oracle Solaris システムでのソフトウェアの更新」
■ 80 ページの「ブート環境の管理」

ソフトウェアのパッケージの変更

Image Packaging System (IPS) は、ソフトウェアライフサイクル管理の機能 (パッケージ
のインストール、アップグレード、削除など) を提供するフレームワークです。IPS で
は、Oracle Solaris 10 で使用されている旧バージョンの SVR4 パッケージ化メカニズム
と大きく異なるパッケージ化メカニズムを使用します。

IPS パッケージは、ディレクトリ、ファイル、リンク、ドライバ、依存関係、グルー
プ、ユーザー、およびライセンス情報を、定義済みの形式で集めたものです。このコ
レクションはパッケージのインストール可能なオブジェクトを表します。パッケージ
には、パッケージ名や説明などの属性があります。IPS パッケージは、IPS パブリッ
シャーが提供する IPS パッケージリポジトリに格納されます。『Oracle Solaris 11.3 ソ
フトウェアの追加と更新 』の第 1 章「Image Packaging System の概要」を参照してく
ださい。

IPS には、ソフトウェアパッケージの一覧表示、検索、インストール、更新、および
削除を行うことができる一連の pkg コマンドが含まれています。『Oracle Solaris 11.3
ソフトウェアの追加と更新 』の 2 - 4 章を参照してください。IPS コマンドにより、
パッケージパブリッシャーの管理、パッケージリポジトリのコピーまたは作成、複数
のインストール済みバージョンがあるアプリケーションのデフォルトのパスの構成、
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Oracle Solaris 10 SVR4 パッケージと IPS パッケージの比較

およびイメージプロパティーの設定もできます。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 パッ
ケージリポジトリのコピーと作成 』の第 4 章「ローカル IPS パッケージリポジトリの
保守」および『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追加と更新 』の第 5 章「インストー
ルされるイメージの構成」を参照してください。

Oracle Solaris 10 SVR4 パッケージと IPS パッケージの比較

ソフトウェアパッケージングの変更点に関する次の情報を確認してください。

■ パッケージ名の SUNW 接頭辞は使用されなくなりました。IPS の導入で、すべての
ソフトウェアパッケージの名前が変更されます。互換性のため、以前の SVR4 パッ
ケージデータベースに 1 組のマッピングが追加されています。このマッピングに
よって、旧バージョンの SVR4 パッケージをインストールする管理者のためにパッ
ケージの依存関係が必ず満たされるようになります。

■ pkgadd など、特定の SVR4 パッケージコマンドは旧バージョンの SVR4 パッケー
ジを管理するために保持されていますが、プライマリパッケージインストールおよ
び更新インタフェースは pkg(1) コマンドセットです。以前に pkgadd コマンドを
使用して特定のパッケージをインストールした場合は、そのパッケージを IPS パッ
ケージとして使用できるかどうかを確認できます。IPS パッケージ名はおそらく異
なっています。
次のように、特定の SVR4 パッケージを見つけます。

$ pkg info -g http://pkg.oracle.com/solaris/release/ SUNWcsl

   Name: SUNWcsl

       Summary:

         State: Not installed (Renamed)

    Renamed to: system/library@0.5.11-0.133

                consolidation/osnet/osnet-incorporation

     Publisher: solaris

       Version: 0.5.11

 Build Release: 5.11

        Branch: 0.133

Packaging Date: Wed Oct 27 18:35:58 2010

          Size: 0.00 B

          FMRI: pkg://solaris/SUNWcsl@0.5.11,5.11-0.133:20101027T183558Z 

前の出力は、SVR4 SUNWcsl パッケージの名前が IPS system/library パッケージ
に変更されたことを示しています。次のようにして、IPS パッケージがインストー
ルされているかどうかを判別します。

$ pkg list system/library

NAME (PUBLISHER)                                  VERSION                    IFO

system/library                                    0.5.11-0.175.3.0.0.11.0    i--
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Oracle Solaris 10 SVR4 パッケージと IPS パッケージの比較

前の出力は、system/library パッケージがすでにインストールされていることを
示しています。パッケージがインストールされていなかった場合、次のようにして
パッケージをインストールします。

$ pkg install system/library

■ SVR4 パッケージを IPS パッケージとして使用できる場合は、SVR4 パッケージで
はなく IPS パッケージをインストールします。IPS パッケージをインストールする
と、イメージのその他の部分と互換性のあるバージョンのみをインストールでき、
依存関係が自動的に確認されて更新されます。『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの
追加と更新 』を参照してください。
前の例では、SVR4 パッケージをインストールしようとしても、system/library
IPS パッケージが自動的にインストールされます。ただし、この例では、パッケー
ジはすでにインストールされているため、コマンドは次のメッセージを返します。

$ pkg install SUNWcsl

No updates necessary for this image.

■ patchadd などのいくつかの SVR4 パッケージコマンドが使用できなくなりまし
た。代わりに、IPS の pkg update コマンドを使用してください。このコマンドを
使用すると、パッケージのすべての依存関係が自動的に解決されます。

■ IPS パッケージ名は、Fault Manager リソース識別子 (FMRI) の命名スタイルを使用
します。また、パッケージ名は短縮される代わりに階層化されています。繰り返
しますが、Oracle Solaris 10 のコアシステムライブラリパッケージは SUNWcsl です
が、IPS 名は system/library です。system/library の FMRI 形式は次のように
なります。

pkg://solaris/system/library@0.5.11,5.11-0.175.3.0.0.11.0:20141123T202303Z

『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追加と更新 』の「障害管理リソース識別
子」を参照してください。

注記 - 各パッケージで提供されるファイルの組織再構成のために、Oracle Solaris 10
のパッケージ名と Oracle Solaris 11 のパッケージ名が 1 対 1 で厳密に対応していま
せん。

■ Oracle Solaris 10 パッケージは、開発、ドキュメント、および実行時コンポーネ
ントに分割されています。Oracle Solaris 11 では、これらすべてのコンポーネント
が 1 つのパッケージで提供されます。pkg change-facet コマンドを使用して、
マニュアルページやヘッダーファイルなどの特定のコンポーネントを除外できま
す。『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追加と更新 』の「オプションのコンポー
ネントのインストールの制御」を参照してください。

■ SVR4 パッケージおよびパッチツールは引き続き、Oracle Solaris 10 コンテナでサ
ポートされます。Oracle Solaris 10 のこれらの非大域ブランドゾーンは、ゾーンと
ブランドゾーンを使用して Oracle Solaris 11 で動作します。156 ページの「Oracle
Solaris Zones Features」を参照してください。
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IPS インストールパッケージグループ

次の表では、SVR4 パッケージおよびパッチコマンドと IPS パッケージコマンドを比
較しています。

表 6 SVR4 パッケージコマンドおよび同等の IPS パッケージコマンド

SVR4 パッケージコマンド 同等の IPS パッケージコマンド

pkgadd pkg install

patchadd pkg update

pkgrm pkg uninstall

pkgadm addcert、pkgadm removecert pkg set-publisher -k、-c、--approve-ca-
cert、--revoke-ca-cert、unset-ca-cert

pkginfo、pkgchk -l pkg info、pkg list、pkg contents、pkg
search

pkgchk pkg verify、pkg fix、pkg revert

IPS インストールパッケージグループ
Oracle Solaris 10 のインストール方法では、最小限のネットワーク、デスクトップ、
開発者、サーバー用に全部など、システムの目的に基づいてパッケージグループをイ
ンストールするソフトウェアパッケージクラスタが用意されています。Oracle Solaris
11 では、大規模サーバー、小規模サーバーまたは非大域ゾーン、最小限のサーバー、
およびグラフィカルデスクトップ環境に適したグループパッケージが用意されてい
ます。これらの各グループパッケージは、システムにさまざまなパッケージセット
をインストールします。すべての *group/system/solaris* パッケージは group/
system/solaris-core-platform パッケージをインストールします。

次のようにパッケージグループの情報を表示します。
$ pkg list -as '*group/system/solaris*'

システムに現在インストールされている Oracle Solaris パッケージグループは、次のよ
うに判断します。
# pkg list group/system/solaris-\* 

IPS には、システム上にインストールして信頼できるデスクトップやマルチユーザー
デスクトップを提供できる、その他のメタパッケージやグループパッケージも含まれ
ています。Solaris 10 SUNWCall パッケージクラスタのインストールと同様に、ほとん
どのパッケージをインストールする場合は、group/system/solaris-large-server
パッケージグループをインストールすることを検討してください。

パッケージグループの内容は、次のように表示できます。
$ pkg contents -ro type,fmri -t depend group-package-name

各パッケージグループに含まれているパッケージの完全なリストについて
は、『Oracle Solaris 11.3 Package Group Lists 』を参照してください。
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pkg contents コマンドの出力に表示される依存関係には、多くの場合に個々の依存
関係があり、このことはさらに多くのパッケージがシステムに実際にインストールさ
れていることを意味します。完全なリストについては、次のコマンドを使用します。
# pkg exact-install -nv --require-new-be entire group-package-name

詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追加と更新 』の「グループパッケージ内
のすべてのインストール可能なパッケージの一覧表示」を参照してください。

ソフトウェアパッケージに関する情報の表示
ソフトウェアパッケージに関する情報を表示するには、次の例を参照してください。
パッケージに関する情報を表示するために特別な特権は必要ありません。

システムに現在インストールされているパッケージを一覧表示します。
$ pkg list | more

現在のイメージ内に特定のパッケージがインストールされているかどうか、および更
新が利用できるかどうかを確認します。
$ pkg list amp
pkg list: no packages matching 'amp' installed

インストールされていないパッケージの詳細情報を表示します。次のように、-r オプ
ションを使用してパッケージリポジトリをクエリーします。
$ pkg info -r amp
         Name: amp
       Summary:
         State: Not installed (Renamed)
    Renamed to: web/amp@0.5.11-0.133
                consolidation/sfw/sfw-incorporation
     Publisher: solaris
       Version: 0.5.11
        Branch: 0.133
Packaging Date: Wed Oct 27 18:31:05 2010
          Size: 0.00 B
          FMRI: pkg://solaris/amp@0.5.11-0.133:20101027T183105Z

          Name: group/feature/amp
       Summary: AMP (Apache, MySQL, PHP) Deployment Kit for Oracle Solaris
   Description: Provides a set of components for deployment of an AMP (Apache, MySQL,PHP)
 stack on Oracle Solaris
      Category: Meta Packages/Group Packages(org.opensolaris.category.2008)
                Web Services/Application and Web Servers (org.opensolaris.category.2008)
         State: Not installed
     Publisher: solaris
       Version: 0.5.11 
 Build Release: 5.11
        Branch: 0.175.3.0.0.18.0
Packaging Date: Sun Mar 15 19:45:04 2015          
          Size: 5.46 kB  
          FMRI: pkg://solaris/group/feature/amp@0.5.11,5.11-0.175.3.0.0.18.0:
20150315T194504Z
    
          Name: web/amp
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       Summary:
         State: Not installed (Renamed)
    Renamed to: group/feature/amp@0.5.11-0.174.0.0.0.0.0
                consolidation/ips/ips-incorporation
     Publisher: solaris
       Version: 0.5.11
        Branch: 0.174.0.0.0.0.0
Packaging Date: Wed Sep 21 19:15:02 2011
          Size: 5.45 kB
          FMRI: pkg://solaris/web/amp@0.5.11-0.174.0.0.0.0.0:20110921T191502Z

インストールするツールの名前はわかっているが、パッケージの名前がわからない場
合は、次のいずれかの方法で search サブコマンドを使用します。
$ pkg search /usr/bin/emacs
INDEX      ACTION VALUE         PACKAGE
path       file   usr/bin/emacs pkg:/editor/gnu-emacs@24.3-0.175.3.0.0.11.0
    
  

$ pkg search file::emacs
INDEX      ACTION VALUE         PACKAGE
basename   file   usr/bin/emacs pkg:/editor/gnu-emacs@24.3-0.175.3.0.0.11.0

Oracle Solaris システムでのソフトウェアの更新
IPS では、利用可能な更新があるシステム上のすべてのパッケージを更新できます。
または、パッケージの依存関係やイメージポリシーによる制約のない個々のパッケー
ジを更新できます。パッケージが制約を受けている場合、インストールまたは更新の
妨げとなっている制約を示すメッセージが表示されます。パッケージの制約は通常、
依存関係またはバージョンの問題を示しています。

一部のパッケージのインストールまたは更新については、クローンまたはバックアッ
プ BE が自動的に作成されます。クローン (新しい) BE が作成されている場合、変更
はクローン内で行われ、現在の BE は変更されません。変更を表示するには、新しい
クローン BE をリブートします。変更内容に満足できない場合は、元の BE をリブー
トできます。バックアップ BE が作成されている場合、変更は現在の BE で行われ、
変更が行われる前に、バックアップ BE が現在の BE のクローンになります。変更内
容に満足できない場合は、バックアップ BE をリブートできます。pkg コマンドオプ
ションとイメージポリシー設定を指定して、新しいまたはバックアップ BE を明示的
に要求できます。『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追加と更新 』および pkg(1) のマ
ニュアルページを参照してください。
次のオプションを指定できます。

■ インストール後にソフトウェアパッケージを追加する – パッケージを追加するに
は、pkg install コマンドを使用します。『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追
加と更新 』の第 3 章「ソフトウェアパッケージのインストールおよび更新」を参
照してください。

■ インストール後の選択した 1 つまたは複数のパッケージの追加 - 次の例に示すよう
に、コマンド行に 1 つまたは複数のパッケージを指定して、1 つだけのパッケージ
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または少数のパッケージを更新できます。ほかのパッケージが既存の依存関係に
従って、自動的に更新またはインストールされる場合があります。

# pkg update tcsh

■ インストールしたシステム上のすべてのパッケージの更新 –次のように、システム
上の使用可能な更新があるすべてのパッケージを更新します。

# pkg update

実際にパッケージをインストールすることなく、インストールされるソフトウェア
パッケージに関する情報を表示する場合は、pkg update コマンドで、-n および -v
オプションを指定します。

# pkg update -nv

パッケージリポジトリの内容に応じて、システムが特定の Oracle Solaris 11 リリー
スから後続の Oracle Solaris 11 リリースに自動的に更新される可能性があります。
システムアップグレードの制御の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追加
と更新 』の第 4 章「Oracle Solaris イメージの更新またはアップグレード」を参照
してください。
次のようにして、利用可能な更新のあるインストール済みパッケージのリストを表
示します。

# pkg list -u  '*jre*'NAME (PUBLISHER)

VERSION                    IFOruntime/java/jre-7

1.7.0.72.14                i--$pkg list -n jre-7NAME (PUBLISHER)

VERSION                    IFOruntime/java/jre-7

1.7.0.76.13                ---$ pkg list -af jre-7NAME (PUBLISHER)

VERSION                    IFOruntime/java/jre-7

1.7.0.76.13                ---runtime/java/jre-7

1.7.0.72.14                i--runtime/java/jre-7

1.7.0.65.17                ---runtime/java/jre-7

1.7.0.60.19                ---runtime/java/jre-7

1.7.0.55.13                ---runtime/java/jre-7

1.7.0.51.34                ---...

■ 修正を提供するパッケージ更新をインストールする – 必要に応じて、Support
Repository Update (SRU) を適用します。SRU は定期的に行われます。SRU は現在の
Oracle Solaris 11 リリースにのみ適用され、一般的に以前のリリースに対しては提
供されません。

Oracle Solaris 11 システムへの保守更新のインストール
アクティブな Oracle サポートプランを持っている場合は、Oracle Solaris 11 システ
ムを定期的に更新できるように support パッケージリポジトリにアクセスできま
す。support リポジトリの更新は、SRU (Support Repository Update) と呼ばれ、定期的
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に発生します。SRU は、Oracle Solaris 10 リリースで使用できる保守更新またはパッチ
バンドルに代わるものです。次の Oracle Solaris 11 のリリースは、support リポジト
リ、または現在利用可能な OS を提供する release リポジトリで入手できるようにな
ります。SRU は現在のリリースに適用され、一般的に以前の Oracle Solaris 11 リリー
スに対しては提供されません。80 ページの「Oracle Solaris サポートリポジトリへ
のアクセスを構成する方法」を参照してください。

https_proxy と http_proxy を使用してインストールされたゾーンを持つシステム上
の IPS リポジトリにアクセスする必要がある場合は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と
使用 』の「インストール済みのゾーンがあるシステムでのプロキシ構成」を参照して
ください。『Oracle Solaris 11.3 ソフトウェアの追加と更新 』の「プロキシの指定」も
参照してください。

パッケージリポジトリのコピーおよび作成の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 パッケージ
リポジトリのコピーと作成 』を参照してください。

システムイメージを更新するための最善な方法の選択の詳細は、『Oracle Solaris 11.3
ソフトウェアの追加と更新 』の第 4 章「Oracle Solaris イメージの更新またはアップグ
レード」を参照してください。

Oracle Solaris サポートリポジトリへのアクセスを構
成する方法

1. 次のサイトにログインします。
https://pkg-register.oracle.com/

2. 「Product」リストから「Oracle Solaris 11 Support」オプションを選択して、
「Submit」ボタンを押してライセンス契約書に同意します。

3. SSL 鍵と証明書をダウンロードするには、ダウンロードページの指示に従います。

4. support リポジトリに Oracle Solaris パブリッシャーを設定します。
# pkg set-publisher \
-k /var/pkg/ssl/Oracle_Solaris_11_Support.key.pem \
-c /var/pkg/ssl/Oracle_Solaris_11_Support.certificate.pem \
-g https://pkg.oracle.com/solaris/support solaris

ブート環境の管理
ブート環境 (BE) は、イメージのブート可能なインスタンスです。Oracle Solaris 11 で
は、pkg update コマンドを使用して BE を更新し、beadm コマンドを使用して BE を
作成、一覧表示、名前変更、アクティブ化、および削除します。
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ブート環境の管理用ツール

ZFS BE を管理するための lu コマンドセットが beadm ユーティリティーに置き換え
られています。ほとんどの場合、pkg update コマンドによってクローン BE が作成
および更新されます。ただし、このコマンドは、どの場合でも新規またはバックアッ
プ BE を作成することを保証するわけではありません。目的の結果を指定するには、
適切な pkg update コマンドを使用してください。また、新規 BE とバックアップ BE
の動作は異なります。新規 BE では、更新は新規 BE 内で行われます。一方、バック
アップ BE を作成する場合、更新は現在の BE 内で行われます。

表 7 ブート環境のコマンド構文の比較

Oracle Solaris 10 の構文 Oracle Solaris 11 の構文 説明

lucreate -n newBE beadm create newBE 新しい BE を作成します

lustatus beadm list BE 情報を表示します

luactivate newBE beadm activate newBE BE を有効にします

ludelete BE beadm destroy BE 非アクティブな BE を破棄します

luupgrade または patchadd pkg update BE をアップグレードまたは更新します

『Oracle Solaris 11.3 ブート環境の作成と管理 』および beadm(1M) を参照してくださ
い。

ほとんどの場合、pkg update コマンドは、オペランドなしで使用すると次のアク
ションを実行します。

1. ブート可能なイメージである現在の BE のクローンを作成します。
2. クローン BE 内のパッケージを更新しますが、現在の BE 内のパッケージは更新し

ません。
3. システムの次回のブート時に、新規 BE をデフォルトのブートオプションとして設

定します。現在の BE は代替のブートオプションとして残ります。

インストール後の最初の BE の確認

Oracle Solaris のデフォルトの新規インストールを実行したあとで、次のルートプール
ファイルシステムとコンポーネントが使用可能になります。

# zfs list -r rpool
NAME                       USED  AVAIL  REFER  MOUNTPOINT
rpool                     13.0G   121G  4.58M  /rpool
rpool/ROOT                6.81G   121G    31K  legacy
rpool/ROOT/solaris        6.81G   121G  4.07G  /
rpool/ROOT/solaris/var     364M   121G   207M  /var
rpool/VARSHARE              50K   121G    50K  /var/share
rpool/dump                4.13G   121G  4.00G  -
rpool/export                63K   121G    32K  /export
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rpool/export/home           31K   121G    31K  /export/home
rpool/swap                2.06G   121G  2.00G  -

Oracle Solaris 11 ブート環境を更新する方法

ブート環境を更新するには、pkg update コマンドを使用します。クローン (新しい)
BE が作成されている場合、変更はクローン内で行われ、現在の BE は変更されませ
ん。デフォルトで、新しい BE がアクティブ化されます。変更を表示するには、新し
い BE をリブートします。変更内容に満足できない場合は、元の BE をリブートでき
ます。ベストプラクティスとして、最初に pkg update -nv コマンドを使用して、更
新されるパッケージを特定します。

注意 - BE の更新時には、ルートプールバージョンのアップグレードが必要になる可能
性があります。プールバージョンをアップグレードし、BE を更新する前に、すべて
の機能をテストし、現在の更新に問題がないことを確認します。プールバージョンの
アップグレードについては、『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファイルシステムの管理 』
の「ZFS ストレージプールをアップグレードする」を参照してください。

1. システムの既存の BE 情報を表示します。
# beadm list

2. 次のように BE を更新します。
# pkg update -nv

-nv オプションにより、実際にパッケージをインストールせずに、まずインストール
されるパッケージを特定できます。

次に、次のようにパッケージをインストールします。

# pkg update --be-name meaningfulName

新しい BE に名前を付ける場合は、意味のある名前を選択します。たとえ
ば、solaris という既存の BE がある場合、solaris-1 と呼ばれる新しい BE が作成
され、pkg update 操作の完了後に自動的にアクティブ化されます。

3. システムをリブートしてから、BE のステータスを確認します。
# init 6
.
.
.
# beadm list

4. (オプション) 新しい BE のブート時にエラーが発生した場合は、以前の BE を有効に
してブートします。
# beadm activate previousBE
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# init 6

アクティブ化された BE がブートしない場合は、127 ページの「復旧のためにバッ
クアップ BE からブートする方法」を参照してください。
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 7 ♦  ♦  ♦        第    7    章 

ネットワーク構成の管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでのネットワーク構成の管理に関する基本情報
を提供します。
この章の内容は次のとおりです。

■ 85 ページの「ネットワーク管理機能」
■ 88 ページの「ネットワーク仮想化および高度なネットワーク機能」
■ 91 ページの「Oracle Solaris 10 ネットワークプロトコルスタックと Oracle

Solaris 11 ネットワークプロトコルスタックの比較」
■ 94 ページの「ネットワーク管理コマンドの変更」
■ 102 ページの「Oracle Solaris 11 でのネットワークの構成」

ネットワーク管理機能

Oracle Solaris 11 でネットワークを構成する方法は、Oracle Solaris 10 とは異なります。
このリリースでのネットワーク管理の変更に関する詳細は、『Oracle Solaris 11.3 で
のネットワーク管理の計画 』の「Oracle Solaris におけるネットワーク管理の重要事
項」を参照してください。
新しい、または変更されたネットワーク管理機能を (アルファベット順に) 次に示しま
す。

■ データリンクの名前指定 – Oracle Solaris 11 は、データリンクの総称名をサポー
トしています。総称名は、システム上にあるネットワークデバイスの総数に応じ
て、net0、net1、netN の命名規則を使用してシステムの各データリンクに自動的
に割り当てられます。

■ DHCP のサポート – 旧バージョンの Sun DHCP 製品に加えて、Oracle Solaris 11 は
Internet Systems Consortium (ISC) DHCP サーバーをサポートしています。このソフ
トウェアはシステムに自動的にインストールされません。108 ページの「DHCP
の管理」を参照してください。
ISC DHCP のサポートには、新しい SMF サービス、新しい管理コマンド、および
新しい構成ファイルが含まれます。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での DHCP の作
業 』の「ISC DHCP サーバー」を参照してください。
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■ IP インタフェースとアドレスの構成 – ネットワークプロトコルスタックの IP レイ
ヤー (L3) でのネットワーク構成を管理するには、ipadm コマンドを使用します。
このコマンドは、IP インタフェースとアドレスのほか、IP ネットワークマルチパ
ス (IPMP) などのその他の L3 エンティティーを構成します。ipadm コマンドは、
Oracle Solaris 10 で使用される ifconfig コマンドに置き換えられます。
ipadm コマンドは、IP インタフェースとアドレスを構成するための ifconfig
コマンドとほぼ同等の機能を提供しますが、Oracle Solaris 11 では ipadm コ
マンドが IP 管理にのみ使用される点が異なります。また、ifconfig コマン
ドとは異なり、ipadm コマンドを使用して行なった変更はシステムのリブー
ト後も保持されます。場合によっては、引き続き ifconfig を使用できま
す。95 ページの「ifconfig コマンドと ipadm コマンドの比較」を参照してく
ださい。ifconfig(5) のマニュアルページも参照してください。

■ IPMP の変更 – IPMP には新しい概念モデルと、IPMP 構成を管理するための複数
のコマンドがあります。1 つの重要な変更は、IP インタフェースが 1 つの仮想 IP
インタフェース (たとえば、ipmp0) にグループ化されることです。仮想 IP インタ
フェースはすべてのデータ IP アドレスを処理するのに対して、プローブベースの
障害検出に使用される検査用アドレスは net0 などのベースとなるインタフェー
スに割り当てられます。これらの変更の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での TCP/IP
ネットワーク、IPMP、および IP トンネルの管理 』の「IPMP の動作方法」を参照
してください。
また、Oracle Solaris 11 は、IPMP 構成の管理に別のコマンドも使用します。結果
として、一部の構成タスクも別の方法で実行されます。『Oracle Solaris 11.3 での
TCP/IP ネットワーク、IPMP、および IP トンネルの管理 』の第 3 章「IPMP の管
理」を参照してください。

■ IP トンネルの管理 – IP トンネルの管理が変更され、Oracle Solaris 11 でのデータリ
ンクの管理と一貫性を持つようになりました。IP トンネルは、dladm コマンドを
使用して作成および構成します。トンネルでは、よりわかりやすい名前を割り当て
る機能など、このリリースでサポートされたほかのデータリンク機能も使用できま
す。『Oracle Solaris 11.3 での TCP/IP ネットワーク、IPMP、および IP トンネルの
管理 』の第 4 章「IP トンネルの管理について」を参照してください。

■ ネームサービスとディレクトリサービスの構成 – この構成は、/etc ディレクトリ
内のさまざまなファイルを編集して管理するのではなく、SMF を介して管理され
ます。107 ページの「ネームサービスとディレクトリサービスの構成」を参照し
てください。

■ AI を使用したインストール時のネットワーク構成 – Oracle Solaris 11.2 以
降、svc:/network/install:default SMF サービスには、ipv4_interface と
ipv6_interface という 2 つの新しいプロパティーグループタイプが含まれていま
す。タイプ ipv4_interface および ipv6_interface のプロパティーグループを
含む SC プロファイルを作成できます。svc:/network/install:default 起動メ
ソッドは、これらのタイプのプロパティーを消費したあと、インストール後の最初
のシステムブート時にそれを使用してネットワークインタフェースを構成します。
SC プロファイルには、これらのタイプのプロパティーグループをいくつでも含め
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ネットワーク管理機能

ることができます。これにより、管理者はインストール中に複数のネットワークイ
ンタフェースを構成できます。
このサービスの既存のプロパティーグループ install_ipv4_interface
と install_ipv6_interface も引き続きサポートされます。手順について
は、『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「ネットワークインタ
フェースの構成」を参照してください。

■ ネットワーク診断ツール – Fault Manager (fmd) トランスポートモジュール
(network-monitor) を使用すると、ネットワーク診断を実行したり、ネットワー
クリソースをモニタリングしたりできます。このユーティリティーは、ネットワー
ク機能の低下の原因となる状態を報告します。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワー
ク管理のトラブルシューティング 』の第 5 章「network-monitor トランスポートモ
ジュールユーティリティーを使用したネットワーク診断の実行」を参照してくださ
い。

■ ネットワークモードの実装 – Oracle Solaris 11 は、固定とリアクティブというネッ
トワーク構成の 2 つのモードをサポートしています。詳細は、『Oracle Solaris 11.3
でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「ネットワーク構成モードに
ついて」を参照してください。

■ ネットワークモニタリングツールおよび可観測性ツール - Oracle Solaris 11 には、
ネットワークトラフィックの使用状況を監視し、パケットの使用状況を分析して、
パケットの損失をトラブルシューティングするためのいくつかのツールが用意され
ています。使用するツールは、監視している機能と、機能が構成されているネッ
トワークプロトコルスタックのレイヤーによって異なることがあります。詳細と
例については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク管理のトラブルシューティン
グ 』の第 2 章「可観測性ツールを使用したネットワークトラフィック使用状況の
モニタリング」を参照してください。
これらのツールを使用するタイミングについては、次の情報に注意してください。
■ tcpstat および ipstat を使用して、サーバー上のネットワークトラフィック

に関する情報を取得します。『Oracle Solaris 11.3 での TCP/IP ネットワーク、
IPMP、および IP トンネルの管理 』の「ipstat および tcpstat コマンドを使用した
ネットワークトラフィックの監視」を参照してください。

■ snoop コマンドと同様に、Wireshark GUI またはそのコマンド行に相当する
TShark を使用して、ネットワークの問題をトラブルシューティングしたり、パ
ケット分析を実行したりできます。『Oracle Solaris 11.3 での TCP/IP ネットワー
ク、IPMP、および IP トンネルの管理 』の「TShark および Wireshark を使用し
たネットワークトラフィックの解析」を参照してください

■ My Traceroute ユーティリティー (mtr) は ping コマンドと traceroute コマン
ドの機能を単一の診断ツールに組み合わせたものであり、指定されたホストに
定期的に探索的パケットを送信するほか、現在のホストとターゲットホスト間
のネットワークホップを追跡します。さらにこのユーティリティーは、タイミ
ング情報を記録し、画面に表示して、新しいパケットが送信されて応答が返さ
れると、この情報を定期的に更新します。
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ネットワーク仮想化および高度なネットワーク機能

Oracle Solaris 11 システム上で mtr ユーティリティーを使用するには、まず
network/mtr IPS パッケージをインストールする必要があります。mtr(1M) の
マニュアルページを参照してください。

『Oracle Solaris 11.3 での TCP/IP ネットワーク、IPMP、および IP トンネルの
管理 』の「TShark および Wireshark を使用したネットワークトラフィックの解
析」も参照してください。

■ プロファイルベースのネットワーク構成 – プロファイルを使用すると、複数の
代替構成を定義でき、それぞれが単一のプロファイル (ネットワーク構成プロ
ファイル (NCP) と呼ばれる) で識別されます。たとえば、静的 IP アドレスおよび
DNS サーバー場所を使用してシステムを構成する、ノートブック PC 用の office
という名前のプロファイルを作成できます。代替の home プロファイルでは、
DHCP を使用してこの情報を取得できます。このリリースでは、プロファイルを
管理するために 2 つの追加のコマンド netcfg と netadm が使用されます。詳細
は、94 ページの「ネットワーク管理コマンドの変更」を参照してください。

■ ルーティング構成 – システムの永続的なルート (デフォルトまたはそれ以外) を構
成するには、route コマンドを使用します。route コマンドは、ルートを管理する
ための以前の方法を /etc/defaultrouter ファイルを介して置き換えます。この
ファイルは、Oracle Solaris 11 では非推奨になりました。
さらに、インストール後に /etc/defaultrouter ファイルをチェックしてシステ
ムのデフォルトルートを判別することはできません。インストール後にシステムの
デフォルトルートを判別するには、route -p show コマンドまたは netstat -nr コ
マンドを使用します。106 ページの「永続的なルートの構成」を参照してくださ
い。

■ チューニング可能値 (ネットワークパラメータ) の構成 – このリリースでは、特定
のネットワークパラメータを構成するための ndd コマンドも ipadm および dladm
コマンドに置き換えられています。99 ページの「ndd コマンドと ipadm コマン
ドの比較」、100 ページの「ndd コマンドおよび driver.conf 構成と dladm コ
マンドの比較」、および『Oracle Solaris 11.3 カーネルのチューンアップ・リファレ
ンスマニュアル 』の第 5 章「インターネットプロトコル群のチューニング可能パ
ラメータ」を参照してください。

ネットワーク仮想化および高度なネットワーク機能

Oracle Solaris 11 は、いくつかのネットワーク仮想化および高度なネットワーク機能を
サポートしています。これらの機能の詳細な説明については、『Oracle Solaris 11.3 で
のネットワーク管理の計画 』の「Oracle Solaris ネットワーク管理の重要な機能」を参
照してください。
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ネットワーク仮想化および高度なネットワーク機能

次の機能は、Oracle Solaris の新機能です。いくつかの機能拡張は、Oracle Solaris 11
11/11 で導入された機能に対するものです。

■ 外部スイッチ経由の VNIC 間の通信 – Oracle Solaris の反射型リレー機能を使用す
ると、基盤となる同じ物理 NIC を共有するローカルの Oracle Solaris ゾーンまたは
Oracle VM 間のトラフィックが、ホストの仮想スイッチではなく、常に強制的に物
理ネットワークに送信されるようにできます。『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネット
ワークとネットワークリソースの管理 』の「同じ物理ポート上の VM 間の切り替
えの制御」を参照してください。

■ VNIC に関連付けられた複数の MAC アドレスの表示 – Oracle VM Server for SPARC
内のシステムで作成された VNIC と、Oracle Solaris カーネルゾーン内の anet リ
ソースには、複数の MAC アドレスが関連付けられます。Oracle Solaris 11.2 以降
は、dladm show-vnic コマンドを使用して、VNIC に関連付けられた複数の MAC
アドレスを表示できます。『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネット
ワークリソースの管理 』の「複数の MAC アドレスを持つ VNIC を表示」およ
び『Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド (http://docs.oracle.com/cd/
E38405_01/html/E38406/index.html)』を参照してください。

■ データリンクの削除されたパケットの計算とレポート – dlstat コマンドはデータ
リンクの入力および出力パケットの削除に関するレポートをサポートするように拡
張されています。dlstat show-phys -o コマンドの出力には、入力パケットの削
除数、入力の削除あたりのバイト数、出力パケットの削除数、出力の削除あたりの
バイト数の情報を表示する 4 つの追加フィールドが含まれます。特定の例について
は、dlstat(1M) のマニュアルページを参照してください。

■ エラスティック仮想スイッチ (EVS) 機能 – EVS は、複数のホストにまたがる仮想
スイッチの管理を可能にすることによってネットワーク仮想化機能を拡張する L2
テクノロジです。Oracle Solaris EVS 機能により、マルチテナントのクラウド環境
またはデータセンター内で複数ホストにまたがる仮想ネットワークをデプロイで
きます。『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソースの管
理 』の第 6 章「エラスティック仮想スイッチの管理」を参照してください。

■ カーネルゾーン内の物理 IB HCA の PV IPoIB データリンクの表示 – これらのタイ
プのデータリンクを表示するには、dladm コマンドを使用します。『Oracle Solaris
11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソースの管理 』の「カーネルゾーン
での準仮想化 IPoIB データリンクの作成および表示」を参照してください。

■ Oracle Solaris CEE DCBX のサポート – IEEE に加えて、Oracle Solaris では、CEE
(Converged Enhanced Ethernet) DCBX (Data Center Bridging eXchange) 機能をサポー
トしています。この拡張機能により、DCB (Data Center Bridging) を使用している場
合に、多様なスイッチのセットのある環境に FcoE (Oracle Solaris Fibre Channel over
Ethernet) を展開できます。Oracle Solaris CEE DCBX では、PFC (Priority-based Flow
Control) およびアプリケーション TLV (Type-Length-Value) をサポートしています。
詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークデータリンクの管理 』の「DCB の
操作モードの設定」参照してください。

■ プライベート仮想ローカルエリアネットワーク - Oracle Solaris には、RFC 5517 規
格に定義されているプライベート仮想ローカルエリアネットワーク (PVLAN) のサ
ポートが含まれます。PVLAN を使用すると、通常の VLAN (プライマリ) をサブ
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VLAN (セカンダリ) に分割できます。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワー
クデータリンクの管理 』の第 4 章「プライベート仮想ローカルエリアネットワー
クの構成」を参照してください。

■ プローブベースのデータリンクマルチパス (DLMP) – この DLMP の機能拡張は、
DLMP アグリゲーションリンクと構成済みのターゲットの間の接続の損失を検出
します。このタイプの障害検出はリンクベースの障害検出メカニズムの制限に対処
し、データリンクと 1 ホップ目のスイッチの間の直接接続の損失が原因で発生する
障害のみを検出できます。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークデータリンクの管
理 』の「DLMP アグリゲーションのプローブベースの障害検出の構成」を参照し
てください。

■ シングルルート I/O 仮想化 (SR-IOV) – Oracle Solaris には、SR-IOV をサポートす
るネットワークデバイスを管理するための機能が含まれています。『Oracle Solaris
11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソースの管理 』の「VNIC でのシング
ルルート I/O 仮想化の使用」を参照してください。

■ VXLAN (Virtual eXtensible area network) – Oracle Solaris 11 11/11 で導入され
た VLAN のサポートに加えて、VXLAN もサポートされるようになりました。
VXLAN は、IP (L3) ネットワークの最上位にデータリンク (L2) ネットワークを
オーバーレイすることによって機能する、L2 および L3 テクノロジです。VXLAN
は VLAN を使用する際に課せられる 4K の制限に対処します。通常、VXLAN は、
複数の仮想ネットワークを分離するためにクラウドインフラストラクチャーで使
用されます。EVS 機能を使用すると VXLAN を管理できます。『Oracle Solaris 11.3
での仮想ネットワークとネットワークリソースの管理 』の第 3 章「仮想拡張ロー
カルエリアネットワークを使用することによる仮想ネットワークの構成」を参照し
てください。

■ レイヤー 3 仮想ルーター冗長プロトコル (VRRP) –Oracle Solaris 11 は、L2 VRRP
と L3 VRRP の両方をサポートしています。独自の L3 VRRP 機能は、ルーターや
ロードバランサなどに使用される IP アドレスの高可用性を実現します。L3 VRRP
では、VRRP ルーター用の固有の VRRP 仮想 MAC アドレスを構成する必要がなく
なったため、VRRP over IPMP、InfiniBand インタフェース、およびゾーンのサポー
ト能力が高まります。『ルーターまたはロードバランサとしての Oracle Solaris 11.3
システムの構成 』の第 3 章「仮想ルーター冗長プロトコルの使用」を参照してく
ださい。

Oracle VM Server for x86、Oracle VM Server for SPARC (以前は Sun Logical Domains あ
るいは LDoms と呼ばれていました)、Oracle VM Manager などの Oracle VM について
は、http://docs.oracle.com/en/ のドキュメントを参照してください。

Oracle では、たとえば仮想データセンター内に仮想プライベートネットワークを作成
する機能などのネットワーク仮想化の一部の側面を管理するための Oracle Enterprise
Manager Ops Center も提供されています。Oracle Enterprise Manager Ops Center の詳細
は、http://docs.oracle.com/en/ を参照してください。
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Oracle Solaris 10 ネットワークプロトコルスタックと Oracle
Solaris 11 ネットワークプロトコルスタックの比較

ネットワークプロトコルスタックの以前の Oracle Solaris 実装では、ソフトウェア層の
インタフェースとリンクは、ハードウェア層のデバイス上に構築されました。具体的
には、ハードウェア層のハードウェアデバイスインスタンスには、データリンク層に
対応するリンクが存在し、ネットワーク層に構成済みのインタフェースが存在してい
ました。ネットワークデバイス、そのデータリンク、およびその IP インタフェースの
間のこの 1 対 1 の関係を次の図に示します。

図   1 ネットワークデバイス、リンク、およびインタフェースを表示した Oracle
Solaris 10 のネットワークプロトコルスタック
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Oracle Solaris 10 の実装には、次の制限があります。

■ デバイス、データリンク、およびインタフェースを結び付ける 1 対 1 の関係は、
ネットワーク構成がハードウェア構成に加えてネットワークトポロジにも依存して
いることを示します。そのため、ハードウェア層で NIC の交換やネットワークト
ポロジの変更などの変更が実装された場合は、インタフェースを再構成する必要が
あります。

■ データリンク層の仮想デバイスのサポートには制限があります。Oracle Solaris 10
ではリンクアグリゲーションのみサポートされます。

■ ifconfig コマンドは論理インタフェース名を管理し、各論理インタフェースは
インタフェースの IP アドレスに対応します。管理対象機能のうち、どれがインタ
フェースに適用され、どれが個々のアドレスに適用されるかは常に明らかなわけで
はありません。

次の図に示すように、Oracle Solaris 11 では、ハードウェア層、データリンク層、お
よびネットワーク層の間の 1 対 1 の関係はそのままです。ただし、ソフトウェア層が
ハードウェア層から切り離されています。この分離により、ソフトウェア層でのネッ
トワーク構成は、ハードウェア層のチップセットやネットワークトポロジにバインド
されなくなりました。
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図   2 デバイス、リンク、およびインタフェースを表示した Oracle Solaris 11 のネット
ワークプロトコルスタック

Oracle Solaris 11 で実装された変更によって、ネットワーク管理が次の点で柔軟になり
ます。

■ ネットワーク構成が、ハードウェアレイヤーで発生する可能性のあるあらゆる変更
から分離されます。ベースとなるハードウェアが取り外された場合でも、リンクお
よびインタフェース構成は保持されます。そのため、2 枚の NIC のタイプが同じで
あれば、これらの同じ構成をどの交換用 NIC にも再適用できます。

■ ネットワーク構成がネットワークハードウェア構成から分離されることによって、
カスタマイズリンク名をデータリンク層で使用することもできます。
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■ データリンク層の抽象化によって、VLAN、VNIC、物理デバイス、リンクアグリ
ゲーションなどの複数のネットワーク抽象や構成が、データリンクという共通の管
理エンティティーに統合されます。

Oracle Solaris のネットワークプロトコルスタック内でネットワーク機能がどのように
管理されるかに関する詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク管理の計画 』の
「Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタック内のネットワーク管理」を参照して
ください。

可観測性ツールを使用して、ネットワーク構成を表示し、ネットワークスタックの各
層に構成されている機能に対するネットワークトラフィックの使用状況をモニターす
る方法については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク管理のトラブルシューティ
ング 』の第 2 章「可観測性ツールを使用したネットワークトラフィック使用状況のモ
ニタリング」を参照してください。

ネットワーク管理コマンドの変更
Oracle Solaris 10 以前のリリースでは、ifconfig コマンドは、ネットワークインタ
フェースの構成に使用される慣例的なツールです。ただし、このコマンドには永続的
な構成が実装されていません。これまで、ifconfig コマンドには、拡張によってさ
らなるネットワーク管理機能が追加されてきました。その結果、コマンドがより複雑
になり、使用方法がわかりにくい場合があります。

IP インタフェースの構成と管理に関する別の問題として、TCP/IP のプロパティー
(チューニング可能値とも呼ばれます) を管理するための簡単なツールが存在しない
点があります。ndd コマンドは長い間このための規定のカスタマイズツールでした
が、ifconfig コマンドと同様に、ndd コマンドは永続的な構成を実装しません。以前
は、ブートスクリプトの編集によって、ネットワークのシナリオで永続的な構成をシ
ミュレートすることが可能でした。サービス管理機能 (SMF) の導入により、さまざま
な SMF 依存関係の管理が複雑になるため、特に Oracle Solaris インストールへのアッ
プグレードを考慮した場合には、これらのタイプの回避策を使用するとリスクを伴う
ことがあります。
このリリースで使用するネットワーク管理コマンドに関する次の重要な点に注意して
ください。

■ ネットワークインタフェース (データリンクや、IP インタフェースとアドレス) を
構成するための ifconfig コマンドが ipadm および dladm コマンドに置き換えら
れています。ifconfig コマンドは引き続き機能しますが、主に下位互換性のため
に存在しています。また、/etc/hostname* ファイルに情報を追加する以前の方法
は、Oracle Solaris 11 ではサポートされていません。
以前に ifconfig コマンドを使用して実行していたタスクのほとんどは、dladm コ
マンド (データリンク管理用) または ipadm コマンド (IP 管理用) を使用して実行で
きます。ほとんどの ifconfig コマンドオプションには、同等の ipadm オプション
がありますが、この 2 つのコマンドの間に厳密な 1 対 1 のマッピングは存在しませ
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ん。同等のオプションについては、95 ページの「ifconfig コマンドと ipadm
コマンドの比較」を参照してください。ifconfig(5) のマニュアルページも参照し
てください。

■ ネットワークパラメータ (チューニング可能値) をカスタマイズするためのツー
ルとして、ndd コマンドも ipadm および dladm コマンドに置き換えられていま
す。ndd コマンドは Oracle Solaris 11 でも引き続き機能しますが、ipadm および
dladm コマンドの方が推奨されます。

■ Oracle Solaris 10 では、ドライバは、ドライバ固有のメカニズム (ndd コマンドや
driver.conf ファイルなど) を使用して構成します。ただし、Oracle Solaris 11 で
は、dladm プロパティーのほか、ドライバ専用プロパティーを介して一部のドライ
バ専用機能を設定することによって、一般的なドライバ機能を構成します。

注記 - ndd の一部のオプションには、同等の dladm コマンドオプションがありませ
ん。

ifconfig コマンドと ipadm コマンドの比較
ifconfig コマンドと比較すると、ipadm コマンドには次の利点があります。

■ パラメータと明確に示されたインタフェースおよびアドレスとの相互作用。
■ 両方の現在のシステム状態を管理し、リブート時に自動的に使用するために同期さ

れるその状態の永続的なレコードを保持する構成コマンド。
■ コミットされた解析可能な出力形式とシェルスクリプトで簡単に使用するための多

くのサブコマンド。
■ 管理スクリプトが個々のアドレスを容易に参照するための手段を提供する、ユー

ザー定義の IP アドレスオブジェクト名 (DHCP または IPv6 アドレス自動構成に
よって定義される IP アドレスを含む)。

次の表では、選択された ifconfig コマンドオプションと同等の ipadm コマンドを
比較しています。これらの変更の追加の説明については、ifconfig(5) のマニュアル
ページを参照してください。使用可能なすべてのオプションの包括的なリストについ
ては、ipadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

表 8 ifconfig と ipadm コマンドの比較

タスクの説明 ifconfig コマンド ipadm コマンド

すべてのインタフェー
スとそのアドレスをリ
ストします。

ifconfig -a ipadm

IP インタフェースを作
成または削除します。

plumb

unplumb

ipadm create-ip

ipadm delete-ip
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タスクの説明 ifconfig コマンド ipadm コマンド

インタフェースの静的
IP アドレスを作成また
は削除します。

[address[/prefix-
length] [dest-address]]
[addif address[/prefix-
length]] [removeif
address[/prefix-length]]
[netmask mask]
[destination dest-
address]

ipadm create-addr -a address

ipadm delete-addr

インタフェースの DHCP
アドレスを作成または
削除します。

{auto-dhcp|dhcp} [wait
seconds] start | release

ipadm create-addr -T dhcp [-w seconds ]

ipadm delete-addr -r

DHCP のリースを延長し
ます。

{auto-dhcp | dhcp}
extend

ipadm refresh-addr

リースを取得すること
なく DHCP から構成
パラメータを取得しま
す。

{auto-dhcp | dhcp}
inform

ipadm refresh-addr -i

インタフェースで DHCP
が使用中かどうかを確
認します。

{auto-dhcp | dhcp}
ping

ipadm show-addr interface

DHCP のステータスを表
示します。

{auto-dhcp | dhcp}
status

netstat -D

既存のインタフェース
で自動構成された IPv6
アドレスを作成または
削除します

inet6 plumb up

unplumb

ipadm create-addr -T addrconf

ipadm delete-addr

アドレスプロパティー
を表示/設定します。

[deprecated |
-deprecated]
[preferred |
-preferred] [private
| -private] [zone
zonename | -zones |
-all-zones][xmit |
-xmit]

ipadm show-addrprop

ipadm set-addrprop

アドレスを起動しま
す。

up ipadm up-addr

create-addr では暗黙的

明示的な down-addr に必要

アドレスを停止しま
す。

down ipadm down-addr

インタフェースプロパ
ティーを表示/設定しま
す。

[metric n] [mtu n]
[nud | -nud] [arp | -arp]
[usesrc [name | none]
[router | router]

ipadm show-ifprop

ipadm set-ifprop

IPMP グループを作成/削
除します。

plumb ipmp group
[name | ""]

unplumb

ipadm create-ipmp

ipadm delete-ipmp
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タスクの説明 ifconfig コマンド ipadm コマンド

IPMP グループへのイン
タフェースの追加

group [ name ] ipadm add-ipmp -i ifname

待機フラグをオフ/オン
にします。

standby | -standby ipadm set-ifprop -p standby=on

ipadm set-ifprop -p standby=off

IP トンネルリンクを構
成します。

[tdsttunnel-dest-addr]
[tsrc tunnel-srcs-
addr] [encaplimit
n| -encaplimit]
[thoplimit n]

dladm *-iptun コマンドセット。

リンクのハードウェア
アドレスを表示/設定し
ます。

[ether [address ]] dladm show-linkprop -p mac-address

dladm set-linkprop -p mac-address=addr

リンク上で自動的
にプッシュされるモ
ジュールを表示/設定し
ます。

[modlist] [modinsert
mod_name@pos]
[modremove
mod_name@pos]

dladm show-linkprop -p autopush

dladm set-linkprop -p autopush=modlist

サブネット、ネットマ
スク、ブロードキャス
トドメインを設定しま
す。

subnet subnet-address]
[broadcast broadcast-
address]

ipadm set-addrprop -p prefixlen=len

トンネルリンクの IPsec
ポリシーを設定しま
す。

[auth_algs
authentication-
algorithm] [encr_algs
encryption-algorithm]
[encr_auth_algs
encryption- authentication-
algorithm]

ipsecconf

ipsecconf(1M)を参照してください

同等の ipadm コマンド
がないその他のネット
ワークコマンド。

[auth_revarp] [
index if-index] [ token
address/prefix-length]

DHCP 'drop' オプション
E

該当なし

ifconfig の代替コマンド

Oracle Solaris 11 には、ifconfig -a コマンドの出力に表示される情報を置き換える単
一のコマンドはありません。ただし、ほとんどの場合は、ipadm コマンドをオプショ
ンなしで使用しても、同様の情報が得られます。詳細については、ifconfig(5) のマ
ニュアルページを参照してください。
ifconfig コマンドの代替として使用するコマンドを決定するには、次の情報を参照
してください。

■ システムのインタフェースに関する基本情報を表示するには、ipadm コマンドをオ
プションなしで使用します。
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# ipadm

NAME              CLASS/TYPE STATE        UNDER      ADDR

lo0               loopback   ok           --         --

   lo0/v4         static     ok           --         127.0.0.1/8

   lo0/v6         static     ok           --         ::1/128

net0              ip         ok           --         --

   net0/v4        dhcp       ok           --         10.134.64.65/24

   net0/v6        addrconf   ok           --         fe80::214:4fff:fefb:bbf0/10

■ MAC アドレス情報を表示するには、次のオプションを指定して dladm コマンドを
使用します。

# dladm show-linkprop -p mac-address -o link,effective

■ 詳細な IP インタフェースの状態またはプロパティー情報は次のように表示しま
す。

# ipadm show-if -o ifname,class,state,current,over

# ipadm show-ifprop -o ifname,property,proto,current

■ 詳細な IP アドレスの状態またはプロパティー情報は次のように表示します。

# ipadm show-addr -o addrobj,type,state,current,addr

# ipadm show-addrprop -o addrobj,property,current

■ IP トンネル構成の詳細は次のように表示します。

# dladm show-iptun

■ 引き続き ifconfig コマンドの使用を選択する可能性のある状況は、次のとおりで
す。
■ 任意のアドレスまたはリンクインデックス番号の論理インタフェース番号を表

示する。ipadm ではこの情報が表示されず、一部のアプリケーションではまだ
これらの番号が使用されています。

■ 診断ツールとして、ifconfig コマンドは、dladm および ipadm コマンドでは
取得できない可能性のある追加情報を提供できます。

次の 2 つの例は、システムのデータリンク (net0) に関する同様の情報の取得に使
用された場合の、ifconfig の出力と ipadm コマンドの出力の違いを比較していま
す。

# ifconfig net0

net0: flags=100001000942<BROADCAST,RUNNING,PROMISC,MULTICAST,IPv4,PHYSRUNNING> mtu 1500

 index 4

        inet 0.0.0.0 netmask 0

        ether 0:d0:b7:b9:a5:8c

# ifconfig net0 inet6

net0: flags=120002000940<RUNNING,PROMISC,MULTICAST,IPv6,PHYSRUNNING> mtu 1500 index 4

        inet6 ::/10

# ipadm show-if -o ifname,class,state,current,over net0
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IFNAME     CLASS    STATE    CURRENT       OVER

net0       ip       down     bm46--------  --

sekon# ipadm show-ifprop -o ifname,property,proto,current net0

IFNAME      PROPERTY        PROTO CURRENT

net0        arp             ipv4  on

net0        forwarding      ipv4  off

net0        metric          ipv4  0

net0        mtu             ipv4  1500

net0        exchange_routes ipv4  on

net0        usesrc          ipv4  none

net0        forwarding      ipv6  off

net0        metric          ipv6  0

net0        mtu             ipv6  1500

net0        nud             ipv6  on

net0        exchange_routes ipv6  on

net0        usesrc          ipv6  none

net0        group           ip    --

net0        standby         ip    off

ndd コマンドと ipadm コマンドの比較
ndd コマンドと比較すると、ipadm コマンドには次の利点があります。

■ プロパティーの現在値とデフォルト値、指定可能な値の範囲などの、各 TCP/IP プ
ロパティーに関する情報を提供します。そのため、デバッグ情報の取得が容易にな
ります。

■ 一貫性のあるコマンド構文に従っているため、より容易に使用できます。
■ カスタム SMF スクリプトまたは /etc/rc*.d スクリプトの使用を必要としてい

た、以前は必要とされていたコミットされていない ndd コマンドではなく、ipadm
サブコマンドを使用することで可能になるルーティングおよびトランスポート層の
チューニング可能値を永続的に構成します。

次の表では、選択された ndd コマンドオプションと同等の ipadm コマンドオプ
ションを比較しています。コマンドオプションのより包括的なリストについて
は、ipadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

表 9 ndd コマンドと ipadm コマンドの比較

ndd コマンド ipadm コマンド
bash-3.2# ndd -get /dev/ip ?
ip_def_ttl         (read and
 write)
ip6_def_hops       (read and
 write)
ip_forward_directed
_broadcasts
                   (read and
 write)

bash-3.2# ipadm show-prop ip
PROTO PROPERTY     PERM   CURRENT  PERSISTENT   DEFAULT   POSSIBLE
ipv4  forwarding   rw     off      --           off       on,off
ipv4  ttl          rw     255      --           255       1-255
ipv6  forwarding   rw     off      --           off       on,off
ipv6  hoplimit     rw     255      --           255       1-255
...

bash-3.2# ipadm show-prop -p ttl,hoplimit ip
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ndd コマンド ipadm コマンド
ip_forwarding      (read and
 write)
...
...

bash-3.2# ndd -get /dev/ip \
ip_def_ttl
100

bash-3.2# ndd -get /dev/ip \
ip6_def_hops
255

bash-3.2# ndd -get /dev/tcp ?
tcp_cwnd_max       (read and
 write)
tcp_strong_iss     (read and
 write)
tcp_time_wait_interval
                   (read and
 write)
tcp_tstamp_always  (read and
 write)
tcp_tstamp_if_wscale
                   (read and
 write)
...

bash-3.2# ndd -get /dev/tcp ecn
1

bash-3.2# ndd -get /dev/tcp sack
2

PROTO PROPERTY   PERM   CURRENT   PERSISTENT   DEFAULT   POSSIBLE
ipv4  ttl        rw     255       --           255       1-255
ipv6  hoplimit   rw     255       --           255       1-255

bash-3.2# ipadm show-prop tcp
PROTO PROPERTY        PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT    POSSIBLE
tcp   ecn             rw   passive --         passive    never,passive,
                                                         active
tcp   extra_          rw   2049    2049,4045  2049,4045  1-65535
      priv_ports
tcp   largest_        rw   65535   --         65535      1024-65535
      anon_port
tcp   recv_           rw   128000  --         128000     2048-1073741824
      maxbuf
tcp   sack            rw   active  --         active     never,passive,
                                                         active
tcp   send_           rw   49152   --         49152      4096-1073741824
      maxbuf
tcp   smallest_       rw   32768   --         32768      1024-65535
      anon_port
tcp   smallest_       rw   1024    --         1024       1024-32768
      nonpriv_port
...

bash-3.2# ipadm show-prop -p ecn,sack tcp
PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT  POSSIBLE
tcp   ecn      rw   passive --         passive  never,passive,active
tcp   sack     rw   active  --         active   never,passive,active

ndd コマンドおよび driver.conf 構成と dladm コマ
ンドの比較

Oracle Solaris 10 では、ndd コマンドを使用して、ネットワークパラメータ (チューニ
ング可能値) や一部のドライバ固有のプロパティーをカスタマイズします。ndd コマ
ンドは Oracle Solaris 11 でも引き続き機能しますが、これらのプロパティーの管理に
は、dladm コマンドが推奨されます。

Oracle Solaris 10 ではまた、一部のドライバ固有のプロパティーを構成するために
driver.conf ファイルも使用されます。Oracle Solaris 11 では、dladm プロパティー
のほか、ドライバ専用プロパティーによる特定のドライバ専用機能を設定することに
よって、いくつかの一般的なドライバ機能を構成できます。
次の 3 つのクラスのチューニング可能値を構成できます。

■ 一般的な汎用プロパティー – これらのプロパティーのほとんどは、dladm コマンド
の同等のプロパティーに単純にマップされます。
ndd コマンドパラメータが -get および -set サブコマンドを使用して問合せおよ
び設定されるのに対して、dladm プロパティーは、show-linkprop および set-
linkprop サブコマンドを使用して問合せおよび設定されます。また、reset-
linkprop サブコマンドを使用して dladm プロパティーをリセットすることもでき
ます。次の例は、これらの 2 つのコマンドの違いのいくつかを示しています。
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次の例では、ndd コマンドを -get サブコマンドとともに使用して、データリンク
net0 のリンク速度を取得しています。

# ndd -get /dev/net/net0 link_speed

次の例は、speed プロパティーから情報を取得するための dladm コマンドの使用方
法を示しています。

# dladm show-linkprop -p speed net0

LINK     PROPERTY        PERM VALUE        EFFECTIVE    DEFAULT   POSSIBLE

net0     speed           r-   0            0            0         -- 

別の例として、リンク速度およびデュプレックス設定の自動ネゴシエー
ションを有効にする方法を示します。次の例では、ndd コマンドを使用し
て、adv_autoneg_cap パラメータを設定しています。

# mdd -set /dev/net/net0 adv_autoneg_cap 1

ndd コマンドでは、リブート後も保持される設定が構成されないことに注意してく
ださい。
次の例は、dladm コマンドを使用して adv_autoneg_cap パラメータを設定し、リ
ンク速度およびデュプレックス設定の自動ネゴシエーションを有効にする方法を示
しています。

# dladm set-linkprop -p adv_autoneg_cap=1

dladm コマンドを使用した場合は、変更がただちに実行され、システムのリブート
後も保持されます。

■ 機能に関連したチューニング可能値 – これらのプロパティーの多くは、Oracle
Solaris 11 に同等の dladm コマンドオプションがあります。プロパティーのリスト
は広範囲にわたります。dladm(1M) のマニュアルページの Ethernet リンクのプロパ
ティーに関するセクションを参照してください。
dladm コマンドをオプションなしで使用してこれらのプロパティーを表示するか、
または dladm show-ether コマンドを使用できます。dladm show-ether コマ
ンドにオプションを何も指定しない場合、データリンクの現在の Ethernet プロパ
ティー値だけが表示されます。デフォルトで提供されるもの以外の情報を取得する
には、次の例に示すように -x オプションを使用します。

# dladm show-ether -x net1

LINK     PTYPE       STATE    AUTO  SPEED-DUPLEX             PAUSE

net1     current     up       yes   1G-f                     both

--       capable     --       yes   1G-fh,100M-fh,10M-fh     both

--       adv         --       yes   100M-fh,10M-fh           both

--       peeradv     --       yes   100M-f,10M-f             both

-x オプションを使用すると、このコマンドは指定されたリンクの組み込み機能
や、ホストとリンクパートナーとの間で現在通知されている機能も表示します。
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■ ドライバ固有のプロパティー – Oracle Solaris 11 では、以前に driver.conf ファイ
ル内に格納されていたプロパティーを構成する方法は特定のドライバに依存しま
す。以前にこのファイル内で構成されていた主なプロパティーは、最大転送単位
(MTU) プロパティーです。このプロパティーは、dladm コマンドを使用して管理
します。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の
「MTU プロパティーの設定」を参照してください。

dladm コマンドを使用してカスタマイズできるさまざまなプロパティーの詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「データ
リンクプロパティーのステータス情報の取得」を参照してください。

その他のドライバ専用プロパティーの構成については、そのドライバの製造元のド
キュメントを参照してください。

Oracle Solaris 11 でのネットワークの構成

Oracle Solaris 10 で使用されるネットワーク構成モデルから Oracle Solaris 11 で使用さ
れるモデルに移行する場合は、次の情報を参照してください。

インストール時のネットワークの構成動作

インストール中、ネットワークは次のように構成されます。

■ GUI インストールの場合は、システムによって生成された Automatic プロファイ
ルがシステム上で有効になり、現在のネットワークの状態に基づいてネットワーク
が自動的に構成されます。

■ テキストインストールの場合は、Automatic、Manual、または None のいずれかを
選択する必要があります。
■ Automatic を選択した場合は、システム上で Automatic プロファイ

ルが有効になり、ネットワークはリブート時に自動的に構成されま
す。109 ページの「リアクティブモードでのネットワーク構成の管理」を参
照してください。

■ Manual を選択した場合は、システム唯一の固定プロファイル (DefaultFixed)
が有効になり、ネットワーク設定を手動で構成できる一連のインストール画面
が表示されます。

■ None を選択した場合は、システム上で DefaultFixed が有効になりますが、
インストール時にネットワークパラメータを提供しません。このため、リブー
ト後にネットワークインタフェースは plumb または構成されません。ループ
バック IPv4 および IPv6 インタフェース (lo0) のみが有効になります。インス
トール後に永続的なネットワーク構成を作成できます。103 ページの「ネッ
トワーク管理タスクの比較」を参照してください。
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■ AI を使用したインストールの場合は、インストール前に設定したプロファイルに
従ってネットワークが構成されます。Oracle Solaris のインストール前にネットワー
ク設定を指定しなかった場合は、インストール中に対話式の sysconfig ツールが
実行され、その時にシステムのネットワークパラメータを設定できます。『Oracle
Solaris 11.3 システムのインストール 』を参照してください。
svc:/network/install:default SMF サービスには、AI によるインストール中
に複数のネットワークインタフェースを構成できる 2 つのプロパティーグルー
プタイプ ipv4_interface と ipv6_interface があります。ipv4_interface と
ipv6_interface、またはそのどちらかのタイプのプロパティーグループを含む
SC プロファイルを作成できます。このリリースでは、このサービスの既存のプロ
パティーグループ install_ipv4_interface と install_ipv6_interface も引き
続きサポートされます。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』を参照し
てください。

ネットワーク構成を管理するために使用するコマンドはインストール後のシステム
のデフォルトのネットワークモードによって異なるため、ネットワークを構成する前
に、netadm list コマンドを使用して、システム上で現在アクティブなネットワーク
プロファイルを確認するようにしてください。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク
コンポーネントの構成と管理 』の「プロファイルを有効および無効にする」を参照し
てください。

ネットワーク管理タスクの比較

次の表では、Oracle Solaris 10 のネットワーク管理タスクと Oracle Solaris 11 のネット
ワーク管理タスクを比較しています。詳細は、dladm(1M) および ipadm(1M) のマニュ
アルページを参照してください。

表 10 Oracle Solaris 10 のネットワーク管理と Oracle Solaris 11 のネットワーク管理の比
較

タスク情報 Oracle Solaris 10 のコマンドまたは
メソッド

Oracle Solaris 11 のコマンドまた
はメソッド

データリンク構成 dladm dladm

IP インタフェースと IP アドレスの
構成

ifconfig

/etc/hostname* を編集します

ipadm

DHCP サーバーの構成 SMF サービス: svc:/network/
dhcp-server: およびデフォ
ルトの DHCP 管理コマンド:
dhcpmgr、dhtadm、および
pntadm

(Sun の旧バージョン) SMF サー
ビス: svc:/network/dhcp-
server: SMF およびデフォ
ルトの DHCP 管理コマンド:
dhcpmgr、dhtadm、および
pntadm

(ISC) SMF サービス: svc:/
network/dhcp/server:ipv4
svc:/network/dhcp/server:
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タスク情報 Oracle Solaris 10 のコマンドまたは
メソッド

Oracle Solaris 11 のコマンドまた
はメソッド
ipv6 svc:/network/dhcp/
relay:ipv4 svc:/network/
dhcp/relay:ipv6

構成ファイル: /etc/inet/
dhcpd4.conf /etc/inet/
dhcpd6.conf

DHCP クライアントの構成 ifconfig

/etc/dhcp* と /etc/default/
dhcpagent を編集します

ipadm

/etc/default/dhcpagent を編
集します

ネームサービススイッチの構成 SMF サービス: svc:/system/
name-service/switch:default
および /etc/nsswitch.conf

SMF サービス: svc:/system/
name-service/switch:
default。svccfg で変
更、svcprop -p config svc:
/system/name-service/
switch:default で表示

システムのホスト名構成 /etc/nodename を編集します hostname

TCP/IP のホスト名構成 /etc/inet/hosts を編集します /etc/inet/hosts を編集しま
す

ネットワークパラメータの管理
(チューニング可能値)

ndd ipadm

無線ネットワーク構成 wificonfig dladm

データリンク構成の管理

新規インストールを実行する場合は、システム上のネットワークデバイスの総数に応
じて、net0、net1、および netN 命名規則を使用することで、すべてのデータリンク
に自動的に総称名が割り当てられます。インストール後に、別のデータリンク名を割
り当てることができます。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構
成と管理 』の第 2 章「Oracle Solaris でのデータリンク構成の管理」を参照してくださ
い。

注記 - アップグレード時は、以前使用されていたリンク名が保持されます。

システム上のデータリンクに関する情報は次のように表示します。

# dladm show-phys
LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE
net2              Ethernet             up         10000  full      hxge0
net3              Ethernet             up         10000  full      hxge1
net4              Ethernet             up         10     full      usbecm0
net0              Ethernet             up         1000   full      igb0
net1              Ethernet             up         1000   full      igb1
net9              Ethernet             unknown    0      half      e1000g0
net5              Ethernet             unknown    0      half      e1000g1
net10             Ethernet             unknown    0      half      e1000g2
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net11             Ethernet             unknown    0      half      e1000g3

これらの条件に基づくと、より下位のマザーボードまたは IO ボード、ホストブリッ
ジ、PCIe ルートコンプレックス、バス、デバイス、および機能上の Ethernet デバイ
スが、ほかのデバイスより高くランク付けされます。次のように、リンク名、デバイ
ス、および場所間の対応関係を表示できます。

# dladm show-phys -L
LINK         DEVICE        LOCATION
net0         e1000g0       MB
net1         e1000g1       MB
net2         e1000g2       MB
net3         e1000g3       MB
net4         ibp0          MB/RISER0/PCIE0/PORT1
net5         ibp1          MB/RISER0/PCIE0/PORT2
net6         eoib2         MB/RISER0/PCIE0/PORT1/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2
net7         eoib4         MB/RISER0/PCIE0/PORT2/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2

Oracle Solaris 10 では、/etc/path_to_inst ファイルを使用して、物理および仮想
ネットワークデバイスに関する情報を格納できます。Oracle Solaris 11 では、このファ
イルに物理ネットワークインタフェースのリンク名が含まれません。この情報を表示
するには、前の例で示したように、dladm show-phys コマンドを使用します。

『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の第 2 章
「Oracle Solaris でのデータリンク構成の管理」を参照してください。

IP インタフェースおよびアドレスの構成

Oracle Solaris 11 で IP インタフェースとアドレスを構成するには、ipadm コマンドを
使用します。たとえば、静的 IPv4 インタフェースは次のように構成します。

# ipadm create-ip net0
# ipadm create-addr -T static -a local=10.9.8.7/24 net0
net0/v4

-T オプションを使用すると、static、dhcp、および addrconf (自動構成された IPv6
アドレス用) の 3 つのアドレスタイプを指定できます。前の例では、システムは静的
IPv4 アドレスで構成されています。同じ構文を使用して、静的 IPv6 アドレスを指定
できます。ただし、静的 IPv6 アドレスを作成する前に、リンクローカル IPv6 アドレ
スを構成しておく必要があります。この構成は、静的 IPv6 アドレスを作成する前に、
IPv6 addrconf アドレスを作成して行います。

# ipadm create-ip net0
# ipadm create-addr -T addrconf net0
net0/v6
# ipadm create-addr -T static -a local=ec0:a:99:18:209:3dff:fe00:4b8c/64 net0
net0/v6a

DHCP とのインタフェースは次のように構成します。

# ipadm create-ip net0
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# ipadm create-addr -T dhcp net0
net0/v6a

IPv6 自動生成アドレスを指定する場合は、T オプションとともに -addrconf 引数を使
用します。

# ipadm create-ip net0
# ipadm create-addr -T addrconf net0
net0/v6

前の例で net0 インタフェースに指定された IP アドレスを変更する場合は、次の例
に示すように、最初にそのインタフェースを削除してから再度追加する必要がありま
す。

# ipadm delete-addr net0/v4
# ipadm create-addr -T static -a local=10.7.8.9/24 net0
net0/v4

『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の第 3 章
「Oracle Solaris での IP インタフェースとアドレスの構成および管理」および
ipadm(1M) を参照してください。

永続的なルートの構成

/etc/defaultrouter ファイルは Oracle Solaris 11 では非推奨であるため、このファイ
ルを使用してルート (デフォルトまたはそれ以外) を管理できなくなりました。route
コマンドの使用は、システムにルートを手動で追加できる唯一の方法です。変更がリ
ブート後も保持されるようにするには、route コマンドで -p オプションを使用しま
す。

# route -p add default ip-address

たとえば、ゲートウェイがボーダールーターとして機能するネットワーク 10.0.5.0
に、次のようにルートを追加します。

# route -p add -net 10.0.5.0/24 -gateway 10.0.5.150
add net 10.0.5.0: gateway 10.0.5.150

前のコマンドを使用して作成されたルートを次のように表示します。

# route -p show

また、インストール後は /etc/defaultrouter ファイルをチェックしてもシステムの
デフォルトルートを判別できなくなることに注意してください。システム上で現在ア
クティブなルートを表示するには、次のオプションを指定して netstat コマンドを使
用します。

# netstat -rn

netstat(1M) およびroute(1M) のマニュアルページを参照してください。
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手順については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管
理 』の「永続的 (静的) ルートの作成」を参照してください。

ネームサービスとディレクトリサービスの構成

このリリースでは、SMF リポジトリは、すべてのネームサービス構成のプライマリリ
ポジトリです。ネームサービス構成を管理するために特定のファイルを変更するとい
う以前の動作は適用されなくなりました。SMF に移行されたネームサービスについて
は、表12 を参照してください。

インストール時に、システムは 1 回のアップグレードで、既存の /etc ネットワー
ク構成ファイルを、それぞれ ipadm および dladm 構成に変換します。必要に応
じて、nscfg コマンドを使用して旧バージョンのネームサービス構成ファイルを
SMF リポジトリにインポートしたり、SMF リポジトリからエクスポートしたりで
きます。有効な SMF 構成および対応する障害管理リソース識別子 (FMRI) が指定
されると、nscfg コマンドによって、旧バージョンのネームサービス構成ファイル
(nsswitch.conf、resolv.conf、nscd.conf など) がそれらの旧バージョンの場所
に再生成されます。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管
理 』の「ネームサービス構成のインポート」および nscfg(1M) を参照してください。

注記 - SMF を使用したネームサービスの永続的な構成は、固定ネットワーク構成
モードにのみ、かつシステム上で DefaultFixed プロファイルがアクティブである
場合にのみ適用されます。リアクティブモードを使用しており、かつシステム上で
Automatic または別のリアクティブプロファイルがアクティブである場合は、SMF で
はなく、netcfg コマンドを使用して Location プロファイルでネームサービスを構成
します。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「場
所の作成」を参照してください。

次の例は、svccfg コマンドを使用して DNS (Domain Name Service) を構成する方法を
示しています。さまざまなプロパティーを設定したあと、SMF サービスを有効にして
リフレッシュする必要があります。

# svccfg -s dns/client setprop config/nameserver=net_address: 192.168.1.1
# svccfg -s dns/client setprop config/domain = astring: "foohost.org"
# svccfg -s name-service/switch setprop config/host = astring: "files dns"
# svcadm refresh name-service/switch
# svcadm refresh dns/client

ネームおよびディレクトリ SMF サービスのプロパティーを対話形式で構成すること
もできます。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の
「DNS クライアントの構成」を参照してください。

『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の第 4 章
「Oracle Solaris クライアントでのネームサービスとディレクトリサービスの管理」を
参照してください。
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DHCP の管理

このリリースの DHCP 管理に関する次の情報を確認してください。

■ このリリースでは、インストールに ISC DHCP サーバーソフトウェアを利用できま
す。次のように、システムにサーバーパッケージを追加できます。

# pkg install pkg:/service/network/dhcp/isc-dhcp

ISC DHCP サービスを管理している ISC DHCP サーバーの構成を含む ISC DHCP
の管理の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での DHCP の作業 』の第 2 章「ISC DHCP
サービスの管理」を参照してください。

■ 旧バージョンの Sun DHCP サーバーソフトウェアはまだ Oracle Solaris リリースの
一部ですが、この機能には廃止のマークが付いています。『Oracle Solaris 11.3 での
DHCP の作業 』の「レガシーの Sun DHCP サーバー」を参照してください。

■ DHCP クライアントという用語は、ソフトウェアエンティティーを指します。
DHCP クライアントは、そのネットワーク構成を DHCP サービスからリクエス
トするように構成されたシステムで動作するデーモン (dhcpagent) です。旧バー
ジョンの Sun DHCP サーバーと ISC DHCP サーバーはどちらも DHCP クライア
ントで動作します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での DHCP の作業 』の第 3 章
「DHCP クライアントの構成と管理」を参照してください。

システムのホスト名の設定

プライマリインタフェースの TCP/IP ホスト名とは、hostname コマンドで設定したシ
ステムホスト名の個別のエンティティーです。Oracle Solaris では必須ではありません
が、通常は両方に同じ名前が使用されます。一部のネットワークアプリケーションは
この規則に依存しています。

次のように、システムのホスト名を永続的に設定します。

# hostname name-of-host

最初は、hostname 値は config/nodename に保存されていますが、システムが DHCP
によって構成されるとこの値はオーバーライドされ、その場合は、DHCP によっ
て hostname 値が提供されます。hostname コマンドを使用する場合、hostname は
config/nodename ファイルで指定された値です。hostname コマンドを使用してシ
ステムの識別情報を設定した場合、hostname コマンドに -D オプションを付けて実
行するまで、この設定をオーバーライドできません。hostname コマンドを使用する
と、対応する SMF プロパティーおよび関連する SMF サービスも自動的に更新されま
す。hostname(1) のマニュアルページを参照してください。
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リアクティブモードでのネットワーク構成の管理

リアクティブネットワーク構成モードを使用している場合、システムは現在のネット
ワーク条件に基づいてネットワーク接続性とネットワーク構成を処理します。リアク
ティブモードでは、各種プロファイルを使用して、システムのネットワーク構成を定
義するさまざまなパラメータを指定します。これらのプロファイルは、ネットワーク
条件の変更に応じてシステム上で自動的に有効化されます。または、必要に応じて、
システム上のプロファイルを手動で有効にできます。

リアクティブネットワーク構成は、ノート PC、およびケーブルを頻繁に抜き差しし
たりカードの追加や削除を行なったりする状況に最適です。IP アドレスとネームサー
ビス情報をもたらす DHCP サーバーがサイトにある場合、リアクティブネットワーク
構成は、手動の構成を必要としないシステムの自動ネットワーク構成に、そのまま使
える機能を提供します。プロファイルベースのネットワーク構成の詳しい概要につい
ては、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「プロ
ファイルベースのネットワーク構成について」を参照してください。

リアクティブネットワーク構成モードでは、netcfg コマンドを使用してシステム固有
のネットワーク構成 (データリンクおよび IP インタフェースおよびアドレス) と、シ
ステム全体のネットワーク構成 (ネームサービスなど) を構成します。システム上のプ
ロファイルの管理に使用する、2 つ目のコマンド netadm があります。これらのコマン
ドは、システム上のアクティブなプロファイルとアクティブでないプロファイルの両
方に適用されるネットワーク構成を作成します。

関連タスクについては、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成
と管理 』の第 6 章「Oracle Solaris でのプロファイルベースのネットワーク構成の管
理」を参照してください。

ネットワーク管理 GUI (以前の NWAN) を使用して、デスクトップからネットワーク
構成を管理することもできます。このツールは、netcfg および netadm コマンドを使
用してリアクティブネットワーク構成を管理する場合と似ています。ネットワーク構
成が変更される状況では、システム定義の Automatic NCP またはユーザー定義のリ
アクティブ NCP をアクティブにする必要がある場合があります。『Oracle Solaris 11.3
でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「デスクトップからネットワーク
構成を管理する」を参照してください。
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 8 ♦  ♦  ♦        第    8    章 

システム構成の管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでサポートされているシステム構成の機能と
ツールについて説明します。
この章の内容は次のとおりです。

■ 111 ページの「システム構成の変更」
■ 115 ページの「サービス管理機能の変更点」
■ 118 ページの「システムプロセス管理の変更」
■ 119 ページの「システムコンソールとターミナルサービスの変更点」
■ 120 ページの「電源管理構成の変更点」
■ 120 ページの「システム構成ツールの変更」
■ 122 ページの「システム登録とカスタマサポートの変更」
■ 122 ページの「ブート、復旧、プラットフォーム、ハードウェア、およびディス

クのラベル付けの変更」
■ 132 ページの「Oracle Solaris 統合アーカイブ機能によるシステムの復旧とクロー

ニング」
■ 132 ページの「プリンタの構成と管理の変更」
■ 135 ページの「国際化とローカリゼーションの変更」

システム構成の変更
Oracle Solaris 11 システム構成の変更のサマリーを次に示します。

■ /etc/default/init ファイルは読み取り専用 – ロケールとタイムゾーンの構
成はサービス管理機能 (SMF) に移行しました。環境変数への変更はすべて新し
い svc:/system/environment:init SMF サービスによって管理されるべきで
す。135 ページの「国際化とローカリゼーションの変更」を参照してください。

■ /etc/dfstab 構成 – ファイルシステム共有の公開および公開解除は、zfs コマン
ドを使用して行われます。第5章「ファイルシステムの管理」を参照してくださ
い。

■ /etc/hostname.<if>、/etc/dhcp.<if>、および /etc/hostname.ip*.tun* 構成 –
これらのファイルは Oracle Solaris 11 で削除されました。したがって、これらの
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ファイルを編集して永続的なネットワーク構成を管理できなくなりました。代わ
りに、dladm および ipadm コマンドを使用して、ネットワーク構成を管理しま
す。102 ページの「Oracle Solaris 11 でのネットワークの構成」を参照してくださ
い。

■ /etc/system.d の実装 – このディレクトリは、/etc/system ファイルを編集する
という従来の方法よりも簡単に Oracle Solaris カーネル構成をパッケージ化するた
めの方法を提供します。SMF サービスまたはその他のスクリプトを最初にブート
することで /etc/system ファイルを編集するのではなく、IPS を使用してフラグ
メント (1 行または複数行) を /etc/system.d/ ディレクトリ内のファイルに提供
できるため、Oracle Solaris カーネルのカスタマイズをより簡単に行うことができま
す。system(4) を参照してください。

注記 - /etc/system ファイルは、このリリースで引き続き完全にサポートされま
す。ただし、サードパーティーのソフトウェアでは、/etc/system ファイルを編
集するのではなく、/etc/system.d/ ディレクトリ内のファイルを使用することを
お勧めします。

また、この変更の一部として、cryptoadm および dtrace コマンドが、以前のリ
リースの /etc/system ファイルではなく、/etc/system.d/ ディレクトリ内の
ファイルに書き込むよう更新されました。cryptoadm(1M) および dtrace(1M) を参
照してください。

■ システムのプライマリインタフェースへのホスト名のマッピング – システムのホ
スト名はインストール時にプライマリインタフェースにマップされます。system/
identity:node SMF サービスには、管理者が機能を無効化できるプロパティーが
含まれています。

■ 電源管理構成 – 電源管理が /etc/power.conf ファイルの編集や pmconfig コマン
ドの使用によって構成されることはなくなりました。代わりに、poweradm コマン
ドが使用されます。120 ページの「電源管理構成の変更点」を参照してくださ
い。

■ システムのホスト名の設定 – hostname コマンドを使用して、システムのホスト
名を永続的に設定します。最初は、hostname 値は config/nodename に保存され
ていますが、システムが DHCP によって構成されるとこの値はオーバーライドさ
れ、その場合は、DHCP によって hostname 値が提供されます。hostname コマン
ドが使用される場合、hostname 値は config/nodename で指定された値になりま
す。hostname コマンドを使用してシステムの識別情報を設定した場合、hostname
コマンドに -D オプションを付けて実行するまで、この設定をオーバーライドで
きません。hostname コマンドを使用すると、対応する SMF プロパティーおよび
関連する SMF サービスも自動的に更新されます。hostname(1) を参照してくださ
い。

■ システムコンソールとターミナルサービス構成 – sac コマンドとサービスアクセス
機能 (SAF) プログラムはサポートされなくなりました。システムコンソールとロー
カル接続された端末デバイスは、console-login SMF サービスのインスタンスと
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して表されます。119 ページの「システムコンソールとターミナルサービスの変
更点」を参照してください。

■ システムクラッシュダンプ - このリリースではシステムクラッシュダンプを管理す
るための遅延ダンププロセスをサポートします。リブート中に、クラッシュダン
プファイルはダンプ構成で定義されたファイルシステムにメモリーから抽出され
ます。これらのファイルが書き込まれると、システムは通常のマルチユーザー構
成に自動的にリブートします。遅延ダンプを使用すると、システムはシステムパ
ニック後に迅速に実行状態に戻ることができます。遅延ダンププロセスを使用す
ることは、ローカルディスクなしで出荷されるシステムに利点があります。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのシステム管理のトラブルシューティング 』の第 1 章
「システムクラッシュのトラブルシューティング」を参照してください。

■ システムロギングサービス – rsyslog デーモンは、フィルタリング、TCP、暗号
化、精度の高いタイムスタンプ、出力制御などの複数の機能をサポートするモジュ
ラー設計実装を備えた、信頼性の高い拡張 syslog デーモンです。
次のようにして、system-log サービスのステータスを表示します。

# svcs system-log

rsyslog パッケージはデフォルトでインストールされません。パッケージをイン
ストールするには、次のコマンドを実行します。

# pkg install rsyslog

注記 - syslog SMF サービス (svc:/system/system-log:default) が Oracle Solaris
11 でも引き続きデフォルトのロギングサービスです。

■ システムの復旧およびクローニング – Oracle 統合アーカイブ機能は、Oracle Solaris
11 で利用可能なブート環境 (BE)、IPS、およびさまざまな仮想化テクノロジをサ
ポートします。統合アーカイブ機能は、Oracle Solaris 10 で使用されるフラッシュ
アーカイブのインストール方法よりも堅牢で柔軟です。132 ページの「Oracle
Solaris 統合アーカイブ機能によるシステムの復旧とクローニング」を参照してく
ださい。

■ タイムゾーンの構成 – Oracle Solaris 10 では、タイムゾーンは /etc/TIMEZONE
(/etc/default/init) ファイルを編集することによって構成されます。Oracle
Solaris 11 では、svc:/system/timezone:default SMF サービスを使用してシステ
ムのタイムゾーンを設定できます。137 ページの「ロケール、タイムゾーン、お
よびコンソールキーマップの構成の変更」を参照してください。

Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 のシステム構
成機能の比較

次の表では、Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 のシステム構成機能を比較します。
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表 11 Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 のシステム構成の比較

システム構成の特長、ツール、
または機能

Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

システム構成 (ネットワー
ク、およびネームサービスの
構成)

/etc ディレクトリ内の各種
ファイルで構成されます

適切な SMF サービスのプロパティーを
介して構成されます。

107 ページの「ネームサービスとディレ
クトリサービスの構成」を参照してく
ださい

システムコンソールサービス
(シリアルポートモニター) の
構成

getty、pmadm、ttyadm、ttymon 適切な SMF サービスのプロパティーを
介して構成されます

119 ページの「システムコンソール
とターミナルサービスの変更点」を参
照してください

システム構成 (ホスト名) /etc/nodename を編集します hostname コマンドを使用します。

hostname(1) を参照してください

システム構成 (Oracle Solaris
カーネルのカスタマイズ)

/etc/system を編集します /etc/system を編集します

構成を /etc/system.d ディレクトリ内
のファイルに追加します

システムロギング syslog syslog (デフォルト) および rsyslog

115 ページの「SMF へのネーム
サービスとディレクトリサービスの移
行」を参照してください

電源管理 /etc/power.conf を編集する
か、pmconfig コマンドを使用
します

poweradm

120 ページの「電源管理構成の変更
点」を参照してください

システム再構成 sysidtool、sys-
unconfig、sysidconfig、お
よび sysidcfg コマンドを使用

sysconfig または SCI tool

120 ページの「システム構成ツール
の変更」を参照してください

システムの登録 自動登録機能

Oracle Solaris 10 1/13 以降:
Oracle Configuration Manager

Oracle Configuration Manager

122 ページの「システム登録とカス
タマサポートの変更」を参照してくだ
さい

システムの復旧とクローニン
グ

Oracle Solaris フラッシュアーカ
イブ機能

Oracle Solaris 統合アーカイブ

132 ページの「Oracle Solaris 統合
アーカイブ機能によるシステムの復旧
とクローニング」

プリンタの構成および管理 LP 印刷コマンド、Solaris 印刷
マネージャー

CUPS コマンド行、CUPS 印刷マネー
ジャー、および CUPS Web ブラウザイ
ンタフェース

132 ページの「プリンタの構成と管
理の変更」を参照してください
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システム構成の特長、ツール、
または機能

Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 11

ロケールおよびタイムゾーン
の構成

/etc/default/init を編集し
ます

適切な SMF サービスのプロパティーを
介して構成されます

137 ページの「ロケール、タイム
ゾーン、およびコンソールキーマップ
の構成の変更」を参照してください。

サービス管理機能の変更点

次の情報は、Oracle Solaris 11 でのサービス管理機能 (SMF) の変更に関連しています。
このリリースの新機能については、『Oracle Solaris 11.3 でのシステムサービスの管
理 』の「このリリースの新機能」を参照してください。

SMF へのネームサービスとディレクトリサービスの
移行

ネームサービスとディレクトリサービスの構成は、このリリースでは SMF を使用して
管理します。次の表で、SMF の制御に移行したさまざまな構成ファイルについて説明
します。インストール後の SMF へのレガシーネームサービス構成のインポートについ
ては、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「ネー
ムサービス構成のインポート」を参照してください。

表 12 SMF サービスと旧バージョンファイルのマッピング

SMF サービス ファイル 説明

svc:/system/name-service/switch:
default

/etc/nsswitch.conf ネームサービススイッ
チの構成 (nscd コマン
ドで使用される)

svc:/system/name-service/cache:default /etc/nscd.conf ネームサービスキャッ
シュ (nscd)

svc:/system/name-service/upgrade:
default

該当なし ネーミング旧バージョ
ンファイルから SMF へ
のアップグレードサー
ビス

svc:/network/dns/client:default /etc/resolv.conf DNS ネームサービス

svc:/network/dns/multicast:default 該当なし マルチキャスト DNS
(mdnsd)

svc:/network/ldap/client:default /var/ldap/* LDAP クライアント
のネームサービス
(ldap_cachemgr および
関連ファイル)
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SMF サービス ファイル 説明

svc:/network/ldap/server:openldap_24 /etc/openldap/slapd.conf スタンドアロン
OpenLDAP 構成 (slapd)

svc:/network/nis/domain:default /etc/defaultdomain /var/
yp/binding/$DOMAIN/*

共有 NIS ドメインの構
成 (すべての NIS サー
ビスで使用される)。ま
た、LDAP ネームサー
ビスによっても従来か
ら共有されている
注記 - nis/client また
は ldap/client を使用
する場合は、有効にす
る必要があります。

svc:/network/nis/client:default 該当なし NIS クライアント
のネームサービス
(ypbind および関連
ファイル)

svc:/network/nis/server:default 該当なし NIS サーバーのネーム
サービス (ypserv)

svc:/network/nis/passwd:default 該当なし NIS サーバーの
passwd サービス (rpc.
yppasswdd)

svc:/network/nis/xfr:default 該当なし NIS サーバーの転
送ネームサービス
(ypxfrd)

svc:/network/nis/update:default 該当なし NIS サーバーの更新
ネームサービス (rpc.
ypupdated)

SMF 管理上の変更

プロパティーのソース、プロパティーグループ、インスタンス、およびサービスを
記録するための情報が SMF リポジトリに追加されました。この情報を使用すると、
どの設定が管理カスタマイズであるか、およびどの設定がサービスマニフェスト
またはプロファイルによって配信されたものであるかを判断できます。管理者、プ
ロファイル、またはマニフェストによるさまざまな設定は、レイヤーで取得されま
す。『Oracle Solaris 11.3 でのシステムサービスの管理 』の「リポジトリレイヤー」を
参照してください。

svcprop コマンドと svccfg コマンドを使用すると、プロパティー値のソースである
レイヤーを表示できます。いずれかのコマンドで -l オプションを使用する場合は、
情報を必要とするレイヤーを指定する引数を含める必要があります。all 引数で -l オ
プションを指定した場合、出力には特定のプロパティー値がサービスマニフェストに
設定されているか、プロファイルに設定されているか、または管理者によって設定さ
れているかが示されます。-l オプションと admin またはほかの何らかの引数を指定し
た場合、そのレイヤーに行われた変更だけが表示されます。詳細は、『Oracle Solaris
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11.3 でのシステムサービスの管理 』の「値が設定されているレイヤーの表示」を参照
してください。

svcprop および svccfg listprop コマンドで、-l オプションを指定しない場合、現
在使用されている値が表示されます。これらの値はマニフェスト、プロファイル、ま
たは管理変更から取得された可能性があります。

svccfg listcust コマンドを使用すると、カスタマイズのみを一覧表示できます。カ
スタマイズは次の svccfg setprop コマンドを使用して管理レイヤーに設定される値
です。『Oracle Solaris 11.3 でのシステムサービスの管理 』の「構成カスタマイズの表
示」を参照してください。

標準の場所 (/lib/svc/manifest や /etc/svc/profile など) に配信されたサービス
およびインスタンスは、manifest-import SMF サービスによって、SMF データベー
スにインポートされます。これらのサービスをシステムから完全に削除するには、サ
ポートするファイルを提供するパッケージをアンインストールする必要があります。
この変更によって、システムからのサービスまたはインスタンスの削除がトリガーさ
れます。配信ファイルがパッケージで管理されていない場合は、そのファイルを削除
し、manifest-import サービスを再起動すると、配信されたサービスまたはインスタ
ンスがシステムから完全に削除されます。

ファイルを削除できない場合、またはサービスやインスタンスをシステムで実行させ
たくないが、サービスやインスタンスを無効にできない場合は、svccfg delete コマ
ンドを使用できます。これは配信するファイルが標準の場所にまだ存在する場合に、
システムが現在インストールされている方法への管理カスタマイズとみなされます。

注記 - svccfg delete コマンドでは、サービスは削除されません。このコマンドは、
その他の SMF コンシューマからサービスを非表示にするだけです。

管理カスタマイズ (svccfg delete コマンドによって行われたカスタマイズを含む) を
削除して、マニフェストおよびプロファイルで指定された構成に戻すには、svccfg
delcust コマンドを注意して使用してください。このコマンドはサービスから管理カ
スタマイズを削除するため、リポジトリをそのサービスのディスク上の構成に戻しま
す。また特定のカスタマイズだけを削除するために、svccfg delcust コマンドで引
数を指定することもできます。この場合、サービスはディスク上の構成にリストアさ
れないことがあります。詳細は、svccfg(1M) のマニュアルページを参照してくださ
い。

SMF マニフェスト作成ツール

svcbundle コマンドを使用して、SMF マニフェストを生成できます。このコマンド
を使用し、bundle-type オプションを指定してプロファイルを生成することもでき
ます。生成されたバンドルは、複数の -s name=value オプションによって定義しま
す。名前の引数の例には、bundle-type、instance-name、service-name、および
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start-method があります。マニフェストを生成するには、service-name および
start-method を指定する必要があります。svcbundle コマンドは、一部のサービス
特性にデフォルト値を使用します。生成されたマニフェストを編集できます。マニ
フェストの上部に指定されている DTD に従います。

詳細な手順については、『Oracle Solaris 11.3 でのシステムサービスの開発 』および
svcbundle(1M) のマニュアルページを参照してください。

システムプロセス管理の変更
このリリースでは、次の機能が新しいか変更されています。

名前付きスレッドのサポート
この Oracle Solaris 11 リリースには、ユーザープロセスとカーネルスレッドの命名を可
能にするスレッド命名機能が含まれます。スレッド名を表示するには、ps、prstat、
および pstack コマンドを使用します。さらに、新しい組み込み変数 uthreadname お
よび kthreadname が DTrace に追加されており、ユーザーおよびカーネルスレッドの
名前にアクセスできます。

プロセススレッド名を設定し、読み取るに
は、pthread_setname_np(3C)/pthread_attr_setname_np(3C) および
pthread_getname_np(3C)/pthread_attr_getname_np(3C) 関数を使用します。詳細
は、該当するマニュアルページを参照してください。

次の例に、-L オプションを付けて ps コマンドを使用して、スレッド名を表示する方
法を示します。
$ ps -L
PID   LWP   LNAME       TTY         LTIME  CMD
2644    1               pts/32      0:00   bash
14320   1   foomoe      pts/32      0:00   a.out
14320   2   foocurly    pts/32      0:00   a.out
14320   3   foolarry    pts/32      0:00   a.out
14320   4   fooshemp    pts/32      0:00   a.out
14321   1               pts/32      0:00   ps

『Multithreaded Programming Guide 』も参照してください。

システムプロセスのサマリー情報
Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 は、どちらにも特定のタスクを実行するシステム
プロセスが含まれていますが、通常、次の表に示されているような管理の必要はあり
ません。
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表 13 管理を必要としないシステムプロセス

システムプロセス 説明

fsflush ページをディスクにフラッシュするシステムデーモン

init その他のプロセスおよび SMF コンポーネントを起動および再起動す
る初期システムプロセス

intrd 割り込みによるシステム負荷をモニターおよび分散するシステムプロ
セス

kmem_task メモリーキャッシュのサイズをモニターするシステムプロセス

pageout ディスクへのメモリーページングを制御するシステムプロセス

sched OS スケジューリングとプロセススワップを担当するシステムプロセ
ス

vm_tasks パフォーマンスを改善するために複数の CPU にわたる仮想メモリー
関連のワークロードの負荷分散を行う、プロセッサごとに 1 つのス
レッドを持つシステムプロセス。

zpool-pool-name 関連するプールに対応する I/O taskq スレッドを含む ZFS ストレージ
プールごとのシステムプロセス

システムコンソールとターミナルサービスの変更点

sac コマンドとサービスアクセス機能 (SAF) プログラムはサポートされなくなりまし
た。システムコンソールとローカル接続された端末デバイスは、console-login SMF
サービスのインスタンスとして表されます。各インスタンスではそのサービスから継
承される設定に対して固有のオーバーライドを持つことができます。

注記 - ttymon コマンドの sac および getty モードはサポートされなくなりました。た
だし、ttymon express モードは引き続きサポートされます。

ログインサービスを補助端末で提供する場合は、次のいずれかのサービスを使用しま
す。

■ svc:/system/console-login:terma

■ svc:/system/console-login:termb

ttymon プログラムは、これらの端末にログインサービスを提供するために使用されま
す。各端末では、ttymon プログラムの個別のインスタンスを使用します。そのサービ
スが ttymon プログラムに渡すコマンド行引数によって、その端末の動作が管理され
ます。『Oracle Solaris 11.3 でのシステム情報、プロセス、およびパフォーマンスの管
理 』の第 5 章「システムコンソール、端末デバイス、および電源サービスの管理」を
参照してください。
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電源管理構成の変更点

Oracle Solaris 10 では、電源管理は /etc/power.conf ファイルを構成した
り、pmconfig コマンドを使用したりして管理します。Oracle Solaris 11 で
は、pmconfig コマンドが poweradm コマンドに置き換えられています。Oracle Solaris
11 での電源管理には、プラットフォームと実装の詳細を管理する少数の制御が含まれ
ています。poweradm コマンドを使用すると、少数のコントロールを操作することに
よって、電源管理を簡素化できます。poweradm(1M) を参照してください。
電源管理の移行に関する次の潜在的な問題点を確認してください。

■ デフォルトでは、保存停止はどのシステムでも有効になっていません。この機能を
サポートするシステムで保存停止を有効にし、この設定を検査するには、次のよう
に poweradm コマンドを使用します。

# poweradm set suspend-enable=true

# poweradm get suspend-enable

■ デフォルトでは、poweradm コマンドの administrative-authority SMF サー
ビスプロパティーは platform 値に設定されています。ただし、time-to-full-
capacity および time-to-minimum-responsiveness の値を設定する前に
administrative-authority サービスプロパティーを smf 値に設定した場合、電
源サービスは保守モードになります。この問題が発生した場合は、次のように回復
できます。

# poweradm set administrative-authority=none

# poweradm set time-to-full-capacity=

# poweradm set time-to-minimum-responsiveness=

# svcadm clear power

# poweradm set administrative-authority=smf

■ GNOME 電源マネージャー (GPM) 機能は、GUI が起動すると実行され、電源管理
設定を変更します。この動作は、電源管理を GNOME デスクトップの動作と一体
化できるようにするためのものです。『Oracle Solaris 11.3 でのシステム情報、プロ
セス、およびパフォーマンスの管理 』の「システム電源サービスの管理」を参照
してください。

システム構成ツールの変更

システムの設定を再構成するための 1 つのオプションとして、対話式システム構成
(SCI) ツールとも呼ばれる sysconfig ユーティリティーがあります。SCI ツールは、
新規インストールまたは構成解除されたシステムの構成をサポートするもので、テキ
ストインストール時に新規作成される非大域ゾーン用のシステム構成を提供するよう
に設計されています。SCI ツールは、対話的にも非対話的にも使用できます。
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sysconfig ユーティリティーで実行できる操作には、構成解除、構成、およびプロ
ファイル作成の 3 つがあります。システム全体を構成解除するには、unconfigure サ
ブコマンドを使用します。このコマンドは、システムを完全に構成解除された状態の
ままにします。
既存の設定を次のいずれかの機能グループとして再構成するには、configure サブコ
マンドを使用します。

■ date_time

■ identity

■ keyboard

■ location

■ naming_services

■ network

■ support

■ system

■ users

たとえば、システムの既存のすべてのネットワーク設定を次のように再構成します。

# sysconfig configure -g network

システムの既存のネームサービスを再構成するには、次のコマンドを使用します。

# sysconfig configure -g network,naming_services

-g オプションは、どの機能グループを再構成するかを指定します。

この例に示すように、既存の構成 XML プロファイルを指定することで、Oracle Solaris
インスタンスを再構成することもできます。

# sysconfig configure -c profile-name.xml

インストール前に既存の構成プロファイルを指定しない場合は、インストール処理中
に SCI ツールが起動されます。SCI ツールを使用すれば、対象の Oracle Solaris イン
スタンスに固有の構成情報を指定できます。SCI ツールは、テキストインストールの
一環として構成情報を提供できるようにするための一連の対話式パネルで構成されま
す。インストールした Oracle Solaris システムでツールを実行すると、指定した仕様に
基づいた新しいシステム構成プロファイルを作成することもできます。

次のように SCI ツールをコマンド行から起動します。

# sysconfig configure

sysconfig(1M) および『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の第 6 章
「Oracle Solaris インスタンスの構成解除または再構成」を参照してください。
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システム登録とカスタマサポートの変更

Oracle Configuration Manager は、構成情報を収集し、管理リポジトリにアップロード
して、顧客サポート体験をカスタマイズおよび強化するために使用されます。この情
報は、顧客により良いサービスを提供するために顧客サポート担当者によって分析さ
れます。この機能を使用するメリットには、問題解決までの時間の短縮、問題回避、
ベストプラクティスや Oracle ナレッジベースへのアクセスがあります。一部の Oracle
Solaris 10 リリースでは、自動登録機能によって同様の機能が実行されます。Oracle
Solaris 10 1/13 リリース以降、自動登録機能は Oracle Configuration Manager に置き換え
られます。

Oracle Configuration Manager と Oracle Auto Service Request (ASR) 機能をシステムにイ
ンストールする場合は、対話式インストール中にこれらの機能を構成できます。切断
モードで Oracle Configuration Manager を起動する機能など、インストール中に複数の
オプションから選択できます。Oracle 11 11/11 リリースでサポートされている「オプ
トアウト」選択は、このオプションによって置き換えられます。切断モードオプショ
ンを選択した場合、インストール後の最初のリブート時にデータは My Oracle Support
に送信されません。あとで Oracle Configuration Manager を手動でアクティブ化できま
す。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「Oracle Configuration Manager
の使用」を参照してください。

ASR は、セキュアで顧客がインストール可能な、Oracle または Sun のハードウェ
ア保証および Oracle Premier Support for Systems の機能です。ASR は、Oracle の対象
サーバー、ストレージ、Exadata、および Exalogic システムのサービスリクエストを
自動的にオープンすることによって、発生する特定のハードウェア障害の解決を支
援します。Oracle Auto Service Request は My Oracle Support と統合しています。詳細
は、http://www.oracle.com/technetwork/systems/asr/overview/index.htmlを
参照してください。

ブート、復旧、プラットフォーム、ハードウェア、およびディ
スクのラベル付けの変更

Oracle Solaris 11 システムは、デフォルトでは ZFS ルートファイルシステムからブート
し、ZFS ルートファイルシステムは rpool という名前の ZFS ルートプール内に含まれ
ています。UFS ファイルシステムの作成は Oracle Solaris 11 で引き続きサポートされて
いますが、UFS または Solaris Volume Manager のルートファイルシステムからブート
することはできなくなりました。
次の情報を確認してください (復旧目的でシステムをブートする方法に影響します)。

■ システムのサービスプロセッサ (SP) または ILOM を使用してシステム関連の問題
から回復する場合、システムの SP または ILOM へのアクセス方法は以前のリリー
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スと同じです。主な相違点は、SPARC ベースのシステムの OBP ok プロンプトま
たは x86 ベースのシステムのファームウェア画面 (BIOS または UEFI) に達したあ
とのシステムをブートする方法に関連するものです。

■ Oracle Solaris 10 では、フラッシュアーカイブ機能を使用して UFS または ZFS ルー
ト環境のコピーを作成しておき、システムまたはデバイスの障害が発生した場合
にそのフラッシュアーカイブを復元して、システム環境を回復します。このリリー
スでは、Oracle Solaris 統合アーカイブを作成および配備して、システムの復旧とク
ローニングの操作を実行できます。Oracle Solaris 統合アーカイブは、OS のアーカ
イブインスタンスを 1 つ以上含めることができるシステムアーカイブです。各イン
スタンスは個別に参照されるシステムです。インスタンスは、大域ゾーン内または
非大域ゾーン内のいずれかのブート環境として定義されます。各システムアーカイ
ブには、任意の数の大域ゾーンおよび非大域ゾーンを含めることができます。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのシステム復旧とクローン 』を参照してください。

x86: GRand Unified Bootloader の変更

Oracle Solaris 11.1 以降、GRUB 2 がデフォルトのブートローダーです。Oracle Solaris
10 および Oracle Solaris 11 11/11 で使用される GRUB 0.97 ベースの元のブートローダー
(GRUB Legacy) は、GRUB 2 と置き換えられます。GRUB 2 は、2T バイトを超える
ディスクからのブートを完全にサポートします。GRUB 2 は、Oracle Solaris 11 で使用
される Unified Extensible Firmware Interface (UEFI) と GUID Partition Table (GPT) パー
ティションスキームもサポートしています。
Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 に移行する場合、2 つの GRUB バージョン間の
次の主な相違点を確認してください。

■ GRUB パスワード保護 – 新しい bootadm サブコマンドオプションによって、
GRUB パスワード保護がこのリリースに含まれています。これらのオプションに
より、個々の GRUB メニューエントリのほか、GRUB メニュー全体に対してパ
スワード保護を設定できます。ほかの bootadm オプションにより、承認された
ユーザーを追加または削除できます。bootadm set-menu コマンドには、GRUB
コマンド行の使用と GRUB メニューエントリの編集や管理を許可されているスー
パーユーザーのリストを追加および削除するための新しいオプションもありま
す。『Oracle Solaris 11.3 システムのブートとシャットダウン 』の「システムの
ブートおよびシャットダウンの新機能」を参照してください。

■ GRUB メニューの変更点 – GRUB Legacy で使用される編集可能な menu.lst ファ
イルとは違い、GRUB 2 はその構成を grub.cfg ファイル内に格納します。この
ファイルは、旧バージョンの menu.lst ファイルとは構文的に異なり、編集も想
定されていません。grub.cfg ファイルは、GRUB 構成の大半を保存し、bootadm
コマンドを使用してのみ管理されます。この変更に対応するために、bootadm コ
マンドには、いくつかの新しいサブコマンドと、複数のルートプールに対する
GRUB 構成を管理するための新しい -P オプションが含まれています。
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注記 - GRUB 構成を変更すると grub.cfg ファイルに加えられている変更が自
動的に上書きされることがあるため、このファイルを手動で編集しないでくだ
さい。代わりに、bootadm コマンドを使用して GRUB 構成ファイルを更新しま
す。『Oracle Solaris 11.3 システムのブートとシャットダウン 』の第 2 章「GRand
Unified Bootloader の管理」およびbootadm(1M)を参照してください。

■ Solaris 以外のブートエントリの管理 – GRUB 2 には、custom.cfg という名前の追
加の構成ファイルが含まれています。このファイルを使用して、GRUB 構成にカ
スタムメニューエントリを追加します。custom.cfg ファイルはデフォルトでシ
ステムに存在しません。ファイルを作成し、grub.cfg ファイルと同じ場所 (/pool-
name/boot/grub/) に格納する必要があります。ブートプロセス中、GRUB はルー
トプールの最上位レベルのデータセット (boot/grub) 内に custom.cfg ファイルが
あるかどうかチェックします。ファイルが存在する場合、GRUB はそのファイル
をソースとし、内容が実際に grub.cfg ファイルの一部であったかのように、ファ
イル内にあるすべてのコマンドを処理します。『Oracle Solaris 11.3 システムのブー
トとシャットダウン 』の「GRUB 構成のカスタマイズ」を参照してください。

GRUB Legacy をサポートする Oracle Solaris リリースを実行していて、GRUB 2 を
サポートするリリースに移行する場合は、『Oracle Solaris 11.3 システムのブートと
シャットダウン 』の「GRUB Legacy システムを GRUB 2 をサポートするリリースに
アップグレードする」を参照してください。

ファームウェア、ディスクのラベル付け、およびの
EEPROM の変更

Oracle Solaris 10 から移行する場合は、次の機能の変更を確認してください。

■ 64 ビット UEFI ファームウェアサポート – Oracle Solaris 11 は、64 ビット UEFI
ファームウェア搭載の x86 ベースのシステムをサポートしています。UEFI ファー
ムウェアへのインストールは、DVD、USB、およびネットワークインストール方
法によってサポートされています。UEFI バージョン 2.1 以上が必要です。
UEFI ファームウェア搭載のシステムをネットワークからブートする場合、ブート
プロセスがわずかに変更されました。詳細については、『Oracle Solaris 11.3 システ
ムのブートとシャットダウン 』の「UEFI および BIOSファームウェアを搭載する
システムのネットワークからのブート」を参照してください。

■ GPT ラベル付きディスクのサポート – GPT ラベル付きディスクは、SPARC プラッ
トフォームと x86 プラットフォームの両方でサポートされます。GPT 対応ファー
ムウェアを搭載した x86 または SPARC ベースのシステムをインストールすると、
ほとんどの場合にディスク全体を使用するルートプールディスクで GPT ディスク
ラベルが適用されます。GPT ラベル付きブートディスクをサポートする SPARC
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ベースのシステムの場合、GPT 対応ファームウェアの更新を適用する方法につい
ては、『Oracle Solaris 11.3 ご使用にあたって 』の「SPARC: GPT ラベル付きディス
クのサポート」『Oracle Solaris 11.3 ご使用にあたって 』の「ファームウェアに関
する問題」を参照してください。それ以外の場合は、SPARC ベースのシステムに
Oracle Solaris をインストールすると、単一のスライス 0 でルートプールディスクに
SMI (VTOC) ラベルが適用されます。

■ UEFI が有効なシステムでの EEPROM 変数の設定 – UEFI が有効なシステムの
場合、そのパラメータは 2 つの場所に格納されます (Oracle Solaris 固有の変数は
bootenv.rc ファイルに格納され、UEFI 固有の変数は NVRAM ストアに設定され
ます)。オープンブート PROM (OBP) を搭載した SPARC ベースのシステムとは異
なり、Oracle Solaris の変数は UEFI ファームウェアによって使用されません。使用
可能な UEFI 固有の変数の使用を有効にするには、eeprom コマンドを -u オプショ
ンで使用します。ほとんどの UEFI 変数はバイナリ形式であり、人間が判読可能な
形式に変換されます。変換が可能でない場合、hexdump が出力されます。この変更
の詳細については、eeprom(1M) を参照してください。

■ ブートブロックのインストール — bootadm install-bootloader コマンドを使
用して、SPARC ベースシステムと x86 ベースシステムの両方にブートローダー
をインストールまたは再インストールします。SPARC プラットフォームでの
installboot コマンドおよび x86 プラットフォームの installgrub コマンドがこ
のコマンドに置き換えられます。bootadm(1M) を参照してください。

その他のブート、プラットフォーム、およびハード
ウェアの変更

次のブート、プラットフォーム、およびハードウェア機能が変更されます。

■ x86 プラットフォームのサポートは 64 ビットのみ – x86 プラットフォームで 32
ビットカーネルをブートするためのサポートは削除されました。32 ビットハード
ウェアを備えるシステムでは、64 ビットハードウェアにアップグレードするか、
引き続き Oracle Solaris 10 を実行する必要があります。

注記 - 32 ビットアプリケーションはこの変更の影響を受けません。

■ ビットマップコンソールのサポート – 高解像度で発色数の多いコンソールのサポー
トが Oracle Solaris に追加されています。デフォルトでは、ビデオカードがこの設
定をサポートしていない場合を除き、マシンは 1024x768x16 ビットのコンソール
でブートします。その場合、設定は 800x600 に戻り、最終的には 640x480 に戻りま
す。コンソールタイプ (古い VGA TEXT 640x480 コンソールも含む) は、次のよう
に、ブート時に GRUB メニューを編集して指定されるカーネルパラメータおよび
オプションを通じて制御できます。

-B console={text|graphics|force-text}
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『Oracle Solaris 11.3 システムのブートとシャットダウン 』の「ブート時に Oracle
Solaris コンソールをリダイレクトする」を参照してください。

■ x86 および SPARC プラットフォームでの高速リブートのサポート – x86 プラット
フォームで、高速リブートは、カーネルをメモリーにロードしてからそのカーネ
ルに切り替えるカーネル内ブートローダーを実装します。高速リブートをサポート
する SPARC ベースのシステムの場合、ブートプロセスは特定の POST テストをス
キップすることによって加速化されます。
SPARC プラットフォームの高速リブート機能の動作は x86 プラットフォームと
はわずかに異なります。SPARC ベースのシステムで高速リブートを開始するに
は、reboot コマンドで -f オプションを使用します。x86 プラットフォームでは高
速リブートはデフォルトの動作であるため、-f オプションは必要ありません。x86
ベースのシステムの高速リブートを開始するには、reboot コマンドまたは init 6
コマンドを使用します。高速リブート機能は、必要に応じて有効または無効にでき
る SMF プロパティーを通じて管理されます。『Oracle Solaris 11.3 システムのブー
トとシャットダウン 』の「リブートプロセスの高速化」を参照してください。

■ SPARC sun4u アーキテクチャーのサポートの削除 – M シリーズ (OPL) ハードウェ
アを除いて、sun4u アーキテクチャーで Oracle Solaris 11 をブートすることはでき
ません。これらのシステムのいずれかで Oracle Solaris 11 のブートを試みると、次
のエラーメッセージが表示されます。

Rebooting with command: boot

Error: 'cpu:SUNW,UltraSPARC-IV+' is not supported by this release of Solaris.

NOTICE: f_client_exit: Program terminated!

復旧のためのシステムのブート
Oracle Solaris 11 システムをブートできなくなった場合は、おそらく復旧ブートの実行
が必要になります。インストールメディアから、またはバックアップ BE からブート
できます。

全面的なシステム (ベアメタル) 復旧を実行する必要がある場合は、『Oracle Solaris
11.3 でのシステム復旧とクローン 』の「復旧用アーカイブを作成する方法」を参照し
てください。
次のエラーおよび復旧シナリオは以前のリリースと同様です。

■ boot -a コマンドを使用して、/etc/system ファイル内の問題をバイパスできま
す。プロンプトが表示されたら、次のような構文を使用します。

Name of system file [/etc/system]:  /dev/null

必要に応じて、他のプロンプトで Return キーを押します。
■ システム構成を変更する前に、バックアップ BE の作成を検討してください。バッ

クアップ BE を備えることで、イメージ更新プロセス中に何らかのエラーが発生し
た場合に別の BE にブートできます。いくつかの異なる pkg 操作によって、シス
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復旧のためにバックアップ BE からブートする方法

テムにバックアップ BE が作成されます。pkg コマンドでバックアップ BE が作成
されるオプションを指定できるため、pkg 操作を実行する前に、バックアップ BE
を個別に作成する必要はありません。さらに、システムで sysconfig コマンドを
使用する前に、クローン BE を作成できます。バックアップ BE からブートする手
順については、127 ページの「復旧のためにバックアップ BE からブートする方
法」を参照してください。

■ インストールメディアから、またはネットワーク経由でインストールサーバーから
ブートして、システムのブートを妨げている問題から回復したり、失われた root
パスワードを回復したりします。

注記 - SPARC ベースのシステムでは、boot net:dhcp コマンドは、Oracle Solaris
10 リリースで使用される boot net コマンドに代わるものです。

■ シングルユーザーモードでシステムをブートして、/etc/passwd ファイルの root
シェルエントリの修正や、NIS サーバーの変更などの軽微な問題を解決します。

■ ブート構成の問題の解決には一般に、ルートプールのインポート、BE のマウン
ト、x86 ブートローダーが破損した場合の再インストールなどの問題の修正が含ま
れます。

復旧のためにバックアップ BE からブートする方法

フェイルセーフアーカイブのブートは、SPARC および x86 プラットフォームでサポー
トされなくなりました。可能な場合は常に、復旧には最新のバックアップ BE を使用
します。BE は、Oracle Solaris イメージのブート可能なインスタンスに、そのイメージ
にインストールされているその他のアプリケーションソフトウェアパッケージを加え
たものです。

注記 - パッケージを更新する場合、pkg コマンドで 1 つまたは複数の BE オプションを
指定するか、またはシステムをインストールしたり、パッケージを更新したりするた
びに、常にバックアップ BE を作成するように、イメージポリシーを設定できます。
このように、インストールまたは更新が実行される直前にクローンが作成されるた
め、バックアップ BE が最新であるかを心配する必要はありません。

システムがアクティブな BE からブートしない場合は、ブート元となるバックアップ
BE を選択します。

次のようにバックアップ BE からブートします。

■ SPARC: 代替またはバックアップ BE を選択できるよう、システムをブートしま
す。

a.   boot -L コマンドでブートします。
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ok boot -L

b.   代替またはバックアップ BE を選択します。

Boot device: /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0,0:a
File and args: -L
1 Solaris11.3_SPARC
2 solaris11.2-backup
Select environment to boot: [ 1 - 2 ]: 2

c.   バックアップ BE をブートします。
ブート元の BE を選択したあと、画面上のブートパスを識別し、その情報を
プロンプトに入力します。

To boot the selected entry, invoke:
boot [<root-device>] -Z rpool/ROOT/solaris-backup

Program terminated
{0} ok boot -Z rpool/ROOT/solaris-backup

システムがブートしない場合は、128 ページの「復旧のためにシステムを
ブートする方法」の追加のブート復旧段階を確認してください。

■ x86: システムをブートして、GRUB メニューから代替またはバックアップ BE を
識別します。

a.   GRUB メニューが表示されたら、バックアップ BE を識別します。

b.   バックアップ BE を選択し、Return キーを押してそのエントリをブートしま
す。
システムがバックアップ BE からブートしない場合は、128 ページの「復
旧のためにシステムをブートする方法」の追加のブート復旧段階を確認して
ください。

復旧のためにシステムをブートする方法

1. 適切なブート方法を選択します。

■ x86: Live Media – インストールメディアからブートし、回復手順のために GNOME
端末を使用します。

■ SPARC: テキストインストール – インストールメディアまたはネットワークから
ブートし、テキストインストール画面からオプション「3 Shell」を選択します。

■ x86: テキストインストール – GRUB メニューから「Text Installer and
command line」ブートエントリを選択し、次にテキストインストール画面からオ
プション「3 Shell」を選択します。
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■ SPARC: 自動インストール – 次のコマンドを使用して、シェルに出られるインス
トールメニューから直接ブートします。

ok boot net:dhcp

■ x86: 自動インストール – ネットワーク上のインストールサーバーからのブートに
は PXE ブートが必要です。GRUB メニューから「Text Installer and command
line」エントリを選択します。次に、テキストインストール画面からオプション
「3 Shell」を選択します。

たとえば、システムがブートしたあとで、オプション「3 Shell」を選択します。
1  Install Oracle Solaris
2  Install Additional Drivers
3  Shell
4  Terminal type (currently xterm)
5  Reboot

Please enter a number [1]: 3
To return to the main menu, exit the shell
#

2. 次のブート復旧の問題から選択します。

■ システムをシングルユーザーモードでブートし、/etc/passwd ファイルのシェル
エントリを修正して、不正なルートシェルを解決します。
x86 ベースのシステムでは、GRUB メニューで選択したブートエントリを編集して
から、$kernel 行の最後にカーネル引数 -s を追加します。
SPARC ベースのシステムでは、システムをシャットダウンし、シングルユーザー
モードでブートします。root ユーザーとしてログインしたあとに、/etc/passwd
ファイルを編集し、root シェルエントリを修正します。

# init 0

ok boot -s

Boot device: /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0,0:a ...

SunOS Release 5.11 Version 11.3 64-bit

Copyright (c) 1983, 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Booting to milestone "milestone/single-user:default".

Hostname: systema.domain

Requesting System Maintenance Mode

SINGLE USER MODE

Enter user name for system maintenance (control-d to bypass): root

Enter root password (control-d to bypass): xxxxxxx

single-user privilege assigned to root on /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

Aug  3 15:46:21 su: 'su root' succeeded for root on /dev/console

Oracle Corporation      SunOS 5.11      11.3    July 2013

su: No shell /usr/bin/mybash.  Trying fallback shell /sbin/sh.
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root@systema.domain:~# TERM =vt100; export TERM

root@systema.domain:~# vi /etc/passwd

root@systema.domian:~# <Press control-d>

logout

svc.startd: Returning to milestone all.

■ 破損したブートローダーの問題を解決します。
まず、段階 1 に示したブート方法のいずれかを使用して、メディアまたはネット
ワークからブートします。次に、ルートプールをインポートします。

# zpool import -f rpool

注記 - 確実にブートローダーをメディア上にあるバージョンで上書きするのでな
いかぎり、-f オプションを使用しないでください。『Oracle Solaris 11.3 システム
のブートとシャットダウン 』の「bootadm install-bootloader コマンドを使用して
GRUB 2 をインストールする」を参照してください。

その後、次のようにブートローダーを再インストールします。

# bootadm install-bootloader -f  -P rpool

ここで、-f は、システム上のブートローダーのバージョンをダウングレードしな
いよう、ブートローダーのインストールを強制し、関連するチェックをバイパスし
ます。-P オプションはルートプールを指定します。
システムを終了してリブートします。

# exit

1  Install Oracle Solaris

2  Install Additional Drivers

3  Shell

4  Terminal type (currently sun-color)

5  Reboot

Please enter a number [1]: 5

システムが正常にブートすることを確認します。
■ システムにログインできない原因となっている不明な root パスワードを解決しま

す。
まず、ステップ 1 に示したブート方法のいずれかを使用して、メディアまたはネッ
トワークからブートする必要があります。次に、ルートプール (rpool) をインポー
トし、BE をマウントして root パスワードエントリを削除します。この処理は、
SPARC プラットフォームと x86 プラットフォームで同一です。

# zpool import -f rpool

# beadm list
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be_find_current_be: failed to find current BE name

be_find_current_be: failed to find current BE name

BE                 Active Mountpoint Space  Policy Created

--                 ------ ---------- -----  ------ -------

solaris            -      -          11.45M static 2011-10-22 00:30

solaris-2          R      -          12.69G static 2011-10-21 21:04

# mkdir /a

# beadm mount solaris-2 /a

# TERM=vt100

# export TERM

# cd /a/etc

# vi shadow

<Carefully remove the unknown password>

# cd /

# beadm umount solaris-2

# halt

3. シングルユーザーモードでブートしてパスワードを設定することで、ルートパスワー
ドを設定します。
このステップは、前のステップで不明な root パスワードを削除したことを前提とし
ています。

■ x86 ベースのシステムでは、GRUB メニューで選択したブートエントリを編集し
てから、$kernel 行に -s オプションを追加します。

■ SPARC ベースシステムでは、システムをシングルユーザーモードでブートし、
root としてログインして、root パスワードを設定します。例:

ok boot -s

Boot device: /pci@780/pci@0/pci@9/scsi@0/disk@0,0:a File and args: -s
SunOS Release 5.11 Version 11.3 64-bit
Copyright (c) 1983, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights
reserved.
Booting to milestone "milestone/single-user:default".
Hostname: systema.domain
Requesting System Maintenance Mode
SINGLE USER MODE

Enter user name for system maintenance (control-d to bypass): root
Enter root password (control-d to bypass): <Press return>
single-user privilege assigned to root on /dev/console.
Entering System Maintenance Mode
.
.
.
root@sysadma.domain:~# passwd -r files root
New Password: xxxxxx
Re-enter new Password: xxxxxx
passwd: password successfully changed for root
root@systema.central:~# <Press control-d>
logout
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svc.startd: Returning to milestone all.

Oracle Solaris 統合アーカイブ機能によるシステムの復旧とク
ローニング

Oracle Solaris 統合アーカイブ機能は、単一ファイル形式のポイントインタイムシステ
ムアーカイブイメージ 1 つ以上で構成される複数のシステムアーカイブをサポートし
ています。統合アーカイブには、単一ホストから 1 つ以上のアーカイブ済み Solaris イ
ンスタンスを含めることができます。アーカイブの作成中にインストール済みの個々
のゾーンを選択して含めることができる一方で、ホスト自体はオプションです。統合
アーカイブは、Oracle Solaris 10 でサポートされている Oracle Solaris フラッシュアーカ
イブのインストール方法と同様の機能を提供します。
次のいずれかのメソッドを使用して、システム復旧、クローニング、および移行を実
行するための統合アーカイブを配備できます。

■ AI によるインストール方法
■ Oracle Solaris ゾーンユーティリティー
■ 統合アーカイブのブート可能メディア

Oracle Solaris 10 では、Oracle Solaris フラッシュアーカイブのインストール方法が使用
されます。仮想システムが広く採用される前に導入されたため、フラッシュアーカイ
ブはベアメタルシステム用の OS インスタンスを作成して配備するように設計されて
います。フラッシュアーカイブは、実行中のシステムおよびシステムに関連するメタ
データからファイルシステムデータを取得します。ただし、Oracle Solaris 11 で使用
されるブート環境 (BE)、Image Packaging System (IPS)、およびさまざまな仮想化テク
ノロジをサポートするには、より柔軟で堅牢なアーカイブソリューションが必要でし
た。統合アーカイブはゾーンなどの仮想化環境に加え、同じハードウェアアーキテク
チャー内でのクロスプラットフォームの相互運用性をサポートします。

archiveadm コマンドを使用すると、システムのクローニングや復旧のため、実行中
の Oracle Solaris システムのシステムアーカイブイメージを作成できます。このコマン
ドを使用して、既存のアーカイブに関する情報を取得したり、アーカイブからブート
可能なメディアを作成したりすることもできます。archiveadm(1M) を参照してくだ
さい。

詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのシステム復旧とクローン 』を参照してください。

プリンタの構成と管理の変更
旧バージョンの LP 印刷サービスが CUPS (Common UNIX Printing System) に置き換え
られています。CUPS は、モジュール化されたオープンソースの印刷システムであ
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り、プリンタ、印刷要求、および印刷キューを管理するための基準としてインター
ネット印刷プロトコル (IPP) を使用します。CUPS は、ネットワークプリンタのブラ
ウズおよび PostScript Printer Description ベースの印刷オプションもサポートします。
CUPS は、ローカルネットワークの共通印刷インタフェースも提供します。
次の関連の変更について詳細に説明します。

■ 133 ページの「LP 印刷サービスの削除」
■ 134 ページの「インストール後に印刷環境を設定する方法」

LP 印刷サービスの削除

次の重要な変更は、LP 印刷サービスが削除された結果です。

■ デスクトップで Solaris 印刷マネージャーを使用できなくなりました。このツール
は CUPS 印刷マネージャーに置き換えられています。『Oracle Solaris 11.3 での印刷
の構成と管理 』を参照してください。

■ 複数の LP 印刷コマンド、ファイル、およびサービスが使用できなくなりまし
た。lp、lpadmin、lpc、lpr などのいくつかの LP 印刷コマンドは引き続き使用
できます。Oracle Solaris 11 では、これらのコマンドは CUPS によって管理され
ます。削除されたコマンド、サービス、およびファイルの完全なリストについて
は、19 ページの「旧バージョンのシステム管理コマンド、ファイル、およびサー
ビスの削除」を参照してください。

■ Oracle Solaris 10 で NIS ネームサービスに保存された印刷構成は、CUPS では使用
されません。CUPS では、ネットワーク上のプリンタを自動検出するため、手動構
成なしでこれらのプリンタに出力できます。管理者は、共有機能を有効にするこ
とで、CUPS を使って構成されるネットワークプリンタを共有できます。『Oracle
Solaris 11.3 での印刷の構成と管理 』の「プリンタを共有解除または共有する方
法」を参照してください。

■ Oracle Solaris 10 以前のリリースでは、/etc/printers.conf ファイルは、LP 印刷
サービスを使って設定されるすべてのプリンタに関する詳細が格納されている場所
です。Oracle Solaris 11 では、新規インストール後にこのファイルが生成されなく
なりました。lp 印刷コマンドを使って構成されたプリンタに関する情報はすべて
削除されます。結果となる動作は、システム上でこれらのプリンタがまったく構成
されなかったかのようになります。以前に構成されたプリンタはすべて、CUPS を
使って再構成する必要があります。既存のプリンタを再構成する前にそれらを削
除する必要がないことに注意してください。CUPS で動作するように印刷環境を設
定する方法については、134 ページの「インストール後に印刷環境を設定する方
法」を参照してください。

■ ~/.printers ファイルでユーザーごとに構成されたプリンタは使用できなくな
ります。プリンタの構成は、CUPS のみを使用して管理されます。デフォルト
のプリンタは、LPDEST または PRINTER 環境変数を設定するか、あるいは新し
い lpoptions コマンドを使用してユーザーごとに設定できます。lpoptions コ
マンドは、ファイル内にデフォルトのプリンタエントリが一覧表示される ~/.

第 8 章 システム構成の管理 133

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=ADPRT
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=ADPRT
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=ADPRTgjoqp
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=ADPRTgjoqp
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=ADPRTgjoqp


インストール後に印刷環境を設定する方法

lpoptions ファイルを作成します。デフォルトでは、すべての印刷ジョブがこの
プリンタに出力されます。
次のように、プリンタに固有のオプションを表示します。

# lpoptions -l printer-name

-d オプションを使用して、デフォルトプリンタのデフォルトの出力先またはイン
スタンスを設定します。

# lpoptions -d printer-name

『Oracle Solaris 11.3 での印刷の構成と管理 』の「デフォルトプリンタの設定」を
参照してください。

■ /etc/passwd ファイルの lp エントリは次のとおりです。

lp:x:71:8:Line Printer Admin:/:

/etc/group ファイルの lp エントリは以前のリリースのままです。

『Oracle Solaris 11.3 での印刷の構成と管理 』の第 1 章「CUPS を使用したプリンタの
設定と管理 (概要)」を参照してください。

インストール後に印刷環境を設定する方法
新規インストール後に CUPS で動作するように印刷環境を設定するには、次の手順を
使用します。

1. cups/scheduler および cups/in-lpd SMF サービスがオンラインであることを確認
します。
# svcs -a | grep cups/scheduler
# svcs -a | grep cups/in-lpd

2. これらのサービスがオンラインでない場合は、有効にします。
# svcadm enable cups/scheduler
# svcadm enable cups/in-lpd

3. printer/cups/system-config-printer パッケージがインストールされていること
を確認します。
# pkg info print/cups/system-config-printer

■ このパッケージがすでにインストールされている場合は、CUPS を使用してプリ
ンタを構成する準備が整っています。

■ このパッケージがインストールされていない場合は、このパッケージをインス
トールします。
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# pkg install print/cups/system-config-printer

次の手順 手順については、『Oracle Solaris 11.3 での印刷の構成と管理 』の「CUPS コマンド行
ユーティリティーを使用したプリンタの設定と管理」を参照してください。

国際化とローカリゼーションの変更

国際化とローカリゼーションに関する次の変更を確認してください。

■ 言語とロケールのサポート – Oracle Solaris 11 では 200 を超えるロケールをサポー
トしています。デフォルトでは、主要ロケールセットのみがシステムにインストー
ルされます。主要ロケールは通常、ローカライズされたメッセージのレベルで、追
加のインストールに使用できるロケールよりも優れたサポートを提供します。イ
ンストーラやパッケージマネージャーなどの特定の Oracle Solaris コンポーネント
は、主要ロケール向けにのみローカライズされます。GNOME や Firefox などの他
社製ソフトウェアのローカライズされたメッセージには、追加のロケールが含まれ
ています。
主要ロケールセットは次の言語をサポートします。
■ 中国語 – 簡体字 (zh_CN.UTF-8)
■ 中国語 – 繁体字 (zh_TW.UTF-8)
■ 英語 (en_US.UTF-8)
■ フランス語 (fr_FR.UTF-8)
■ ドイツ語 (de_DE.UTF-8)
■ イタリア語 (it_IT.UTF-8)
■ 日本語 (ja_JP.UTF-8)
■ 韓国語 (ko_KR.UTF-8)
■ ポルトガル語 – ブラジル (pt_BR.UTF-8)
■ スペイン語 (es_ES.UTF-8)

ロケールに関する重要なその他の変更には、ポルトガル語 (ブラジル) ロケールの
追加とスウェーデン語ロケールの削除があります。

■ ロケールに関するその他の変更点 – Oracle Solaris 11.1 以降、ロケールに関する次の
変更点が導入されています。
■ 日本語 (ja_JP.UTF-8@cldr) ロケール – このロケールは、日本語ロケール用

の Unicode Common Locale Data Repository (CLDR) に準拠する、日本語 UTF-8
ロケール (ja_JP.UTF-8) の新しいバリアントです。ロケールは、system/
locale/extra パッケージからインストール可能なオプションコンポーネント
です。

■ 簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語、およびタイ語 UTF-8 ロケールのロケー
ルデータが Unicode 6.0 をサポートするように更新されました。
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■ 言語とロケールのパッケージング – Oracle Solaris 10 では、ドキュメント、ローカ
リゼーション、デバッグファイルなどのオプションのパッケージコンポーネント
は、個別のパッケージに分割されています。ただし、Oracle Solaris 11 では、IPS
でファセットと呼ばれる特殊なタグを使用することで、これらの各種パッケージコ
ンポーネントを同じパッケージに格納できます。ファセットによって、ディスク使
用率が最小限に抑えられるだけでなく、パッケージ化プロセスが簡素化されます。
ロケールファセットは、言語またはロケール固有のファイルまたはアクションに
マークを付けるために使用されます。
次のように、システム上のファセットのステータスを表示します。

$ pkg facet

nlsadm コマンドを使用すると、ロケールを管理できます。このコマンドでは、
統合された便利な方法で各国語のプロパティーを管理できます。nlsadm コマンド
は、Oracle Solaris 10 で使用される localeadm コマンドに置き換えられます。
たとえば、次のように Danish ロケールと使用可能な翻訳をインストールします。

# nlsadm install-locale da_DK.UTF-8

詳細は、nlsadm(1M) のマニュアルページを参照してください。
■ システムのデフォルトロケールの設定 – Oracle Solaris 10 では、デフォルトのシス

テムロケールは /etc/default/init ファイル内に構成されます。Oracle Solaris 11
以降、このファイルは廃止され、構成は svc:/system/environment:init SMF
サービスの対応するプロパティーに移行されています。137 ページの「ロケー
ル、タイムゾーン、およびコンソールキーマップの構成の変更」を参照してくださ
い。

■ 省略形式のロケール – Oracle Solaris 10 では、ja、de、de_AT な
ど、language_country.encoding[ @modifier] 形式に従わない省略形式のロケール名を
いくつかサポートしています。これらのロケールは、Oracle Solaris 11 で元の形式
では存在せず、locale_alias メカニズム経由での完全修飾ローカル名へのエイ
リアスとしてのみ存在します。Oracle Solaris 11 以降は、完全修飾ロケール名を使
用するようにしてください。または、可能な場合は、UTF-8 ロケールを使用して
ください。http://www.oracle.com/technetwork/systems/end-of-notices/
eonsolaris11-392732.html にある機能終了の通知を参照してください。

■ ロケールの別名化 – ロケールの別名が新しく追加されました。ロケール名の別
名は、受け入れられて、対応する正規のロケール名にマップされます。たとえ
ば、de ロケールは正規の de_DE.ISO8859-1 ロケールにマップされます。ロケール
名のすべてのマッピングについては、locale_alias(5) のマニュアルページを参照
してください。
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ロケール、タイムゾーン、およびコンソールキーマッ
プの構成の変更

Oracle Solaris 10 では、ロケール、タイムゾーン、およびコンソールキーマップの構成
は /etc/default/init ファイル内に設定されます。Oracle Solaris 11 では、次の SMF
サービスを使用してこの構成を管理します。

■ システムロケール – svc:/system/environment:init
■ タイムゾーン – svc:/system/timezone:default
■ コンソールキーマップ – svc:/system/keymap:default

nlsadm コマンドを使用して、これらの各国語プロパティーを表示および設定します。
次の例は、nlsadm コマンドを使用してこれらのプロパティーを設定する方法を示して
います。

デフォルトロケールを次のように fr_FR.UTF-8 に変更します。

# nlsadm set-system-locale fr_FR.UTF-8

タイムゾーンを次のように Europe/Paris に設定します。

# nlsadm set-timezone Europe/Paris

コンソールキーマップを次のように US-English に設定します。

# nlsadm set-console-keymap US-English

日付と時間の構成に関するその他の変更については、41 ページの「インストール前後
の日付と時間の再構成」を参照してください。
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 9 ♦  ♦  ♦        第    9    章 

セキュリティーの管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでのセキュリティー機能の変更について説明し
ます。
この章の内容は次のとおりです。

■ 139 ページの「セキュリティー機能の変更」
■ 144 ページの「役割、権限、特権、および認証」
■ 148 ページの「ファイルとファイルシステムのセキュリティーの変更」

セキュリティー機能の変更

次の重要なセキュリティーの変更点があります。

■ アドレス空間レイアウトのランダム化 (ASLR) – Oracle Solaris 11.1 以降、ASLR
は、ある特定のバイナリで使用されるアドレスをランダム化します。ASLR は、あ
る一定のメモリー範囲の正確な場所の把握に基づいた特定の種類の攻撃を失敗さ
せ、その企てによって実行可能ファイルが停止する可能性が高い場合に検出しま
す。ASLR を構成するには、sxadm コマンドを使用します。バイナリ上のタグを変
更するには、elfedit コマンドを使用します。sxadm(1M) および elfedit(1)を参
照してください。

■ 管理エディタ – pfedit コマンドを使用するとシステムファイルを編集できます。
システム管理者によって定義された場合、このエディタの値は $EDITOR です。定
義されていない場合、エディタのデフォルトは vi コマンドに設定されます。次の
ようにエディタを起動します。

$ pfedit system-filename

このリリースでは、監査がデフォルトでオンになっています。セキュアなシステム
の場合、管理アクションの監査がオンになっているときは常に監査されるインタ
フェースを使用します。pfedit の使用は常に監査されるため、システムファイル
編集用のコマンドとして推奨されます。pfedit(1M) および『Oracle Solaris 11.3 で
のシステムおよび接続されたデバイスのセキュリティー保護 』の第 3 章「システ
ムアクセスの制御」を参照してください。
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■ 監査 – 監査は Oracle Solaris 11 のサービスであり、デフォルトで有効になって
います。このサービスを無効または有効にするときにリブートは必要ありませ
ん。auditconfig コマンドを使用して監査ポリシーに関する情報を表示し、監査
ポリシーを変更します。公開オブジェクトの監査によって、監査トレール内に生成
されるノイズが減少します。また、カーネル以外のイベントの監査は、パフォーマ
ンスにまったく影響しません。
監査ファイル用の ZFS ファイルシステムの作成については、『Oracle Solaris 11.3
での監査の管理 』の「監査ファイルのための ZFS ファイルシステムを作成する方
法」を参照してください。

■ 監査リモートサーバー (ARS) – ARS は、監査中かつアクティブな audit_remote
プラグインで構成されているシステムから監査レコードを受信して格納する機能
です。監査対象のシステムは、ARS と区別するため、ローカルで監査されるシス
テムと呼ばれることがあります。-setremote オプションに関する情報について
は、auditconfig(1M) を参照してください。

■ コンプライアンス評価 - compliance コマンドを使用して、ほかのタイプのコンプ
ライアンス要件に照らして、特定のセキュリティーポリシーやベンチマークへの
コンプライアンス評価とコンプライアンスのガイド修正を自動化します。『Oracle
Solaris 11.3 セキュリティーコンプライアンスガイド 』および compliance(1M) を
参照してください。

■ 基本監査報告機能 (BART) – BART によって使用されるデフォルトのハッシュは
MD5 ではなく SHA256 です。SHA256 がデフォルトになっているのに加え、ハッ
シュアルゴリズムを選択することもできます。『Oracle Solaris 11.3 でのファイルの
セキュリティー保護とファイル整合性の検証 』の第 2 章「BART を使用したファ
イル整合性の検証」を参照してください。

■ cryptoadm コマンドの変更点 – Oracle Solaris カーネル構成をより簡単にパッケー
ジングするための /etc/system.d ディレクトリ実装の一部として、以前のリリー
スでの /etc/system ファイルではなく、このディレクトリ内のファイルに書き込
むように cryptoadm コマンドも更新されました。cryptoadm(1M) を参照してくだ
さい。

■ 暗号化フレームワーク – この機能には、Intel および SPARC T4 ハードウェアアク
セラレーション用のアルゴリズム、メカニズム、プラグイン、およびサポートがさ
らに追加されました。また、Oracle Solaris 11 は NSA Suite B 暗号方式ともより密接
に連携しています。フレームワークのアルゴリズムの多くは、SSE2 命令セットを
備えた x86 プラットフォーム用に最適化されます。T シリーズの最適化に関する詳
細は、『Oracle Solaris 11.3 での暗号化と証明書の管理 』の「暗号化フレームワー
クと SPARC T シリーズサーバー」を参照してください。

■ dtrace コマンドの変更点 – Oracle Solaris カーネル構成をより簡単にパッケージン
グするための /etc/system.d ディレクトリの実装の一部として、以前のリリース
での /etc/system ファイルではなく、このディレクトリ内のファイルに書き込む
ように dtrace コマンドも更新されました。dtrace(1M) を参照してください。

■ FIPS 140-2 Level 1 暗号化 – FIPS 140 モードで動作しているシステムは、FIPS 140
暗号化の少なくとも 1 つのプロバイダが有効にされています。一部のアプリケー
ションは自動的に、passwd コマンドなどの FIPS 140 暗号化を使用します。ほか
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のアプリケーションには、FIPS 140 モードで有効にする必要があるもの (SSH な
ど)、それらのプロバイダが有効になっていて、かつそのアプリケーションが FIPS
140 暗号化を使用している場合にのみ FIPS 140 モードで動作するもの (Kerberos、
IPsec、Apache Web Server など) があります。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での
FIPS 140 対応システムの使用 』を参照してください。

■ Kerberos DTrace プロバイダ – Kerberos メッセージ (Protocol Data Unit) 用のプロー
ブを提供する新しい DTrace USDT プロバイダが追加されました。それらのプロー
ブは、RFC 4120 に記述されている Kerberos メッセージタイプのあとにモデル化さ
れます。

■ 鍵管理の機能拡張:
■ Trusted Platform Module の RSA 鍵に対する PKCS#11 キーストアのサポート
■ 集中型エンタープライズ鍵管理用の Oracle Key Manager への PKCS#11 アクセス

■ lofi コマンドの変更点 – lofi コマンドは、このリリースではブロック型デバイス
の暗号化をサポートします。lofi(7D) を参照してください。

■ nxheap および nxstack セキュリティー拡張 – nxheap および nxstack セ
キュリティー拡張を使用して、体系的にすべての Oracle Solaris プロセス
のスタックとヒープを実行不可能にします。nxstack セキュリティー拡張
は、noexec_user_stack システム変数を置き換えます。詳細は、『Oracle Solaris
11.3 でのシステムおよび接続されたデバイスのセキュリティー保護 』の「悪影響
からのプロセスヒープと実行可能スタックの保護」を参照してください。

■ profiles コマンドの変更点 – Oracle Solaris 10 では、このコマンドは特定ユーザー
または役割に関するプロファイル、または特定コマンドに対するユーザーの特権を
一覧表示するために使用されるだけです。Oracle Solaris 11 以降、profiles コマン
ドを使用して、ファイルおよび LDAP のプロファイルを作成および変更できます
(profiles(1) を参照)。

■ rstchown プロパティー – 以前のリリースで chown 操作を制限するために使用され
るチューニング可能パラメータ rstchown は、ZFS ファイルシステムプロパティー
になり、一般的なファイルシステムマウントオプションでもあります。『Oracle
Solaris 11.2 での ZFS ファイルシステムの管理 』および mount(1M) を参照してくだ
さい。
この廃止されたパラメータを /etc/system ファイルに設定しようとすると、次の
メッセージが表示されます:

sorry, variable 'rstchown' is not defined in the 'kernel'

■ sudo コマンド - このコマンドは、ほかのコマンドを実行しているときに Oracle
Solaris 監査レコードを生成します。また、このコマンドは、sudoers コマンドの
エントリに NOEXEC のタグが付けられている場合に proc_exec 基本特権を削除し
ます。

■ ベリファイドブート -システムのブートプロセスをセキュリティー保護し、カーネ
ルモジュールの破損、正当なカーネルモジュールとしてなり済ます悪意のあるプロ
グラムの挿入や置換のほか、サイトの変更を制御するポリシーに違反する可能性の
あるサードパーティーモジュールの意図しないインストールなどの脅威,からシス
テムを保護します。Unresolved link to " Oracle Solaris 11.3 でのシステムおよび接続
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されたデバイスのセキュリティー保護 のベリファイドブートの使用"を参照してく
ださい。

■ ZFS ファイルシステムの暗号化 – ZFS ファイルシステムの暗号化は、データをセ
キュリティー保護しておくために作られたものです。150 ページの「ZFS ファイ
ルシステムの暗号化」を参照してください。

ネットワークセキュリティー機能

次のネットワークセキュリティー機能がサポートされています。

■ インターネット鍵交換 (IKE) – IKE Version 2 (IKEv2) は、最新バージョンの IKE
プロトコルを使用して IPsec 用の自動鍵管理を提供します。IKEv2 および IPsec
は、Oracle Solaris の暗号化フレームワーク機能の暗号化アルゴリズムを使用しま
す。IKEv2 にはより多くの Diffie-Hellman グループが含まれており、楕円曲線暗号
(ECC) グループを使用することもできます。

■ IKE と IPSec は最新のアルゴリズムメカニズムをサポートする - どちらの機能も暗
号化フレームワークからの最新のアルゴリズムメカニズムを使用できます。また、
このリリースでは Camellia を使用できます。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワー
クのセキュリティー保護 』の第 10 章「インターネット鍵交換について」を参照し
てください。

■ IP セキュリティーアーキテクチャー (IPsec) – IPsec には AES-CCM および AES-
GCM モードが含まれ、Oracle Solaris (Trusted Extensions) の Trusted Extensions 機能
のネットワークトラフィックを保護できます。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワー
クのセキュリティー保護 』の第 8 章「IP セキュリティーアーキテクチャーについ
て」を参照してください。

■ IP フィルタファイアウォール – オープンソース IP フィルタ機能に似たこの機能
は、互換性があり、管理可能で、SMF に高度に統合されます。この機能を使用す
ると、IP アドレスに基づいて、ポートを選択的に使えるようになります。

■ Kerberos – Kerberos は、このリリースではクライアントとサーバーの相互認証を
行うことができます。また、X.509 証明書を PKINIT プロトコルで使用すること
によって初期認証もサポートされるようになりました。Unresolved link to " Oracle
Solaris 11.3 での暗号化と証明書の管理 のOracle Solaris での OpenSSL のサポート"を
参照してください。

■ OpenSSL 1.0.1 – Oracle Solaris 11.2 以降、OpenSSL 1.0.1 がサポートされます。
このバージョンの OpenSSL は、パフォーマンスまたは FIPS-140 へのコンプラ
イアンスを選択できます。https://blogs.oracle.com/observatory/entry/
openssl_on_solaris_11_2 を参照してください。

■ デフォルトでのセキュリティー保護 – デフォルトでのセキュリティー保護機能を
使用して、いくつかのネットワークサービスを無効にして攻撃から保護し、ネッ
トワークエクスポージャーを最小限に抑えます。Oracle Solaris 10 では、この機能
が導入されましたが、デフォルトでオフにされ、OS のインストール中に有効にす
るか netservices limited コマンドを実行して有効にする必要がありました。
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Oracle Solaris 11 以降、この機能はデフォルトで有効にされ、システムへのリモー
トアクセスでは SSH のみが有効です。ほかのサービスのリモートアクセスを有効
にするには、それぞれの固有のネットワークサービスのマニュアルページで手順を
参照してください。

■ SSH – X.509 証明書の使用により、ホストおよびユーザー認証のサポートがサポー
トされています。

■ SSL カーネルプロキシ – TLS 1.0 および SSL 3.0 プロトコルをサポートしていま
す。SSL 3.0 プロトコルはデフォルトで無効にされています。『Oracle Solaris 11.3
でのネットワークのセキュリティー保護 』の第 3 章「Web サーバーと Secure
Sockets Layer プロトコル」を参照してください。

プラグイン可能認証モジュールの変更点

次のプラグイン可能認証モジュール (PAM) の変更が導入されます。

■ ユーザー単位の PAM スタックを有効にするためのモジュール - 新しい
pam_policy 鍵とともに使用すると、PAM 認証ポリシーをユーザー単位で構成
できます (user_attr(4))。この例に示すように、デフォルトの pam.conf ファイ
ルも、ユーザーの拡張属性内またはユーザーに割り当てられたプロファイル内で
pam_policy を指定することによってこの機能を使用できるように更新されまし
た。

# usermod -K pam_policy=krb5_only username

pam_user_policy(5)を参照してください。
■ /etc/pam.d 内の PAM 構成 – サービス単位のファイルを使用して PAM の構成の

サポートを追加します。その結果、関連する PAM サービス名に基づき、/etc/
pam.conf ファイルの内容が /etc/pam.d/ ディレクトリ内の複数のファイルに移
行されました。このメカニズムが Oracle Solaris で PAM を構成するための正しい方
法であり、すべての新規インストールに使用されるデフォルトの方法です。/etc/
pam.conf ファイルは引き続き参照されるため、このファイルに加えられる既存ま
たは新しい変更は引き続き認識されます。
/etc/pam.conf ファイルを編集したことがない場合、ファイルには、/etc/
pam.d/ ディレクトリ内のサービスごとのファイルについて案内するコメント
のみが含まれます。たとえば LDAP または Kerberos を有効にするように /etc/
pam.conf ファイルを編集した場合、加えた変更を含む /etc/pam.conf.new とい
う名前の新しいファイルが提供されます。pam.conf(4) を参照してください。

■ pam.conf に追加された definitive フラグ – このリリースでは、pam.conf ファ
イルには definitive control_flag が含まれています。pam.conf(4) を参照して
ください。
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削除されたセキュリティー機能

次のセキュリティー機能は除外されています。

■ 自動セキュリティー拡張ツール (ASET) – ASET 機能は、svc.ipfd、BART、
SMF、セキュリティー準拠ツール (Oracle Solaris 11.2 以降) と、このリリースでサ
ポートされているほかのセキュリティー機能を含む、IP フィルタの組み合わせに
よって置き換えられています。

■ スマートカード – スマートカードのサポートは中止になりました。

役割、権限、特権、および認証

次の情報では、役割、権限、特権、および承認が Oracle Solaris 11 でどのように機能す
るかを説明します。

■ 承認の割り当てと委任の違い – Oracle Solaris では、特定の管理権限を個々のユー
ザーや役割に委任して責務を分離するために承認が使われています。Oracle Solaris
10 では、承認を別のユーザーに委任するためには、.grant で終わる承認が必要で
す。Oracle Solaris 11 以降は、2 つの新しい接尾辞 .assign と .delegate (たとえば
solaris.profile.assign や solaris.profile.delegate) が使用されます。前者
は、任意の権利プロファイルを任意のユーザーまたは役割に委任する権限を付与し
ます。後者は、制限が厳しくなり、現在のユーザーにすでに割り当てられている権
利プロファイルのみを委任できます。root 役割には solaris.* が割り当てられて
いるため、この役割では任意の承認を任意のユーザーまたは役割に割り当てること
ができます。安全対策として、.assign で終わる承認はデフォルトではどのプロ
ファイルにも含まれていません。

■ groupadd コマンドの変更点 – グループの作成時に、システムにより solaris.
group.assign/groupname 承認が管理者に割り当てられます。この承認は、その
グループに対する完全な制御を管理者に与えて、管理者が必要に応じて groupname
を変更または削除できるようにします。groupadd(1M) および groupmod(1M) のマ
ニュアルページを参照してください。

■ Media Restore 権利プロファイル – この権利プロファイルとその関連付けられて
いる承認セットは、root 以外のアカウントの特権をエスカレートできます。こ
のプロファイルは存在しますが、ほかの権利プロファイルの一部ではありませ
ん。Media Restore 権利プロファイルはルートファイルシステム全体へのアクセ
スを提供するため、これを使用することで特権のエスカレーションが可能です。
故意に改ざんされたファイルや交換したメディアを復元できます。デフォルトで
は、root 役割にはこの権利プロファイルが含まれています。

■ Primary Administrator プロファイルの削除 – インストール時に作成される最初の
ユーザーには、次の役割と権限が与えられます。
■ root 役割
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■ System Administrator 権利プロファイル
■ root として実行されるすべてのコマンドを対象にした sudo コマンドへのアク

セス
■ 役割の認証 – user または role のどちらかを roleauth キーワードとして指定でき

ます。
root 役割にどのパスワードが割り当てられているかを次のように判断できます。

# userattr roleauth root

出力がない場合は、root アカウントがカスタマイズされておらず、パスワードが
Oracle Solaris のデフォルトであり、ユーザーのパスワードではないことを意味しま
す。
user_attr(4)を参照してください。

■ 役割としての root – root は、Oracle Solaris 11 ではデフォルトで役割となるた
め、匿名ではなく、システムにリモートでログインできません。root 役割をユー
ザーに変更する方法については、『Oracle Solaris 11.3 でのユーザーとプロセスのセ
キュリティー保護 』の「root 役割をユーザーに変更する方法」を参照してくださ
い。

■ Oracle Solaris の基本特権には次が含まれます。
■ file_read
■ file_write
■ net_access

■ 通常のシェルのプロファイルシェルバージョン – Oracle Solaris 11 では、通常の
シェルにはそれぞれ独自のプロファイルバージョンがあります。次のプロファイル
シェルを使用できます。
■ pfbash
■ pfcsh
■ pfksh
■ pfksh93
■ pfrksh93
■ pfsh
■ pftcsh
■ pfzsh

pfexec(1) を参照してください。
■ 権利プロファイル – user_attr、prof_attr、および exec_attr データベー

スは読み取り専用です。これらのローカルファイルデータベースは、/etc/
user_attr.d、/etc/security/prof_attr.d、および /etc/security/
exec_attr.d にあるフラグメントから組み立てられます。それらのフラグメント
ファイルは、1 つのバージョンのファイルにマージされませんが、フラグメントと
して残されます。この変更により、パッケージで完全な権利プロファイルも部分的
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な権利プロファイルも提供できるようになります。useradd および profiles コマ
ンドでローカルファイルリポジトリに追加されたエントリは、フラグメントディレ
クトリ内の local-entries ファイルに追加されます。プロファイルを追加または
変更するには、profiles コマンドを使用します。146 ページの「権利プロファ
イルについて」を参照してください。

■ Stop 権利プロファイル – このプロファイルを使用すると、管理者は制限付きアカ
ウントを作成できます。『Oracle Solaris 11.3 でのユーザーとプロセスのセキュリ
ティー保護 』の「権利プロファイルの詳細」を参照してください。

■ pfsh script コマンド – このコマンドの実行は pfsh -c script コマンドと同じです。
以前は、スクリプト内のコマンドは、そのスクリプトの最初の行にプロファイル
シェルが指定されないかぎり、権利プロファイルを使用できませんでした。この
規則では、権利プロファイルを使用するためにはスクリプトを変更する必要があり
ましたが、現在は、スクリプトの呼び出し側 (またはセッション内の祖先) でプロ
ファイルシェルを指定できるため、これが不要になりました。

■ pfexec command – このコマンドは setuid root ではなくなりました。pfexec コ
マンドまたはプロファイルシェルが実行されるときに、新しい PF_PFEXEC プロセ
ス属性が設定されます。その後、カーネルによって exec に対する適切な特権が
設定されます。この実装により、適宜、サブシェルに権限が与えられたり、制限
されたりするようになります。さらに、pfexec コマンドは指定したコマンドが
auth_profiles キーワードを使用して割り当てられた権利プロファイルに含まれ
ている場合、ユーザーに再認証するように要求します。
カーネルが exec(2) を処理している場合は、root に対する setuid の扱いが異な
ります。ほかの uid や setgid に対する setuid は以前のとおりです。カーネル
は、exec_attr(4) の Forced Privilege 権利プロファイルでエントリを検索し
て、プログラムの実行に使用される特権を判断します。プログラムは、uid root と
すべての特権で開始されるのではなく、現在の uid と、Forced Privilege 実行権
利プロファイルでそのパス名に割り当てられている追加の特権のみで実行されま
す。

権利プロファイルについて

権利プロファイルとは、承認などのセキュリティー属性、セキュリティー属性を持つ
コマンド、および補助権利プロファイルを集めたものです。Oracle Solaris では権利プ
ロファイルが多数提供されています。既存の権利プロファイルを修正し、新しい権
利プロファイルを作成できます。権利プロファイルは、もっとも権限のあるものから
もっとも権限のないものへと順番に割り当てられる必要があることに注意してくださ
い。
以下に、使用できる権利プロファイルをいくつか示します。

■ System Administrator – セキュリティーに関係しないほとんどのタスクを実行でき
るプロファイルです。このプロファイルには、権限のある役割を作成するためにい
くつかのほかのプロファイルが含まれます。このプロファイルに関する情報を表示
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するには、profiles コマンドを使用します。例1「System Administrator 権利プロファ
イルに関する情報の表示」 を参照してください。

■ Operator – ファイルやオフラインメディアを管理するための限られた機能を持つプ
ロファイルです。

■ Printer Management – 印刷を処理するための限られた数のコマンドと承認を提供す
るプロファイルです。

■ Basic Solaris User – ユーザーがセキュリティーポリシーの境界内でシステムを
使用できるようにするプロファイルです。このプロファイルは、デフォルトで
policy.conf ファイル内にリストされます。

■ Console User – ワークステーション所有者用のプロファイルです。このプロファイ
ルは、コンピュータを使用している人に対して承認、コマンド、アクションへのア
クセスを提供します。

このリリースで使用できる他の権利プロファイルには、All 権利プロファイルや Stop
権利プロファイルなどがあります。『Oracle Solaris 11.3 でのユーザーとプロセスのセ
キュリティー保護 』の第 8 章「Oracle Solaris 権利リファレンス」を参照してくださ
い。

例   1 System Administrator 権利プロファイルに関する情報の表示

特定の権利プロファイルに関する情報を表示するには、profiles コマンドを使用し
ます。次の例では、System Administrator 権利プロファイルに関する情報が表示されま
す。
$ profiles -p "System Administrator" info
name=System Administrator
desc=Can perform most non-security administrative tasks
profiles=Install Service Management,Audit Review,Extended Accounting Flow
Management,Extended Accounting Net Management,Extended Accounting Process Management,
Extended Accounting Task Management,Printer Management,Cron Management,Device Management,
File System Management,Log Management,Mail Management,Maintenance and Repair,
Media Backup,Media Catalog,Media Restore,Name Service Management,Network Management
Object Access Management,Process Management,Project Management,RAD Management,
Service Operator,Shadow Migration Monitor,Software Installation,System
Configuration,User Management,ZFS Storage Management
help=RtSysAdmin.html

特権と承認の表示
ユーザーに特権が直接割り当てられるとき、実際にはその特権はすべてのシェルにあ
ります。ユーザーに特権が直接割り当てられないとき、ユーザーはプロファイルシェ
ルを開く必要があります。たとえば、特権が割り当てられているコマンドがユーザー
の権利プロファイルのリスト内の権利プロファイルに含まれるとき、ユーザーはプロ
ファイルシェルでコマンドを実行する必要があります。

特権をオンラインで表示する場合は、privileges(5) を参照してください。表示され
る特権の形式は、開発者によって使用されます。
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$ man privileges
Standards, Environments, and Macros                 privileges(5)

NAME
privileges - process privilege model
...
The defined privileges are:

PRIV_CONTRACT_EVENT

Allow a process to request reliable delivery  of  events
to an event endpoint.

Allow a process to include events in the critical  event
set  term  of  a  template  which  could be generated in
volume by the user.
...

例   2 直接割り当てられた特権を表示する

直接特権が割り当てられた場合、基本セットにはデフォルトの基本セットより多くの
特権が含まれます。次の例では、ユーザーは常時 proc_clock_highres 特権にアクセ
スできます。

$ /usr/bin/whoami
jdoe
$ ppriv -v $$
1800:   pfksh
flags = <none>
E: file_link_any,…,proc_clock_highres,proc_session
I: file_link_any,…,proc_clock_highres,proc_session
P: file_link_any,…,proc_clock_highres,proc_session
L: cpc_cpu,dtrace_kernel,dtrace_proc,dtrace_user,…,sys_time
$ ppriv -vl proc_clock_highres
Allows a process to use high resolution timers.

承認を表示するには、auths コマンドを使用します。

$ auths list

このコマンドの出力では、ユーザーに割り当てられている承認のサマリーが読みやす
い形式 (1 行につき 1 つ) で表示されます。Oracle Solaris 11.1 以降、auths コマンドに
複数の新しいオプションが追加されました。たとえば、check オプションはスクリプ
ト作成に役立ちます。他の新しいオプションは、files または LDAP との間で承認を
追加、変更、および削除する機能を提供します。auths(1) を参照してください。

ファイルとファイルシステムのセキュリティーの変更

次の変更は、ファイルとファイルシステムのセキュリティーに関連しています。
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aclmode プロパティーの再導入

このリリースでは、chmod 操作中にファイルの ACL アクセス権がどのように
変更されるかを決める aclmode プロパティーが再導入されました。aclmode 値
は、discard、mask、および passthrough です。デフォルト値の discard はもっと
も制限が厳しく、passthrough 値はもっとも制限が緩やかです。

例   3 ZFS ファイルでの ACL と chmod 操作との相互作用

次の例は、特定の aclmode および aclinherit プロパティー値が既存の ACL と、グ
ループの所有権に一致するように既存の ACL アクセス権を縮小または拡大する chmod
操作との相互作用にどのような影響を及ぼすかを示しています。

この例では、aclmode プロパティーは mask に設定され、aclinherit プロパティーは
restricted に設定されます。この例の ACL アクセス権は、変更中のアクセス権をよ
り示しやすくするコンパクトモードで表示されます。

元のファイルおよびグループ所有権と ACL アクセス権は次のとおりです。

# zfs set aclmode=mask pond/whoville
# zfs set aclinherit=restricted pond/whoville

# ls -lV file.1
-rwxrwx---+  1 root     root      206695 Aug 30 16:03 file.1
user:amy:r-----a-R-c---:-------:allow
user:rory:r-----a-R-c---:-------:allow
group:sysadmin:rw-p--aARWc---:-------:allow
group:staff:rw-p--aARWc---:-------:allow
owner@:rwxp--aARWcCos:-------:allow
group@:rwxp--aARWc--s:-------:allow
everyone@:------a-R-c--s:-------:allow

chown 操作によって file.1 のファイル所有権が変更され、所有しているユーザー
amy によって出力が表示されます。例:

# chown amy:staff file.1
# su - amy
$ ls -lV file.1
-rwxrwx---+  1 amy      staff     206695 Aug 30 16:03 file.1
user:amy:r-----a-R-c---:-------:allow
user:rory:r-----a-R-c---:-------:allow
group:sysadmin:rw-p--aARWc---:-------:allow
group:staff:rw-p--aARWc---:-------:allow
owner@:rwxp--aARWcCos:-------:allow
group@:rwxp--aARWc--s:-------:allow
everyone@:------a-R-c--s:-------:allow

次の chmod 操作では、アクセス権がより制限の厳しいモードに変更されます。この例
では、変更された sysadmin グループと staff グループの ACL アクセス権が、所有し
ているグループのアクセス権を超えることはありません。

$ chmod 640 file.1
$ ls -lV file.1
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-rw-r-----+  1 amy      staff     206695 Aug 30 16:03 file.1
user:amy:r-----a-R-c---:-------:allow
user:rory:r-----a-R-c---:-------:allow
group:sysadmin:r-----a-R-c---:-------:allow
group:staff:r-----a-R-c---:-------:allow
owner@:rw-p--aARWcCos:-------:allow
group@:r-----a-R-c--s:-------:allow
everyone@:------a-R-c--s:-------:allow

次の chmod 操作では、アクセス権がより制限の緩やかなモードに変更されます。この
例では、変更された sysadmin グループと staff グループの ACL アクセス権が、所有
しているグループと同じアクセス権を許可するように復元されます。

$ chmod 770 file.1
$ ls -lV file.1
-rwxrwx---+  1 amy      staff     206695 Aug 30 16:03 file.1
user:amy:r-----a-R-c---:-------:allow
user:rory:r-----a-R-c---:-------:allow
group:sysadmin:rw-p--aARWc---:-------:allow
group:staff:rw-p--aARWc---:-------:allow
owner@:rwxp--aARWcCos:-------:allow
group@:rwxp--aARWc--s:-------:allow
everyone@:------a-R-c--s:-------:allow

ZFS ファイルシステムの暗号化

Oracle Solaris の以前のリリースとこのリリースでは、暗号化フレームワーク機能に
ファイルを暗号化するための encrypt、decrypt、および mac コマンドが備わってい
ます。
Oracle Solaris 10 は ZFS 暗号化をサポートしていません。ただし、Oracle Solaris 11 は
次の ZFS 暗号化機能をサポートしています。

■ ZFS 暗号化は ZFS コマンドセットと統合されています。ほかの ZFS 操作と同様
に、鍵の変更および鍵の再入力操作はオンラインで実行されます。

■ 既存のストレージプールがアップグレードされていれば、それを使用できます。特
定のファイルシステムの暗号化には柔軟性があります。

■ ZFS 暗号化は子孫のファイルシステムに継承できます。鍵管理は、ZFS 委任管理を
通じて委任できます。

■ データは、CCM および GCM 操作モードで鍵長が 128,192、および 256 の AES
(Advanced Encryption Standard) を使用して暗号化されます。

■ ZFS 暗号化では、暗号化フレームワーク機能を使用します。これにより、利用可能
なハードウェアアクセラレーションや、暗号化アルゴリズムの最適化されたソフト
ウェア実装に自動的にアクセスできます。

注記 - 現時点では、単独のファイルシステムであっても、ZFS ルートファイルシステ
ムまたはその他の OS コンポーネント (/var ディレクトリなど) を暗号化できません。
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ファイルとファイルシステムのセキュリティーの変更

例   4 暗号化された ZFS ファイルシステムを作成する

次の例は、暗号化された ZFS ファイルシステムの作成方法を示しています。デフォル
トの暗号化ポリシーでは、最低 8 文字の長さが必要な passphrase の入力が求められ
ます。

# zfs create -o encryption=on tank/data
Enter passphrase for 'tank/data': xxxxxxxx
Enter again: xxxxxxxx

ファイルシステムの暗号化の値が on になっている場合、デフォルトの暗号化アルゴ
リズムは aes-128-ccm です。

暗号化されたファイルシステムが作成されたあとで、その暗号化を解除することはで
きません。例:

# zfs set encryption=off tank/data
cannot set property for 'tank/data': 'encryption' is readonly

『Oracle Solaris 11.3 での ZFS ファイルシステムの管理 』の「ZFS ファイルシステムの
暗号化」を参照してください。

不変ゾーン

file-mac-profile プロパティーでは、読み取り専用のルートファイルシステムで
ゾーンを実行できます。この機能を使用すると、allzone 特権を持つプロセスに対し
ても、ゾーンのファイルシステムのどの程度を読み取り専用にするかを決める 4 つの
定義済みプロファイルから選択できます。『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用 』の
「zonecfg の file-mac profile プロパティー」を参照してください。
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仮想化機能の管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでサポートされる仮想化環境について説明しま
す。
この章の内容は次のとおりです。

■ 153 ページの「Oracle Solaris の仮想化機能」
■ 155 ページの「OpenStack によるセルフサービスコンピューティング」
■ 155 ページの「Oracle VM Server for SPARC」
■ 156 ページの「Oracle Solaris Zones Features」
■ 159 ページの「Oracle Solaris 11 システム上の非大域ゾーンへの Oracle Solaris 10

インスタンスの移行」

Oracle Solaris の仮想化機能
次の表では、Oracle Solaris 11 でサポートされているさまざまな仮想化機能について簡
単に説明します。Oracle Solaris リリースの仮想化の概要については、『Oracle Solaris
11 仮想環境の紹介 』を参照してください。

表 14 Oracle Solaris 11 でサポートされる仮想化機能

Oracle Solaris 11 の機
能

説明 Oracle Solaris
10 でのサポート

詳細情報

OpenStack (Juno バー
ジョン)

データセンター全体の計
算、ストレージ、および
ネットワークリソースの大
規模なプールを制御するク
ラウドオペレーティングシ
ステム。すべて Web インタ
フェースを介してリソース
をプロビジョニングできる
ダッシュボードから管理さ
れます。

サポートされ
ていません

『Oracle Solaris 11.3 での
OpenStack のインストールと構
成 』

Oracle Solaris Resource
Manager の製品コン
ポーネント (リソース
管理とも呼ばれる)

利用可能なシステムリソー
スがアプリケーションでど
のように使用されるかを制
御できるようにする機能。

サポートされ
ています

『Oracle Solaris 11.3 でのリソー
スの管理 』
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Oracle Solaris の仮想化機能

Oracle Solaris 11 の機
能

説明 Oracle Solaris
10 でのサポート

詳細情報

Oracle VM Server for
SPARC

SPARC サーバー用のハイ
パーバイザベースの仮想化

サポートされ
ています

Oracle Solaris
11.3 以降、
制御ドメイ
ンでの Oracle
Solaris 10 の
実行はサポー
トされなく
なりました。
ただし、ゲス
トドメインで
Oracle Solaris
10 を実行し続
けることがで
きます。

http://www.oracle.com/
technetwork/documentation/
vm-sparc-194287.html

Oracle VM Server for
x86 (Xen)

x86 ベースのサーバー用の
ハイパーバイザベースの仮
想化

サポートされ
ています

http://www.oracle.com/
technetwork/documentation/
vm-096300.html

Oracle VM VirtualBox x86 ベースシステム用のホ
ストされるワークステー
ションとサーバーの仮想化

サポートされ
ています

http://www.oracle.com/
technetwork/server-storage/
virtualbox/downloads/index.
html

Oracle Solaris カーネ
ルゾーン

ブランドゾーンフレーム
ワークを使用し、大域ゾー
ンと別個のカーネルおよび
OS インストールでゾーンを
実行します。カーネルゾー
ンを使用するには、Oracle
Solaris 11.2 以上を実行して
いる必要があります。

サポートされ
ていません

『Oracle Solaris カーネルゾーン
の作成と使用 』

Oracle Solaris ゾーン Oracle Solaris オペレーティ
ングシステムの単一インス
タンス内に作成された仮想
オペレーティングシステム
環境

サポートされ
ています

『Oracle Solaris ゾーンの紹介 』

Oracle VM テンプレー
ト

使用可能な Oracle Solaris
VM テンプレートのタイプ
は、Oracle Solaris ゾーン
用 Oracle VM テンプレー
ト、SPARC 用 Oracle VM テ
ンプレート、x86 用 Oracle
VM テンプレート、およ
び Oracle VM VirtualBox 用
Oracle VM テンプレートで
す。

Oracle Solaris
10 の一部の
リリースでサ
ポートされて
います。

http://www.oracle.com/
technetwork/server-storage/
solaris11/downloads/
virtual-machines-1355605.
html

Oracle Solaris 仮想化環境の概要については、『Oracle Solaris 11 仮想環境の紹介 』を参
照してください。

154 Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11.3 への移行 • 2015 年 10 月

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-sparc-194287.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-sparc-194287.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-sparc-194287.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/virtualbox/downloads/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/virtualbox/downloads/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/virtualbox/downloads/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/virtualbox/downloads/index.html
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=VLZKZ
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=VLZKZ
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=VLZON
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/downloads/virtual-machines-1355605.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/downloads/virtual-machines-1355605.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/downloads/virtual-machines-1355605.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/downloads/virtual-machines-1355605.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/downloads/virtual-machines-1355605.html
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=VLINT


OpenStack によるセルフサービスコンピューティング

OpenStack によるセルフサービスコンピューティング
Oracle Solaris 11.3 にはその OpenStack 配布の Juno バージョンが含まれています。
OpenStack 配布は、Oracle Solaris Zones、ZFS、統合アーカイブ、およびその他のソフ
トウェア定義のネットワーク機能など、いくつかのコア Oracle Solaris 11 テクノロジに
完全に統合されます。OpenStack によって、集中管理された Web ベースポータルを使
用して、仮想ネットワークを作成し、リソースを計算できます。OpenStack の使用を
開始するには、『Oracle Solaris 11.3 での OpenStack のインストールと構成 』を参照し
てください。

Oracle VM Server for SPARC
Oracle VM Server for SPARC (以前の Sun Logical Domains) は、単一の物理ドメイン上で
複数の OS インスタンスを同時に実行する SPARC ハイパーバイザ仮想化ソリューショ
ンです。Oracle SPARC プラットフォームで Oracle VM Server for SPARC ソフトウェア
を使用すると、単一の物理ドメイン上に、論理ドメインと呼ばれる仮想サーバーを最
大で 128 個作成できます。この種類の構成により、SPARC T シリーズサーバーおよび
SPARC M シリーズサーバーと Oracle Solaris OS が提供する大規模なスレッドを活用で
きるようになります。また、Oracle VM Server for SPARC では、Oracle Solaris ゾーンな
どの OS レベルの仮想化機能も使用できます。

Oracle VM Server for SPARC の最新リリースには、いくつかの新しい仮想ネット
ワークパフォーマンス拡張機能が含まれます。詳細は、http://www.oracle.com/
technetwork/server-storage/vm/documentation/sparc-whatsnew-330281.
htmlを参照してください。

完全な情報と手順については、http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/vm-sparc-194287.html にある製品ドキュメントを参照してくださ
い。

Oracle VM Server for x86
Oracle VM Server for x86 は、単一のマシンで複数の OS インスタンスを同時に実行で
きる x86 仮想化ソリューションです。Oracle VM Server for x86 はオープンソース Xen
プロジェクトに基づいています。Oracle VM Server for x86 ソフトウェアは、ゲストド
メインを管理する特権ドメイン (dom0) と、ワークロードを実行する非特権ゲストド
メイン (domU とも呼ばれる) をサポートします。Oracle VM Server for SPARC の制御ド
メインと同様、dom0 ドメインにより、小さくかつ効率的なハイパーバイザの使用が
可能となり、可用性が向上します。Oracle VM Server for x86 ソフトウェアはゲストド
メインでの Oracle Solaris の実行をサポートします。Oracle Solaris ゲストドメインは、
Oracle Solaris ゾーンなどの OS レベルの仮想化機能を使用できます。
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詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.htmlを
参照してください。

Oracle Solaris Zones Features

次の Oracle Solaris ゾーン機能がこのリリースでサポートされています。最新の機能拡
張については、『Oracle Solaris ゾーンの紹介 』を参照してください。

■ Oracle Solaris 10 ブランドゾーン – Oracle Solaris 10 ゾーンは、Oracle Solaris 11 上に
Oracle Solaris 10 環境を提供します。
次の方法で、Oracle Solaris 10 システムまたはゾーンを Oracle Solaris 11 システム上
の solaris10 ゾーンに移行できます。
■ ゾーンアーカイブを作成し、そのアーカイブを使用して Oracle Solaris 11 システ

ム上に s10zone を作成します。159 ページの「Oracle Solaris 11 システム上の
非大域ゾーンへの Oracle Solaris 10 インスタンスの移行」を参照してください。

■ Oracle Solaris 10 システムからゾーンを切り離し、そのゾーンを Oracle Solaris
11 ゾーンに接続します。ゾーンは停止され、現在のホストから切り離されま
す。zonepath はターゲットホストに移動され、そこで接続されます。『Oracle
Solaris 10 ゾーンの作成と使用 』の「solaris10 ゾーンの切り離しおよび接続につ
いて」を参照してください。

■ Solaris 10 ブランドゾーンに複数のブート環境 (BE) を作成して管理できるほ
か、現在アクティブになっている BE または非アクティブな BE の変更が可能
で、これらすべてを本番環境ワークロードを実行したままで行うことができま
す。『Oracle Solaris 10 ゾーンの作成と使用 』の「solaris10 ゾーンでの複数の
ブート環境について」を参照してください。

■ 旧バージョンのブランドゾーン – 次の旧バージョンのブランドゾーンの機能は
Oracle Solaris 10 のみでサポートされています。
■ Linux ブランド (lx)
■ Oracle Solaris 8 コンテナ (solaris8)
■ Oracle Solaris 9 コンテナ (solaris9)

■ Oracle Solaris カーネルゾーン – solaris-kz ブランドゾーンとも呼ばれるカーネ
ルゾーンは、ブランドゾーンフレームワークを使用して、大域ゾーンと別個の
カーネルおよびオペレーティングシステム (OS) インストールでゾーンを実行しま
す。カーネルゾーンの管理および構造的な内容は、大域ゾーンの内容にはまった
く依存していません。カーネルゾーンは大域ゾーンやカーネルゾーンホストとシ
ステムパッケージングを共有しないため、各カーネルゾーンにインストールする
ソフトウェアパッケージに対して完全な独立性があります。この機能を使用する
前に、『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用 』の「Oracle Solaris カーネル
ゾーンのハードウェアおよびソフトウェア要件」の情報を確認してください。

■ カーネルゾーンライブ移行 - Oracle Solaris 11.3 は、移行対象ゾーンが移行対象ゲス
トにコピーされるカーネルゾーンライブ移行をサポートしています。カーネルゾー
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Oracle Solaris Zones Features

ンライブ移行を使用すると、サービスを負荷分散できます。ライブ移行は停止時間
を最小化する必要がある状況やアプリケーションを実行中の状態で維持する必要が
ある場合に推奨されます。ライブ移行は solaris-kz ブランドゾーンでのみ使用で
きます。『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用 』の「ライブ移行を使用し
たカーネルゾーンの移行」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11 インストールのサポート – 非大域ゾーンの構成とインストール
を AI クライアントインストールの一部として指定できます。非大域ゾーンは、
大域ゾーンのインストール後の初回リブート時にインストールされ、構成されま
す。『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の第 12 章「ゾーンのインス
トールと構成」を参照してください。

■ デフォルトでの排他的 IP ゾーン – 排他的 IP ゾーンでは、ゾーンごとに個別の IP
スタックを割り当てることができます。各ゾーンには、そのスタック内の IP がほ
かのゾーンと完全に分離されるように構成できるという柔軟性があります。ゾーン
ごとにネットワークトラフィックを容易に監視でき、個々のネットワークリソース
を適用できます。以前のバージョンの Oracle Solaris では、これはシステムごとの
物理 NIC の数に依存していました。ネットワーク仮想化の追加により、物理ネッ
トワークハードウェアの制約を受けることなく、一層柔軟にゾーンの管理を実行
できます。Oracle Solaris 11 で新しく作成したゾーンは、VNIC を備えた排他的 IP
ゾーン (net0) となり、そのベースとなるリンクはブート時に自動的に選択されま
す。『Oracle Solaris ゾーンの紹介 』を参照してください。

■ 不変ゾーン – file-mac-profile プロパティーでは、読み取り専用のルートファ
イルシステムで非大域ゾーンを実行できます。『Oracle Solaris ゾーンの作成と使
用 』の「zonecfg の file-mac profile プロパティー」を参照してください。

■ カーネルゾーンの IPoIb PV ドライバサポート – このサポートは、仮想関数 (VF) の
カーネルゾーンへの割り当てに使用される物理関数 (PF) を指定するために使用さ
れる ib-vhca リソースによって提供されます。ibadm コマンドを使用して PF を
仮想化し、次に zonecfg コマンドを使用して VF をカーネルゾーンに割り当てま
す。詳細については、ibadm(1M) および zonecfg(1M) のマニュアルページを参照
してください。

■ 非大域ゾーンでの iSCSI サポート – 非大域ゾーンでは、iSCSI ターゲットもイニシ
エータサービスも現在サポートされていません。

■ ゾーンのネットワーク仮想化 – Oracle Solaris のほとんどのネットワーク仮想化機
能は、ゾーン用に仮想 NIC (VNIC) を作成したあと、そのゾーンに割り当てられた
VNIC に帯域幅制限とトラフィックフローを適用することで、ゾーンに適用できま
す。VNIC はゾーンのブート時に作成され、ゾーンが停止すると削除され、非大域
ゾーンのデータリンク名前空間の内部に作成されます。この機能により、ネット
ワークの構成やトポロジの詳細を知らなくてもゾーンをプロビジョニングできま
す。以前から存在しているデータリンクを排他的 IP ゾーンに割り当てる場合も、
引き続きゾーンの構成中に行うことができます。

■ 非大域ゾーンでの NFS サーバーと CIFS のサポート – Oracle Solaris 11 の非大域ブ
ランドゾーンタイプはすべて NFS サーバーまたは NFS クライアントにできます。
ただし、Oracle Solaris10 非大域ブランドゾーンは NFS サーバーにできません。
Oracle Solaris 11 非大域ゾーンはすべて CIFS クライアントにできますが、すべての
ブランドタイプの非大域ゾーンは CIFS サーバーにできません。また、ネイティブ
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ではない Solaris オープンソース Samba パッケージを使用するときを除き、Oracle
Solaris10 非大域ブランドゾーンは CIFS クライアントにできません。

■ 完全ルートゾーンのみ – Oracle Solaris ゾーンは完全ルートタイプのみです。ただ
し、ディスク領域が限られている場合や読み取り専用のゾーンルート構成を選択す
る場合などは、より柔軟な方法でゾーンを構成できます。デフォルトでは、ゾーン
のブート環境は圧縮されています。
また、非大域ゾーンを自動的に更新して、システム全体の整合性を確保できます。
追加のメリットは、各非大域ゾーン用の個々のソフトウェアスタックが大域ゾーン
に依存しないことです。

■ ゾーンのモニタリング – 非大域ゾーンで消費されるシステムリソース
は、zonestat コマンドを使用してモニタリングできます。

Oracle Solaris 10 ブランドゾーンの準備

次のように、Oracle Solaris 10 OS のインスタンスやゾーンを Oracle Solaris 11 システム
に移行する準備をします。

■ Oracle Solaris 10 インスタンスまたはゾーンで Oracle Solaris 10 9/10 リリース以上が
実行されていること (最小限の OS 要件) を確認します。ルートファイルシステムに
は UFS または ZFS を使用できます。

■ Oracle Solaris 10 インスタンスまたはゾーンがシステム移行ターゲットと同じプ
ラットフォームであることを確認します。SPARC インスタンスを SPARC システ
ムへ、x86 インスタンスを x86ベースのシステムへのみ移行できます。

■ Oracle Solaris 10 システムで /usr/sbin/zonep2vchk スクリプトをダウンロードし
て実行し、Oracle Solaris 10 ゾーンまたはインスタンスが Oracle Solaris 11 システム
で正常に実行するのを妨げる問題があるかどうかを判断します。
Oracle Solaris 10 1/13 システムでは、/usr/sbin/zonep2vchk ユーティリティーは
リリースに含まれています。古い Oracle Solaris 10 リリースが動作しているシステ
ムの場合は、Oracle Technology Network から別パッケージをダウンロードします。
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris10/downloads

このスクリプトはシステムの移行のためだけにあることを覚えておいてください。
■ Oracle Solaris 10 パッケージおよびパッチツールを有効にします。

Oracle Solaris 10 パッケージおよびパッチツールを Oracle Solaris 10 ゾーンで使用す
るには、イメージが作成される前に Oracle Solaris 10 のソースシステムに次のパッ
チをインストールします。
■ 119254-75、119534-24、140914-02 (SPARC プラットフォーム)
■ 119255-75、119535-24、および 140915-02 (x86 プラットフォーム)
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注記 - 物理から仮想への (P2V) プロセスはパッチなしで機能しますが、パッケージ
およびパッチツールは、これらのパッチがインストールされていない限り、Oracle
Solaris 10 ゾーン内で正しく機能しません。

Oracle Solaris 11 システム上の非大域ゾーンへの Oracle
Solaris 10 インスタンスの移行

Oracle Solaris 10 環境を Oracle Solaris 11 システム上の非大域ゾーンに移行するため
に、ゾーンアーカイブを作成し、そのゾーンアーカイブを Oracle Solaris 11 システムに
移行できます。

手順を次に示します。

1. Oracle Solaris 10 ゾーンのパッケージを Oracle Solaris 11 システムにインストールし
ます。

s11sysB# pkg install system/zones/brand/brand-solaris10

2. zonep2vchk スクリプトを実行して、インスタンスが solaris10 ゾーンとして実
行するのを妨げる可能性がある問題を識別します。

s10sys# ./zonep2vchk

--Executing Version: 1.0.5-11-15652

- Source System: systema

Solaris Version: Oracle Solaris 10 8/11 s10s_u10wos_17b SPARC

Solaris Kernel:  5.10 Generic_147440-01

Platform:        sun4u SUNW,Sun-Fire-V440

- Target System:

Solaris_Version: Solaris 10

Zone Brand:      native (default)

IP type:         shared

--Executing basic checks

.

.

3. 必要に応じて、Oracle Solaris 10 システムインスタンスのフラッシュアーカイブが
収容される ZFS ファイルシステムを作成します。
次に、Oracle Solaris 11 システム上に ZFS ファイルシステムの NFS 共有を作成しま
す。
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s11sysB# zfs create pond/s10archive

s11sysB# zfs set share.nfs.sec.default.root=s10sysA=on pond/s10archive

4. Oracle Solaris 10 インスタンスを選択します (Oracle Solaris 10 システム上の仮想環
境でも大域ゾーンでもかまいません)。Oracle Solaris 10 システムの hostid を書き
留めてください。

s10sysA# hostid

8439b629

5. Oracle Solaris 11 システム上の非大域ゾーンに移行しようとしている Oracle Solaris
10 インスタンスのアーカイブを作成します。

s10sysA# flarcreate -S -n s10sysA -L cpio /net/s11sysB/pond/s10archive/s10.flar

6. Oracle Solaris 10 ゾーン用の ZFS ファイルシステムを作成します。

s11sysB# zfs create -o mountpoint=/zones pond/zones

s11sysB# chmod 700 /zones

7. Oracle Solaris 10 インスタンス用の非大域ゾーンを作成します。

s11sysB# zonecfg -z s10zone

s10zone: No such zone configured

Use 'create' to begin configuring a new zone.

zonecfg:s10zone> create -t SYSsolaris10

zonecfg:s10zone> set zonepath=/zones/s10zone

zonecfg:s10zone> set ip-type=exclusive

zonecfg:s10zone> add anet

zonecfg:s10zone:net> set lower-link=auto

zonecfg:s10zone:net> end

zonecfg:s10zone> set hostid=8439b629

zonecfg:s10zone> verify

zonecfg:s10zone> commit

zonecfg:s10zone> exit

8. Oracle Solaris 10 の非大域ゾーンをインストールします。

s11sysB# zoneadm -z s10zone install -u -a /pond/s10archive/s10.flar

A ZFS file system has been created for this zone.

Progress being logged to /var/log/zones/zoneadm.20110921T135935Z.s10zone.install

Installing: This may take several minutes...

Postprocess: Updating the image to run within a zone

Postprocess: Migrating data

from: pond/zones/s10zone/rpool/ROOT/zbe-0

to: pond/zones/s10zone/rpool/export

.

.

.

9. Oracle Solaris 10 ゾーンをブートします。
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# zoneadm -z s10zone boot

10. Oracle Solaris 10 の非大域ゾーンを構成します。

s11sysB# zlogin -C s10zone

[Connected to zone 's10zone' console]

.

.

.

s10zone console login: root

Password: xxxxxxxx

# cat /etc/release

Oracle Solaris 10 8/11 s10s_u10wos_17b SPARC

Copyright (c) 1983, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Assembled 23 August 2011

# uname -a

SunOS supernova 5.10 Generic_Virtual sun4v sparc SUNW,Sun-Fire-T1000

# zfs list

NAME                USED  AVAIL  REFER  MOUNTPOINT

rpool              4.53G  52.2G   106K  /rpool

rpool/ROOT         4.53G  52.2G    31K  legacy

rpool/ROOT/zbe-0   4.53G  52.2G  4.53G  /

rpool/export         63K  52.2G    32K  /export

rpool/export/home    31K  52.2G    31K  /export/home
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ユーザーアカウントとユーザー環境の管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでのユーザーのアカウント、グループ、役割、
およびユーザー環境の管理について説明します。

この Oracle Solaris 11 リリースのユーザーアカウント管理の新機能について
は、『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカウントとユーザー環境の管理 』の「Oracle
Solaris 11.3 のユーザーアカウントの管理の新機能」を参照してください。
この章の内容は次のとおりです。

■ 163 ページの「ユーザーアカウントを管理するためのコマンドとツール」
■ 164 ページの「Oracle Solaris のユーザーアカウントの管理」
■ 168 ページの「ユーザー環境機能の変更」
■ 169 ページの「Oracle Solaris のマニュアルページの変更」

ユーザーアカウントを管理するためのコマンドとツール

注記 - Solaris Management Console グラフィカルツールと、それに関連するコマンド行
ツールは削除されました。ユーザーアカウントの作成と管理には、この章の中で説明
または言及しているコマンド行ツールとグラフィカルツールを使用します。

表 15 ユーザーアカウントを管理するためのコマンドとツール

コマンド/ツール名 説明 詳細情報

useradd、groupadd、roleadd ユーザー、グループ、および役
割を追加するためのコマンド

Oracle Solaris のユーザーアカウント
の管理

『Oracle Solaris 11.3 でのユーザーと
プロセスのセキュリティー保護 』
の「ユーザーへの権利の割り当て」

usermod、groupmod、rolemod ユーザー、グループ、および役
割を変更するためのコマンド

『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカ
ウントとユーザー環境の管理 』の
「ユーザーアカウントの変更方法」

userdel、groupdel、roledel ユーザー、グループ、および役
割を削除するためのコマンド

『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカ
ウントとユーザー環境の管理 』の
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コマンド/ツール名 説明 詳細情報
「ユーザーを削除する方法」および
userdel(1M)

groupdel(1M)、roledel(1M)

Oracle Solaris のユーザーアカウントの管理

このリリースでは、コマンド行からユーザーアカウントを作成および管理します。一
般にコマンド行を使用して実行する一部のタスクの実行には、ユーザーマネージャー
GUI も使用できます。
次の関連のトピックについて詳細に説明します。

■ 164 ページの「ユーザーアカウント管理の変更点」
■ 166 ページの「ユーザーパスワードとログインの変更点」
■ 167 ページの「ZFS ファイルシステムとして作成されるホームディレクトリの共

有」
■ 168 ページの「Oracle Solaris でホームディレクトリをマウントする方法」

詳細は、『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカウントとユーザー環境の管理 』の第 3 章
「ユーザーマネージャー GUI を使用したユーザーアカウントの管理」を参照してくだ
さい。

ユーザーアカウント管理の変更点

このリリースでは、次の機能が新しいか、変更されています。

■ ユーザーアカウントの作成 – ユーザーアカウントの作成は次のように変更されまし
た。
■ ユーザーアカウントは個別の ZFS ファイルシステムとして作成されます。これ

により、ユーザーは独自のファイルシステムと独自の ZFS データセットを持つ
ことができます。useradd および roleadd コマンドで作成されるどのホーム
ディレクトリも、ユーザーのホームディレクトリを個別の ZFS ファイルシステ
ムとして /export/home 上に配置します。

■ ユーザー名およびグループ名は 32 文字以内で指定できます。8 文字の制限はな
くなりました。

■ useradd コマンドでは、ホームディレクトリのマウントを自動マウントサービ
ス svc:/system/filesystem/autofs に任せます。このサービスは決して無効
にしないでください。passwd データベース内のユーザーの各ホームディレクト
リエントリでは /home/username 形式が使用されており、これはオートマウン
タで auto_home マップを使って解決される autofs トリガーです。
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■ オプションのサーバー名は、ホームディレクトリが存在するホストを指定し
ます。この形式のエントリはオートマウンタに依存し、auto_home マップに保
持されます。パス /home/username は、passwd データベース内に保持されま
す。ユーザーが続けて /home/username を参照すると、オートマウンタは指
定されたディレクトリを /home/username にマウントします。サーバー名ま
たは localhost が含まれているホームディレクトリのパス名を指定しない場
合、autofs サービスを無効にできます。

■ ユーザーアカウントの変更 – usermod コマンドは LDAP およびファイルと動作し
ます。このメカニズムを使用して、すべてのセキュリティー属性をユーザーに割り
当てることができます。たとえば、管理者は usermod コマンドを使用して、役割
をユーザーのアカウントに追加できます。

# roleadd -K roleauth=user -P "Network Management" netmgt

# usermod -R +netmgt jdoe

LDAP で保持されるユーザーセキュリティー属性は、特定のホストや netgroup に
のみ適用されるように制限できます。
su、sudo、ssh コマンドなどの認証を必要とするサービスへのアクセスは、特定
の日と時間に制限できます。
追加の例については、usermod(1M) を参照してください。

■ グループの作成と管理 – solaris.group.manage 承認を持つ管理者はグループ
を作成できます。グループの作成時に、システムが管理者に solaris.group.
assign/groupname 承認を割り当て、これにより管理者は、そのグループを完
全に制御できます。管理者は必要に応じて groupname を変更または削除できま
す。groupadd(1M) および groupmod(1M) のマニュアルページを参照してくださ
い。

■ 役割の作成と管理 – 役割はローカルおよび LDAP リポジトリで作成できます。
役割を作成し、最初のパスワードを割り当てるには、User Management 権利プ
ロファイルが割り当てられている必要があります。役割を作成する手順につい
ては、『Oracle Solaris 11.3 でのユーザーとプロセスのセキュリティー保護 』の
「ユーザーへの権利の割り当て」を参照してください。

■ ユーザーマネージャー GUI – ユーザーマネージャー GUI は、Visual Panels プロ
ジェクトの一部で、デスクトップからアクセスできます。Solaris 管理コンソール
の一部の機能は GUI に置き換えられます。『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカウ
ントとユーザー環境の管理 』の第 3 章「ユーザーマネージャー GUI を使用した
ユーザーアカウントの管理」を参照してください。
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ユーザーパスワードとログインの変更点

ユーザーパスワード管理とログイン情報は次のように変更されました。

■ 役割の引き受け – すべての役割の引き受けでパスワードが必要です。このリリース
では、管理者の判断で、役割を引き受けるために指定するパスワードを自分のパス
ワードにできます。

■ シャットダウン中のログインオプションの拡張 – システムシャットダウンの
間、/etc/nologin ファイルが作成されます。このファイルには、システムが
シャットダウン中であり、ログインできないというメッセージが表示されます。た
だし、このタイプのシャットダウンでスーパーユーザーがシステムにログインでき
なくなることはありません。このリリースでは、root 役割が割り当てられたユー
ザーと solaris.system.maintenance 承認が割り当てられたユーザーも、システ
ムに nologin ファイルが存在する場合にブロックされません。

■ 失敗したログイン回数の通知 – システムは、ユーザーアカウントが失敗したログイ
ンを強制するように構成されていない場合でも、失敗した認証の試みをユーザーに
通知します。正しい認証に失敗したユーザーには、認証の成功時に、次のような
メッセージが表示されます。

Warning: 2 failed authentication attempts since last successful

authentication. The latest at Thu May 24 12:02 2012.

それらの通知を抑止するには、/.hushlogin ファイルを作成します。
■ root アクセスのモニタリングと制限 – デフォルトのシステム構成では、ユーザー

は root としてリモートログインできません。リモートログインする場合は、ユー
ザーは自分のユーザー名でログインしてから、su コマンドを使用して root にな
る必要があります。su コマンドを使用しているユーザーのモニターや、システム
への root アクセスの制限が可能です。『Oracle Solaris 11.3 でのシステムおよび接
続されたデバイスのセキュリティー保護 』の「root アクセスのモニタリングと制
限」を参照してください。

■ パスワードのハッシュアルゴリズム – このリリースでのデフォルトのパスワードの
ハッシュアルゴリズムは SHA256 です。このパスワードハッシュは、次のようにな
ります。

$5$cgQk2iUy$AhHtVGx5Qd0.W3NCKjikb8.KhOiA4DpxsW55sP0UnYD

また、ユーザーパスワードの 8 文字の制限もなくなりました。8 文字の制限は、
古い crypt_unix(5) アルゴリズムを使用するパスワードのみに適用され、既存の
passwd ファイルのエントリと NIS マップとの下位互換性のために残されていま
す。Oracle Solaris 11 以降、crypt_sha256 アルゴリズムがデフォルトです。
パスワードは、policy.conf ファイル内のデフォルトである SHA256 アルゴリズ
ムなど、その他の crypt(3c) アルゴリズムのいずれかを使用してエンコードされ
ます。そのため、8 文字よりもずっと長いパスワードを使用できます。policy.
conf(4) を参照してください。
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■ root パスワードの変更点 – ほかのパスワードの複雑性の要件も満たす、必要な長
さのパスワードに root 役割を割り当てずにシステムを使用することはできなくな
りました。

■ password コマンドのプロパティー定義の改良 – この変更は、どのユーザーアカウ
ントをロックでき、どのユーザーアカウントをロックできないかを明確にします。
主な変更点は、次のように LK および NL プロパティーの定義に影響します。

LK アカウントが UNIX 認証用にロックされています。passwd -l
コマンドが実行されたか、認証の失敗回数が許容される構成済
みの最大値に到達したためアカウントが自動的にロックされま
した。policy.conf(4) および user_attr(4) のマニュアルペー
ジを参照してください。

NL アカウントは no login アカウントです。passwd -N コマンド
が実行されました。

ZFS ファイルシステムとして作成されるホームディ
レクトリの共有

ZFS ファイルシステムの NFS または SMB 共有が作成され、共有されます。
ZFS ストレージプール Version 34 には次の共有機能が用意されています。

■ NFS 共有を定義および公開するための以前のリリースの sharenfs プロパティーは
share.nfs プロパティーに置き換えられました。

■ SMB 共有を定義および公開するための以前のリリースの sharesmb プロパティー
は share.smb プロパティーに置き換えられました。

■ ZFS プロパティーの継承を活用することで、ZFS 共有の管理が簡素化されま
す。tank/home ファイルシステムを共有する場合、次のような構文を使用しま
す。

# zfs set share.nfs=on tank/home

share.nfs プロパティー値はすべての子孫ファイルシステムに継承されます。

# zfs create tank/home/userA

# zfs create tank/home/userB

『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカウントとユーザー環境の管理 』の「ZFS ファイ
ルシステムとして作成されたホームディレクトリを共有する方法」を参照してくださ
い。
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Oracle Solaris でホームディレクトリをマウントする
方法

Oracle Solaris 11 では、ホームディレクトリは ZFS ファイルシステムとして作成され
るため、通常はホームディレクトリを手動でマウントする必要はありません。ホーム
ディレクトリは、その作成中に、そして SMF ローカルファイルシステムサービスから
のブート時にも自動的にマウントされます。ユーザーのホームディレクトリを手動で
マウントする手順については、『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカウントとユーザー
環境の管理 』の「ユーザーのホームディレクトリの手動マウント」を参照してくださ
い。

ユーザー環境機能の変更

次のユーザー環境機能およびコマンドの変更を確認してください。

■ /var/user/$USER の追加 – Oracle Solaris 11.1 以降、ユーザーがログイン
し、pam_unix_cred モジュールによって正常に認証すると、/var/user/$USER
ディレクトリがまだ存在しない場合に、明示的に作成されます。このディレクトリ
を使用して、アプリケーションは、ホストシステム上の特定のユーザーに関連付け
られている永続的データを保存できます。/var/user/$USER ディレクトリは、最
初の資格情報の確立時と、su、ssh、rlogin、および telnet コマンドを使用した
ユーザーの変更時のセカンダリ認証時に作成されます。/var/user/$USER ディレ
クトリは管理を必要としません。ただし、ユーザーはディレクトリの作成方法、そ
の機能、および /var ディレクトリで表示できることを知っておくべきです。

■ コマンドの場所 – 以前 /sbin に置かれていた管理コマンドは /usr/sbin に移動さ
れました。また、/sbin ディレクトリは /sbin → /usr/sbin シンボリックリンク
で置き換えられました。

■ デフォルトのログインおよびその他のシェルの変更 - Oracle Solaris 10 では、デ
フォルトのスクリプトシェル (/bin/sh) は Bourne シェルです。Oracle Solaris 11
以降、/bin/sh は Korn シェル (ksh93) であり、デフォルトの対話式シェルは
Bourne-Again (bash) シェルです。ログインシェルとして使用した場合、bash は
.bash_profile、.bash_login、または .profile ファイルの最初のインスタンス
から構成情報を取り出します。
次のその他の変更を確認してください。
■ レガシー Bourne シェルは /usr/sunos/bin/sh として使用可能です。
■ 旧バージョンの ksh88 は、shell/ksh88 パッケージの /usr/sunos/bin/ksh

として使用可能です。
■ Korn シェルの互換性の情報は、/usr/share/doc/ksh/COMPATIBILITY で入手

できます。
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■ デフォルトのユーザーパスおよび PATH 環境変数 – デフォルトのユーザーパスは
/usr/bin です。root 役割のデフォルトパスは /usr/bin:/usr/sbin です。bash
のデフォルトの PATH 環境変数は /usr/bin:/usr/sbin です

■ 開発ツールの場所 – 以前 /usr/ccs/bin に置かれていた開発ツールは /usr/bin に
移動されました。/usr/ccs/bin ディレクトリは /usr/ccs/bin → /usr/bin シン
ボリックリンクで置き換えられます。

■ エディタの変更点 – vi ファミリのエディタ (/usr/bin/vi、/usr/bin/
view、/usr/bin/ex など) は、vi エディタの vim オープンソース実装へのリンク
です。これらのコマンドの従来の SunOS バージョンは、/usr/sunos/bin/ で使用
できます。

■ ファイルの場所 – 以前 /usr/sfw ディレクトリ内にあったファイルは、現在 /usr/
bin 内にあります。

■ Java バージョン – このリリースでは Java 8 がデフォルトのバージョンです。
Java 7 から Java 8 への移行に関する詳細については、http://www.oracle.com/
technetwork/java/javase/8-compatibility-guide-2156366.html を参照して
ください。

■ MANPATH 変数 – MANPATH 環境変数は必要なくなりました。
man コマンドは、PATH 環境変数の設定に基づいて適切な MANPATH を決定します。

Oracle Solaris のマニュアルページの変更
次のマニュアルページの機能は、新しく追加されたか、または変更されたものです。

■ マニュアルページでの情報の検索 – このリリースには、man -K keywords コマンド
を使用して、クエリー文字列でマニュアルページを検索する機能があります。-K
(大文字) オプションは -k (小文字) オプションと同様に機能しますが、-k オプショ
ンはマニュアルページのすべてのセクションの NAME サブセクションのみの検索に
制限される点が異なります。
-k オプションと -K オプションは、検索にインデックスファイルを使用しま
す。/usr/share/man および /usr/gnu/share/man ディレクトリが存在する場
合、これらのディレクトリに新しいマニュアルページが追加されるたびに、svc:
/application/man-index:default SMF サービスが新しいインデックスファイル
の自動再生成をトリガーします。このサービスは、デフォルトで有効になっていま
す。

■ パッケージ名の変更点 – 以前に Oracle Solaris のマニュアルページを収容していた
SUNWman パッケージがより小容量の system/manual パッケージに変わりました。
マニュアルページの大部分は、そのコンポーネントテクノロジパッケージで個別に
パッケージ化されます。たとえば、/usr/bin/ls コマンド用の ls.1m は system/
core-os パッケージの一部です。

■ マニュアルページの表示 – デフォルトでは、マニュアルページは Oracle Solaris シ
ステムにインストールされます。マニュアルページがシステムに表示されない場
合、次のようにデフォルト値が True に設定されているかどうかを確認します。
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$ pkg facet -a facet.doc.man

FACET VALUE SRC

facet.doc.man True system

次のように、設定を True に変更します。

$ pkg change-facet facet.doc.man=True

マニュアルページをシステムに表示しない場合、次のようにデフォルト設定を
False に切り替えることができます。

$ pkg change-facet facet.doc.man=False

注記 - デフォルト設定を True から False に変更すると、すべてのマニュアルペー
ジがシステムから削除され、バックアップ BE が作成されます。バックアップ BE
には引き続きマニュアルページがありますが、新しく作成される BE にはありませ
ん。
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 12 ♦  ♦  ♦        第    1  2    章 

Oracle Solaris 11 デスクトップの管理

この章では、Oracle Solaris 11 リリースでサポートされるデスクトップ機能について説
明します。
この章の内容は次のとおりです。

■ 171 ページの「Oracle Solaris 11 デスクトップの機能」
■ 175 ページの「削除されたデスクトップ機能」
■ 176 ページの「グラフィックドライバの変更」
■ 176 ページの「Xorg ファミリのサーバー」
■ 177 ページの「デスクトップ移行の問題のトラブルシューティング」

Oracle Solaris 11 デスクトップの機能
このリリースのデフォルトのデスクトップ環境は、Oracle Solaris デスクトップ
(GNOME Foundation からの GNOME 2.30 が含まれています) です。Mozilla Foundation
の Firefox Web ブラウザ、Thunderbird 電子メールクライアント、および Lightning カレ
ンダマネージャーも含まれています。

注記 - テキストインストールの方法を使用する場合、Oracle Solaris Desktop パッ
ケージ (solaris-desktop) がデフォルトでシステムにインストールされません。
また、solaris-desktop パッケージは実行中のシステムに直接適用できませ
ん。177 ページの「インストール後の Oracle Solaris Desktop ソフトウェアパッケー
ジのインストール」を参照してください。

その他のサポートされるデスクトップ機能には、次のものがあります。

■ アクセシビリティー機能の強化
■ Bluefish HTML エディタ
■ Compiz OpenGL ベースのウィンドウマネージャー
■ D-Bus IPC フレームワーク
■ Evince PDF ビューア
■ GIMP 画像編集プログラム
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■ GNOME Python バインディング
■ Gobby テキスト編集コラボレーションツール
■ マルチメディアサポートの拡張機能
■ プランナおよび openproj プロジェクト管理ツール
■ Trusted Extensions の統合
■ xchat IRC クライアント
■ デスクトップを増強する Xserver 機能 (仮想端末 (VT) の切り替えなど)

主要なデスクトップ機能
このリリースでの主要なデスクトップ機能を次に示します。

■ アクセシビリティーの拡張機能 - 障碍のある方は、幅広いアクセシビリティー
機能 (Orca、espeak、および brltty を含む) を使用できます。これらの機能
は、gnopernicus から置き換えられた機能であり、より良いテキスト読み上げの
サポートを提供します。このリリースでは、Dasher オンスクリーンキーボードも
追加されました。詳細は、『Oracle Solaris 11 デスクトップのアクセシビリティー
ガイド 』を参照してください。
Oracle Solaris 10 で使用される GNOME オンスクリーンキーボード (GOK) プログラ
ムは利用できなくなりました。一部のユーザーについては、代わりに Dasher アプ
リケーションを使用してください。

■ コマンドアシスタント - Oracle Solaris で管理されているコンテンツ (ドキュメン
ト、マニュアルページなど) のコマンド行情報を検索します。デスクトップパ
ネルにコマンドアシスタントを追加するには、「パネルに追加」→「Command
Assistant」ダイアログボックスを使用します。必要に応じて、次に示すようにパッ
ケージをインストールします。

# pkg install cmdassist

■ グラフィカルログインマネージャー - Oracle Solaris 10 では、デフォルトのログイン
GUI として、共通デスクトップ環境 (CDE) および dtlogin を使用します。Oracle
Solaris 10 では、GNOME グラフィカルデスクトップマネージャー (GDM) も使用
できます。このリリースでは、GDM が唯一のグラフィカルログインオプションで
す。
GDM の構成プロセスも大幅に変更されました。詳細は、gdm および console-
kit-daemon のマニュアルページを参照してください。このリリースでは、マルチ
シート環境を管理するために ConsoleKit 構成機能が使用されます。移行問題のト
ラブルシューティングを行う場合は、177 ページの「GNOME デスクトップマ
ネージャーの問題」を参照してください。

■ マルチメディアのサポート:
■ Brasero CD/DVD 作成ツール – Brasero CD/DVD 作成ツールを使用すると、デー

タディスクプロジェクトを作成し、ファイルを所定の場所にドラッグ&ドロッ
プしてから、ディスクに書き込むことができます。
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■ FreeDesktop GStreamer – FreeDesktop GStreamer モジュールは、マルチメディア
サポートを提供するデスクトップツールです。GStreamer が使用するプラグイ
ンインフラストラクチャーによって、追加のメディアフォーマットを使用でき
ます。

■ gksu– sudo コマンドのグラフィカルバージョンです。起動すると、このツール
は管理ツールを実行するための追加パスワードを入力できるプロンプトを表示
します。

■ マルチメディアフォーマット - GStreamer プラグインを使用することにより、
FLAC、Speex、Ogg Vorbis、および Theora メディアフォーマットがサポートさ
れます。Oracle Solaris 10 は GStreamer 0.8 を使用しますが、Oracle Solaris 11 は
GStreamer 0.10 を提供します。

■ Open Sound System – 新しい Open Sound System (OSS) フレームワークは、オー
ディオデバイスを管理し、より良いオーディオサポートを提供します。以前サ
ポートされていたいくつかのオーディオデバイスは、サポートされなくなりま
した。Sun Audio Device Architecture (SADA) インタフェースを使用するプログラ
ムは、引き続きサポートされます。オーディオデバイスが正常に動作しない場
合は、使用するオーディオデバイスおよび GStreamer オーディオ入出力プラグ
インを選択できるダイアログボックスをデスクトップから起動できます。

$ /usr/bin/gstreamer-properties

また、このプログラムには、オーディオ設定が正しいかどうかを判別できる
「テスト」ボタンが含まれています。いくつかのオーディオカードは、複数の
デバイスを持つものとして表示されます (たとえば、1 つはアナログオーディオ
でもう 1 つはデジタルオーディオ)。現在 RealPlayer を使用している場合は、現
在サポートされているマルチメディアツールに移行する必要があります。

■ PulseAudio サウンドサーバー – PulseAudio サウンドサーバーは、改善された
オーディオミキシングをサポートします。/usr/bin/gnome-volume-control
デバイスコンボボックスには追加の PulseAudio デバイスが表示されます。デス
クトップコンピュータおよびノート PC で使用する場合は、「OSS」デバイス
の選択がもっとも有効です。オーディオハードウェアの最適な設定を決定する
には、最初にある程度の試行錯誤が必要になると考えられます。オーディオ関
連の問題が解決しない場合は、次のコマンドを実行して、デフォルトの正しい
入力/出力オーディオプラグインが選択されていることを確認します。

$ /usr/bin/gstreamer-properties

PulseAudio には、$HOME/.pulse および $HOME/.pulse-cookie という CLI 構
成機能もあります。詳細は、pulseaudio(1) を参照してください。オーディオ
カードが動作中のシステムでは、/usr/bin/pulseaudio プロセスが GNOME
セッション用に実行していることがわかります。http://www.freedesktop.
org/wiki/Software/PulseAudio を参照してください。

■ ほかのメディアツール – このリリースには、Rhythmbox メディアプレイヤー、
Cheese 写真/ビデオツール、Ekiga ビデオ会議ツールも含まれています。
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■ ネットワーク管理 GUI – ネットワーク管理 GUI (以前の NWAM) は、デスクトップ
からネットワーク接続を管理するために使用します。『Oracle Solaris 11.3 でのネッ
トワークコンポーネントの構成と管理 』の「デスクトップからネットワーク構成
を管理する」を参照してください。

■ 印刷管理 – Oracle Solaris 11 以降は、Oracle Solaris 10 で使用されている LP 印刷
サービスに代わり、CUPS がデフォルトの印刷サービスです。デスクトップでは
Solaris 印刷マネージャーも使用できなくなりました。CUPS には印刷マネージャー
があり、デスクトップから「システム」->「管理」->「印刷マネージャー」を選択
することにより開始できます。『Oracle Solaris 11.3 での印刷の構成と管理 』を参
照してください。

■ リムーバブルメディア - Oracle Solaris 11 には各種のリムーバブルメディアの拡張
機能が含まれており、これには、ホットプラグ可能デバイスの検出、コンテンツの
認識のほか、デバイスドライバから GUI までのソフトウェアスタックのすべての
レイヤーにわたる操作性、セキュリティー、およびパフォーマンスのサポートが含
まれます。CD/DVD ドライブのフロントパネルの取り出しボタンを使用すると、
ディスクがマウントされていても取り出すことができます。外部ハードドライブま
たはフラッシュカードが挿入されると、Nautilus ファイルマネージャーによって自
動的に登録されます。
vold デーモンと volcheck コマンドの機能は、HAL (Hardware Abstraction Layer)
対応の rmvolmgr および gvfs-hal-volume-monitor コマンドを使用して HAL に
よって実行されます。rmvolmgr(1M) を参照してください。

■ Seahorse – このリリースでは GnuPG がサポートされます。Seahorse アプリケー
ションは、暗号化鍵およびパスワードを gnome-keyring で管理します。また、
SSH および GnuPG 鍵を管理するための gnome-keyring-manager は Seahorse に置
き換わります。

■ Trusted Extensions (GNOME) デスクトップ – このリリースでは、Oracle Solaris の
Trusted Extensions 機能は Oracle Solaris デスクトップ (GNOME 2.30) でのみサポート
されています。Oracle Solaris 10 では、この機能は CDE と GNOME デスクトップの
両方でサポートされます。Solaris 8 では、このサポートは CDE に限られます。
このバージョンの Trusted Extensions デスクトップには、ゾーンおよび権利プロ
ファイルの改善も含む、操作性、堅牢性、および機能性を向上させる、大幅な変
更が含まれます。たとえば、txzonemgr の GUI が大幅に改善されました。この
ツールを使用すると、Trusted Extensions のほとんどの側面を管理できます。現在
Trusted CDE を使用している場合は、現在サポートされているバージョンの製品に
移行する必要があります。

■ タイムスライダ – ZFS スナップショットを管理します。このツールは、時間指定の
ZFS スナップショットを作成することによってデータを定期的にバックアップする
ために使用します。

■ 仮想コンソール端末 – X セッションと仮想コンソール端末を切り替えることができ
ます。このサービスは、デフォルトで有効になっています。セッション間を切り替
えるには、Alt + Ctrl + F# ホットキーの組み合わせを使用します。たとえば、vt2
に切り替えるには、Alt + Ctrl + F2 キーを押します。また、グラフィカル VT セッ
ションを作成してから、ユーザー切り替えパネルアプレットを使用することにより
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Oracle Solaris 11 デスクトップの機能

これらのセッション間を切り替えることができます。アプレットをデスクトップに
追加するには、パネルを右クリックしてから、「パネルに追加...」オプションを選
択します。新規または別のグラフィカルログインセッションに切り替えるには、ア
プレットをクリックしてから、「ユーザを切り替える」を選択します。

■ Web ブラウザおよび電子メール – Firefox Web ブラウザと Thunderbird 電子メール
クライアントがサポートされるアプリケーションです。

削除されたデスクトップ機能

次のデスクトップ機能は、置換または削除されました。削除されたいくつかの機能は
Oracle Solaris 10 よりあとに導入されました。

■ Adobe Flash Player – この機能は Oracle Solaris 11 11/11 にありましたが、Oracle
Solaris 11.1 で削除されました。Adobe の Web サイトから以前のバージョンをダウ
ンロードできますが、Adobe では Oracle Solaris 用の Flash をすでに作成しておら
ず、サポートしていません。

■ 共通デスクトップ環境 (CDE) - CDE は Oracle Solaris デスクトップ (GNOME 2.30) に
置き換えられています。

■ ESounD - GStreamer プログラム (gst-launch など) に移行します。
■ gnome-keyring-manager – この機能は Seahorse に置き換えられています。
■ GNOME オンスクリーンキーボード (GOK) プログラム - 場合によっては、代替と

して Dasher アプリケーションを使用できます。
■ GNOME システムツール (以前の Oracle Solaris 11 リリースで導入されています):

■ network-admin - この機能は NWAM に置き換えられています。このツールは
ネットワーク管理 GUI と呼ばれるようになりました。

■ shares-admin - /usr/bin/vp sharemgr コマンドを使用してください。
■ time-admin - /usr/bin/vp time コマンドを使用してください。
■ users-admin (GNOME ユーザーおよびグループツール) - 代替は現在ありま

せん。163 ページの「ユーザーアカウントを管理するためのコマンドとツー
ル」を参照してください。
GNOME システムツールは Oracle Solaris 10 では利用できません。

■ Solaris Management Console – このツールおよびこれに相当するコマンド行は使用
できなくなりました。Oracle Solaris 11.1 以降、ユーザーマネージャー GUI がこの
ツールに置き換わっています。163 ページの「ユーザーアカウントを管理するため
のコマンドとツール」を参照してください。

■ Solaris 印刷マネージャー – このツールは CUPS 印刷マネージャーに置き換えられ
ています。132 ページの「プリンタの構成と管理の変更」を参照してください。

■ Xsun ファミリのサーバー – Xorg ファミリのサーバーは引き続きサポートされま
す。176 ページの「Xorg ファミリのサーバー」を参照してください。
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グラフィックドライバの変更

グラフィックドライバの変更

Oracle Solaris 11.3 以降、driver/graphics/nvidia パッケージ内の NVIDIA グラ
フィックドライバはバージョン 346.35 に更新されました。このドライバは GPU
(Graphics Processing Unit) の Fermi、Kepler、および Maxwell ファミリのみをサポート
しています。340 ドライバで動作する古い GPU は vesa/vgatext ドライバにフォール
バックするようになります。古い GPU も引き続きサポートされますが、サポートは
340 レガシードライバに移行されました。使用している GPU の名前を知っている場合
は、http://nvidia.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/3473 で影響のある
GPU の完全なリストを見つけることができます。

Xorg ファミリのサーバー

Oracle Solaris 10 には Xsun ファミリの X サーバー (SPARC プラットフォームのデフォ
ルトとして Xsun、x86 プラットフォームのデフォルトとして Xorg) が含まれています
が、Oracle Solaris 11 では Xorg ファミリのサーバーのみがサポートされます。結果と
して、X プログラムは /usr/X11/bin から /usr/bin に移動されました。Xorg ソフト
ウェアパッケージは Live Media に含まれていますが、対話式テキストインストーラに
は含まれていません。次の表に、旧バージョンの Oracle Solaris X サーバーコマンドお
よび対応する Oracle Solaris 11 コマンドを示します。

表 16 Oracle Solaris 11 X サーバーコマンド

旧バージョンのコマンド Oracle Solaris 11 のコマンド

/usr/openwin/bin/Xsun /usr/bin/Xorg

Xorg(1) を参照してください。

/usr/openwin/bin/Xnest /usr/bin/Xephyr

Xephyr(1) を参照してください。

/usr/openwin/bin/Xvfb /usr/bin/Xvfb

Xvfb(1) を参照してください。

カスタムホットキーの構成を更新する方法、または旧
バージョンのマッピングを有効にする方法

Oracle Solaris 11 は、より一般的な Xorg キーマッピングに移行しました。たとえ
ば、Copy キーは XF86Copy にマップされます。
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デスクトップ移行の問題のトラブルシューティング

1. デスクトップからカスタムホットキーの構成を更新する場合、または旧バージョン
のマッピングを有効にする場合は、「システム」->「設定」メニューから「キーボー
ド」パネルを開きます。

2. 「配列」タブを選択し、「オプション...」ボタンをクリックして、「キーボード・レ
イアウトのオプション」ダイアログボックスを開きます。

3. 「Maintain key compatibility with old Solaris keycodes」オプションを選択し、
「Sun Key Compatibility」チェックボックスを選択します。

デスクトップ移行の問題のトラブルシューティング
Oracle Solaris デスクトップ (GNOME 2.30) に移行する際には、次のトラブルシュー
ティング情報を参照してください。

■ 177 ページの「インストール後の Oracle Solaris Desktop ソフトウェアパッケージ
のインストール」

■ 177 ページの「GNOME デスクトップマネージャーの問題」

インストール後の Oracle Solaris Desktop ソフト
ウェアパッケージのインストール
Oracle Solaris 11 テキストインストーラには、GNOME 2.30 デスクトップを含む主要
なソフトウェアパッケージが含まれません。このインストール方法を使用する場合
は、あとで solaris-desktop パッケージをインストールする必要がありません。テ
キストインストール後の pkg install コマンドを使用したパッケージの追加について
は、『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール 』の「テキストインストール後のソ
フトウェアの追加」を参照してください。

GNOME デスクトップマネージャーの問題
GDM ログインに関する次の潜在的な問題に注意してください:

■ CDE から GDM ログイン構成への移行 – Oracle Solaris 10 で CDE ログインをカスタ
マイズした場合は、Oracle Solaris 11 の GDM で動作するように構成の選択を再統合
する必要がある可能性があります。CDE と GDM とのログイン機能間には、正確
な 1 対 1 のマッピングが存在しないことに注意してください。一部の CDE ログイ
ン構成の選択が GDM ログインで使用できなかったり、一部の GDM ログイン構成
の選択が CDE ログインで使用できなかったりします。たとえば、GDM ログイン
画面はデフォルトではチューザ画面を提供しません。
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デスクトップ移行の問題のトラブルシューティング

別の例として、Oracle Solaris 11 では XDMCP (X Display Manager Control Protocol)
機能が Oracle Solaris 10 とは異なる方法で構成および有効化されます。GDM は
XDMCP サーバーを実行する機能を提供しますが、デフォルトではこの機能が無効
になっています。GDM 構成ファイルを変更すると、この機能を有効にすることが
できます。
XDMCP のもう 1 つの要件は、X11 で TCP/IP 接続を許可することです。この機
能も、デフォルトで無効になっています。この機能を有効にする手順について
は、Xserver(1) のマニュアルページを参照してください。gdm(1) のマニュアル
ページ、yelp-tools のマニュアル、およびオンラインヘルプも参照してください。

■ Oracle Solaris での Oracle Solaris 10 GDM テーマのサポート – Oracle Solaris 10 で
は、GDM は GUI 構成ツールが含まれるデフォルト以外のログインプログラムと
して出荷されます。Oracle Solaris 11 では、GDM にこの GUI 構成ツールが含まれ
ていません。また、このリリースでは Oracle Solaris 10 の GDM で動作する GDM
テーマもサポートされません。必要に応じて、/usr/share/gdm/gdm-greeter-
login-window.ui ファイルを変更すると、GDM ログイン GUI の表示を変更でき
ます。
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